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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）並びに（Ｂ）を含む、組成物：
　（Ａ）縮合反応を触媒する金属－配位子錯体であって、
　成分ｉ）一般式：Ｍ－Ａａの金属前駆体であって、式中、Ｍは、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍ
ｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂから
なる群から選択される１つの金属原子であり、各Ａは、ハロゲン原子、一価炭化水素基、
アミノ基、シラザン基、カルボキシレート基、カルボン酸エステル基、及び炭化水素オキ
シ基から成る群から独立して選択される置換基であり、下付き文字ａは、１～前記Ｍにつ
いて選択される金属原子の最大価数である、金属前駆体と、
　成分ｉｉ）一般式（ｉｉ）の配位子であって、ここで、
　一般式（ｉｉ）は、
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【化１】

　であり、式中、各Ｒ５、各Ｒ６、及び各Ｒ３６は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基
、無機基、及びハロゲンから選択され、各Ｒ３５は、独立に、Ｈ又は一価の有機基であり
、下付き文字ｊは、１又は２であり、下付き文字ｋは、１又は２であり、下付き文字ｍは
、０又は１であり、下付き文字ｎは、０～４である、配位子と、
を含む金属－配位子錯体；
　並びに、
　（Ｂ）１分子当たり平均して１つ又は複数の加水分解性置換基を有する、ケイ素含有ベ
ースポリマー。
【請求項２】
　前記配位子が、
【化２】
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【化３】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　下記（Ａ）並びに（Ｂ）を含む、組成物：
（Ａ）縮合反応を触媒する金属－配位子錯体であって、
　成分ｉ）一般式、Ｍ－Ａａの金属前駆体であって、式中、Ｍは、Ａｌ、Ｆｅ、Ｔｉ、Ｚ
ｒ、Ｈｆ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、
Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂからなる群から選択される、１つの金属原子であり、各Ａは、ハロ
ゲン原子、一価炭化水素基、アミノ基、シラザン基、カルボキシレート基、カルボン酸エ
ステル基、及び炭化水素オキシ基から成る群から独立して選択される置換基であり、下付
き文字ａは、１～前記Ｍについて選択される金属原子の最大価数である、金属前駆体と、
　成分ｉｉ）一般式（ｉｉ）の配位子であって、ここで、
　一般式（ｉｉ）は、
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【化４】

　であり、式中、Ｒ５は、オルガノシラン基であり、各Ｒ６、及び各Ｒ３６は、それぞれ
独立に、Ｈ、一価の有機基、無機基、及びハロゲンから選択され、各Ｒ３５は、独立に、
Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｊは、１又は２であり、下付き文字ｋは、１又は
２であり、下付き文字ｍは、０又は１であり、下付き文字ｎは、０～４である、配位子と
、
を含む金属－配位子錯体；並びに、
　（Ｂ）１分子当たり平均して１つ又は複数の加水分解性置換基を有する、ケイ素含有ベ
ースポリマー。
【請求項４】
　前記配位子が、

【化５】

　及びそれらの異性体からなる群から選択される、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　Ｍが、Ｆｅであり、下付き文字ａが、２又は３である、請求項３又は４に記載の組成物
。
【請求項６】
　成分（Ａ）及び（Ｂ）とは異なる、少なくとも１つの追加の成分を更に含み、ここで、
前記少なくとも１つの追加の成分が、（Ｃ）架橋剤；（Ｄ）乾燥剤；（Ｅ）増量剤、可塑
剤、あるいはこれらの組み合わせ；（Ｆ）充填剤；（Ｇ）処理剤；（Ｈ）殺生物剤；（Ｊ
）難燃剤；（Ｋ）表面改質剤；（Ｌ）鎖延長剤；（Ｍ）末端封止剤；（Ｎ）非反応性バイ
ンダー；（Ｏ）老化防止剤；（Ｐ）水放出剤；（Ｑ）色素；（Ｒ）レオロジー添加剤；（
Ｓ）ビヒクル；（Ｔ）粘着付与剤；（Ｕ）腐食防止剤；並びにこれらの組み合わせからな
る群から選択される、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物の縮合反応が、組成物を室温、５０％の相対湿度の恒湿オーブン内に４８時
間置く方法にしたがって試験を実施したときに１０００ｃＳｔ～固体の範囲の視覚粘度値
を有する反応生成物を生成する、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物の調製方法であって、成分（Ａ）及び成分
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（Ｂ）を含む成分を混合して前記組成物を調製することを含む、方法。
【請求項９】
　請求項７に記載の組成物を水分に曝露して反応生成物を調製することを含む、方法。
【請求項１０】
　前記反応生成物が、ガム、ゲル、ゴム、及び樹脂から選択される形態を有する、請求項
９に記載の方法によって調製される反応生成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金属を含有している縮合反応触媒、その触媒の調製方法、及びその触媒を含
有する組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スズ化合物は、絶縁ガラス用途、コーティング用途、及びシリコーンエラストマーラテ
ックス用途において有用である、接着剤、封止剤、及び低透過性製品等を含む、多くのポ
リオルガノシロキサン組成物の縮合硬化用触媒として有用である。縮合反応触媒のための
有機スズ化合物は、スズの価数が＋４又は＋２のいずれかであるもの、すなわち、スズ（
ＩＶ）化合物又はスズ（ＩＩ）化合物である。スズ（ＩＶ）化合物の例として、ジブチル
スズジラウレート、ジメチルスズジラウレート、ジ－（ｎ－ブチル）スズビス－ケトネー
ト、ジブチルスズジアセテート、ジブチルスズマレエート、ジブチルスズジアセチルアセ
トネート等のカルボン酸の第二スズ塩、ジブチルスズジメトキシド、カルボメトキシフェ
ニルスズトリス－ウベレート、ジブチルスズジオクタノエート、ジブチルスズジホルメー
ト、イソブチルスズトリセロエート、ジメチルスズジブチレート、ジメチルスズジ－ネオ
デコノエート、ジブチルスズジ－ネオデコノエート、トリエチルスズタータレート、ジブ
チルスズジベンゾエート、ブチルスズトリ－２－エチルヘキサノエート、ジオクチルスズ
ジアセテート、スズオクチレート、スズオレエート、スズブチレート、スズナフタネート
、ジメチルスズジクロリド、これらの組み合わせ、及び／又はこれらの部分加水分解生成
物が挙げられる。スズ（ＩＶ）化合物は、当該技術分野において既知であり、Ｔｈｅ　Ｄ
ｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙの一事業部門であるＡｃｉｍａ　Ｓｐｅｃｉａ
ｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社（スイス、欧州）から入手可能なＭｅｔａｔｉｎ（登録商
標）７４０及びＦａｓｃａｔ（登録商標）４２０２等のように、市販されている。スズ（
ＩＩ）化合物の例として、スズ（ＩＩ）ジアセテート、スズ（ＩＩ）ジオクタノエート、
スズ（ＩＩ）ジエチルヘキサノエート、スズ（ＩＩ）ジラウレート等の有機カルボン酸の
スズ（ＩＩ）塩、スズ（ＩＩ）オクトエート、スズ（ＩＩ）オレエート、スズ（ＩＩ）ア
セテート、スズ（ＩＩ）ラウレート、スズ（ＩＩ）ステアレート、スズ（ＩＩ）ナフタネ
ート、スズ（ＩＩ）ヘキサノエート、スズ（ＩＩ）サクシネート、スズ（ＩＩ）カプリレ
ート等のカルボン酸の第一スズ塩、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ＲＥＡＣＨ（化学物質の登録、評価、認可、及び制限に関する規則）は、ヒトの健康及
び環境に対する保護の支援、並びに化学産業の将来性及び競争力の向上を目的とする、欧
州連合の規則である。この規則により、封止剤及びコーティング等の多くの縮合反応硬化
性ポリオルガノシロキサン製品において使用されているスズ系触媒は、使用が段階的に禁
止されることになっている。それゆえに、縮合反応硬化性組成物において、従来のスズ触
媒を置き換えることが、産業上必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　金属前駆体（前駆体）を含む成分と配位子との反応生成物、並びに反応生成物の調製方
法が、開示される。縮合反応を介して生成物を形成することができる組成物は、反応生成
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物及びケイ素含有ベースポリマーを含む。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　特記しない限り、全ての量、比率、及びパーセンテージは、重量ベースである。組成物
中の全ての成分の量は、合計すると１００重量％である。発明の概要及び要約書は、参照
により本明細書に包含される。本明細書の文脈に特記しない限り、冠詞の「ａ」、「ａｎ
」、及び「ｔｈｅ」は、それぞれが単数及び複数を意味する。本開示の範囲には、開示範
囲それ自体及びそこに包含される全て、並びに端点が含まれる。例えば、２．０～４．０
という範囲の開示には、２．０～４．０という範囲のみならず、２．１、２．３、３．４
、３．５、及び４．０がそれぞれ含まれ、更にはその範囲に包含される他の数が全て含ま
れる。更に、例えば、２．０～４．０という範囲の開示には、例えば、２．１～３．５、
２．３～３．４、２．６～３．７、及び３．８～４．０という部分集合、並びにその範囲
に含まれる他の全ての部分集合が、含まれる。同様に、マーカッシュ群の開示には、その
群全体が含まれ、かつその群に包含される全ての個々のメンバー及び下位群が含まれる。
例えば、水素原子、アルキル基、アリール基、又はアラルキル基からなるマーカッシュ群
の開示には、アルキル基の個々のメンバー、アルキル基及びアリール基の下位群、並びに
その群に包含される全ての他の個々のメンバー及び下位群が含まれる。
【０００６】
　「アルキル」は、非環式で、分岐又は未分岐の、飽和した一価の炭化水素基を意味する
。アルキルは、メチル、エチル、プロピル（例えば、ｉｓｏ－プロピル及び／又はｎ－プ
ロピル）、ブチル（例えば、イソブチル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル及び／又はｓｅ
ｃ－ブチル）、ペンチル（例えば、イソペンチル、ネオペンチル、及び／又はｔｅｒｔ－
ペンチル）、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、並びにデシル、更には炭素原子が
６個以上の分岐した飽和一価炭化水素基によって例示されるが、それらに限定されるもの
ではない。
【０００７】
　「アリール」は、環式の、完全に不飽和な炭化水素基を意味する。アリールは、シクロ
ペンタジエニル、フェニル、アントラセニル、及びナフチルによって例示されるが、これ
らに限定されるものではない。単環式アリール基は、５個～９個の炭素原子、あるいは６
個～７個の炭素原子、あるいは５個～６個の炭素原子を、有することができる。多環式ア
リール基は１０個～１７個の炭素原子、あるいは１０個～１４個の炭素原子、あるいは１
２個～１４個の炭素原子を、有することができる。
【０００８】
　「アラルキル」は、ペンダントアリール基及び／又は末端アリール基を有するアルキル
基、あるいはペンダントアルキル基を有するアリール基を、意味する。例示的なアラルキ
ル基には、トリル、キシリル、ベンジル、フェニルエチル、フェニルプロピル、及びフェ
ニルブチルが含まれる。
【０００９】
　「炭素環」及び「炭素環式」は、それぞれ炭化水素環を意味する。炭素環は、単環式で
あって良く、あるいは、縮合環、架橋環、又はスピロ多環式環であっても良い。単環式炭
素環は、３個～９個の炭素原子、あるいは４個～７個の炭素原子、あるいは５個～６個の
炭素原子を、有することができる。多環式炭素環は、７個～１７個の炭素原子、あるいは
７個～１４個の炭素原子、あるいは９個～１０個の炭素原子を、有することができる。炭
素環は、飽和であっても、部分的に不飽和であっても良い。
　「シクロアルキル」は、飽和炭素環を意味する。単環式シクロアルキル基は、シクロブ
チル、シクロペンチル、及びシクロヘキシルによって例示される。
【００１０】
　「ハロゲン化炭化水素」は、炭素原子に結合している１個又は複数個の水素原子がハロ
ゲン原子によって形式的に置換されている、炭化水素を意味する。ハロゲン化炭化水素基
には、ハロアルキル基、ハロゲン化炭素環基、及びハロアルケニル基が含まれる。ハロア
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ルキル基には、トリフルオロメチル（ＣＦ３）、フルオロメチル、トリフルオロエチル、
２－フルオロプロピル、３，３，３－トリフルオロプロピル、４，４，４－トリフルオロ
ブチル、４，４，４，３，３－ペンタフルオロブチル、５，５，５，４，４，３，３－へ
プタフルオロペンチル、６，６，６，５，５，４，４，３，３－ノナフルオロヘキシル、
及び８，８，８，７，７－ペンタフルオロオクチル等のフッ素化アルキル基；並びにクロ
ロメチル及び３－クロロプロピル等の塩素化アルキル基が、含まれる。ハロゲン化炭素環
基には、２，２－ジフルオロシクロプロピル、２，３－ジフルオロシクロブチル、３，４
－ジフルオロシクロヘキシル、及び３，４－ジフルオロ－５－メチルシクロヘプチル等の
フッ素化シクロアルキル基；並びに、２，２－ジクロロシクロプロピル、２，３－ジクロ
ロシクロペンチル等の塩素化シクロアルキル基が、含まれる。ハロアルケニル基には、塩
化アリルが含まれる。
【００１１】
　「ヘテロ原子」は、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｉｕｐａｃ．ｏｒｇ／ｆｉｌｅａｄｍｉｎ
／ｕｓｅｒ＿ｕｐｌｏａｄ／ｎｅｗｓ／ＩＵＰＡＣ＿Ｐｅｒｉｏｄｉｃ＿Ｔａｂｌｅ－１
Ｊｕｎ１２．ｐｄｆのＩＵＰＡＣ周期律表の１３族～１７族の、炭素を除く全ての元素を
、意味する。「へテロ原子」には、例えば、Ｎ、Ｏ、Ｐ、Ｓ、Ｂｒ、Ｃｌ、Ｆ、及びＩが
含まれる。
【００１２】
　「ヘテロ原子含有基」は、炭素原子を含みかつ少なくとも１個のヘテロ原子を含む有機
基を、意味する。へテロ原子含有基には、アシル、アミド、アミン、カルボキシル、シア
ノ、エポキシ、ヒドロカルボノキシ、イミノ、ケトン、ケトオキシム、メルカプト、オキ
シム、チオール、チオエーテル基、オルガノシロキサン、及び／又はオルガノシロキサン
基の一種又は複数種が含まれ得るが、これに限定されるものではない。例えば、ヘテロ原
子含有基が１個又は複数個のハロゲン原子を含有する場合、そのヘテロ原子含有基は、上
記定義のように、ハロゲン化炭化水素基であり得る。あるいは、へテロ原子が酸素である
場合、そのヘテロ原子含有基は、アルコキシ基又はアルキルアルコキシ基等の炭化水素オ
キシ基であり得る。
【００１３】
　「無機基」は、少なくとも１個のヘテロ原子と、少なくとも１個の水素原子又は様々な
ヘテロ原子とを含む基を、意味する。ヘテロ原子含有基には、例えば、アミン、ヒドロキ
シル、イミノ、ニトロ、オキソ、スルホニル、及び／又はチオールの一種又は複数種が含
まれ得る。
【００１４】
　「ヘテロアルキル」基は、少なくとも１個のへテロ原子も含まれる、非環式で、分岐又
は未分岐の、飽和一価炭化水素基を、意味する。「ヘテロアルキル」には、少なくとも１
個の炭素原子が、Ｎ、Ｏ、Ｐ、又はＳ等のへテロ原子で置き換えられている、ハロアルキ
ル基及びアルキル基が含まれ、例えば、へテロ原子がＯの場合、そのヘテロアルキル基は
、アルコキシ基であり得る。
【００１５】
　「複素環」及び「複素環式」は、それぞれ、その環に炭素原子及び１個又は複数個のへ
テロ原子を含む環式基を、意味する。複素環中のヘテロ原子は、Ｎ、Ｏ、Ｐ、Ｓ、又はこ
れらの組み合わせであることができる。複素環は、単環式であって良く、あるいは縮合環
、架橋環、又はスピロ多環式環であっても良い。単環式複素環は、環内に３個～９個の構
成原子を有することができ、あるいは４個～７個の構成原子を有することができ、あるい
は５個～６個の構成原子を有することもできる。多環式複素環は、７個～１７個の構成原
子を有することができ、あるいは７個～１４個の構成原子を有することができ、あるいは
９個～１０個の構成原子を有することもできる。複素環は、飽和であっても、部分的に不
飽和であっても良い。
【００１６】
　「複素環式芳香族」は、その環に炭素原子及び１個又は複数個のへテロ原子を含む、完
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全に不飽和な環を、意味する。単環式複素芳香族基は、５個～９個の構成原子、あるいは
６個～７個の構成原子、あるいは５個～６個の構成原子を、有することができる。多環式
複素芳香族基は、１０個～１７個の構成原子、あるいは１０個～１４個の構成原子、ある
いは１２個～１４個の構成原子を、有することができる。
【００１７】
　複素環式芳香族には、ピリジル等のヘテロアリール基が含まれる。複素環式芳香族には
、ヘテロアラルキル、すなわち、ペンダントヘテロアリール基及び／又は末端ヘテロアリ
ール基を有するアルキル基、あるいはペンダントアルキル基を有するヘテロアリール基が
、含まれる。典型的なヘテロアラルキル基には、メチルピリジル及びジメチルピリジルが
含まれる。「を含まない」とは、組成物がその成分を検知不能な量でのみ含有している、
又は、実施例のセクションに記載のとおり測定する際、その成分を全く含まない以外同一
の組成物と比べ、目視で粘度変化が認められない量でのみその成分を組成物が含有してい
ることを、意味する。例えば、本明細書に記載の組成物は、スズ触媒を含まないものであ
り得る。「スズ触媒を含まない」とは、組成物が、組成物中の他の成分上の加水分解性基
との縮合反応を触媒できるスズ触媒を、検知不能な量でのみ含有している、又は、実施例
のセクションに記載のとおり測定する際、スズ触媒を全く含まない以外同一の組成物と比
べ、目視で粘度変化が認められない量でのみスズ触媒を組成物が含有していることを、意
味する。あるいは、本明細書に記載の組成物は、金属縮合反応触媒（すなわち、本明細書
に記載の成分（Ａ）以外の成分）を含まないものであり得る。本定義の目的のため、「検
知不能な量」は、例えば、ＡＳＴＭ　Ｄ７１５１－０５、誘導結合プラズマ原子発光分光
分析法（ＩＣＰ－ＡＥＳ）による絶縁油中の成分決定のための標準的試験方法、の方法に
従って、測定可能である。
【００１８】
　「非機能性」とは、成分、例えばポリオルガノシロキサンが、縮合反応に関与する加水
分解性基を有しないことを、意味する。
【００１９】
　本明細書において使用される略語は、下記のように定義される。略語の「ｃＰ」は、セ
ンチポイズを意味する。「ＤＰ」は、ポリマーの重合度を意味する。「ＦＴＩＲ」は、フ
ーリエ変換赤外分光法を意味する。「ＧＰＣ」は、ゲル浸透クロマトグラフィーを意味す
る。「Ｍｎ」は、数平均分子量を意味する。Ｍｎは、ＧＰＣを用いて測定可能である。「
Ｍｗ」は、重量平均分子量を意味する。「ＮＭＲ」は、核磁気共鳴分析法を意味する。「
Ｍｅ」は、メチルを意味する。「Ｅｔ」は、エチルを意味する。「Ｐｈ」は、フェニルを
意味する。「Ｐｒ」は、プロピルを意味し、Ｐｒには、ｉＰｒ及びｎＰｒ等の様々な構造
が含まれる。「ｉＰｒ」は、イソプロピルを意味する。「ｎＰｒ」は、ノルマルプロピル
を意味する。「Ｂｕ」は、ブチルを意味し、Ｂｕには、ｎＢｕ、ｓｅｃ－ｂｕｔｙｌ、ｔ
Ｂｕ、及びｉＢｕを含む様々な構造が含まれる。「ｉＢｕ」は、イソブチルを意味する。
「ｎＢｕ」は、ノルマルブチルを意味する。「ｔＢｕ」は、第三級ブチルを意味する。
【００２０】
　縮合反応によって反応することができる少なくとも１つの成分（組成）を有する組成物
は、
　（Ａ）金属を含有する縮合反応触媒、及び
　（Ｂ）１分子当たり平均１つ又はそれ以上の加水分解性置換基を有するケイ素含有ベー
スポリマー（ベースポリマー）、を含む。理論に束縛されることなく、金属を含有する縮
合反応触媒は、ベースポリマーの縮合反応を触媒するのに有効であると特徴付けられると
、考えられる。ベースポリマーは、縮合反応によって反応可能な、加水分解性置換基を有
する。ベースポリマーの縮合反応によって、反応生成物が調製される。この組成物は、任
意選択で、更に１つ又はそれ以上の付加成分を含むことができる。上記１つ又はそれ以上
の付加成分は、成分（Ａ）及び（Ｂ）とは異なっている。好適な追加成分は、（Ｃ）架橋
剤；（Ｄ）乾燥剤；（Ｅ）増量剤、可塑剤、又はこれらの組み合わせ；（Ｆ）充填剤；（
Ｇ）充填剤処理剤；（Ｈ）殺生物剤；（Ｊ）難燃剤；（Ｋ）表面改質剤；（Ｌ）鎖延長剤



(9) JP 6445545 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

；（Ｍ）末端封止剤；（Ｎ）非反応性バインダー；（Ｏ）老化防止剤；（Ｐ）水放出剤；
（Ｑ）色素；（Ｒ）レオロジー添加剤；（Ｓ）ビヒクル（溶剤及び／又は希釈剤等）；（
Ｔ）粘着付与剤；（Ｕ）腐食防止剤；及びこれらの組み合わせとして、例示される。
【００２１】
　成分（Ａ）は、触媒的に有効な量の金属含有縮合反応触媒を含む。上記金属含有縮合反
応触媒は、前駆体と配位子との反応生成物を含む。理論に束縛されることなく、この反応
生成物には、金属－配位子錯体が含まれると、考えられる。前駆体は、前駆体と配位子と
の反応生成物とは異なる。前駆体は、一般式（Ｐ）：Ｍ－Ａａを有する金属化合物であっ
て、式中、Ｍは金属原子を表し、各Ａは置き換え可能な置換基であり、下付き文字ａは、
１～Ｍについて選択される金属の最大価数の値を有する。Ｍは、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｔｉ
、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓ
ｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇ
ａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ
、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ
；あるいは、Ａｌ、Ｔｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｍｏ、Ｚｒ、Ｈ
ｆ、Ｃｅ、Ｓｍ、Ｙｂ、及びＢｉ；あるいは、Ｆｅ、Ｃｏ、及びＭｏ；から選択される１
つの金属原子であり、あるいは、その金属はＦｅである。ＭがＦｅである場合、下付き文
字ａは、２又は３、あるいは３であってもよい。Ａに用いられる一価有機基の例として、
ハロゲン原子、一価の炭化水素基、アミノ基、シラザン基、カルボキシレート基、カルボ
ン酸エステル基、及び炭化水素オキシ基が挙げられる。Ａに用いられるハロゲン原子の例
として、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、及びＩ；あるいは、Ｆ、Ｃｌ、及びＢｒ；あるいは、Ｆ；ある
いは、Ｃｌ；あるいは、Ｂｒ；あるいは、Ｉが挙げられる。
【００２２】
　Ａに用いられる一価炭化水素基の例として、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペン
チル、ヘキシル、ヘプチル、エチルヘキシル、オクチル、デシル、ドデシル、ウンデシル
、及びオクタデシル等のアルキル；ビニル、アリル、プロペニル、及びヘキセニル等のア
ルケニル；飽和炭素環基、例えば、シクロペンチル及びシクロヘキシル等のシクロアルキ
ル、あるいは、シクロペンタジエニル又はシクロオクタジエニル等の不飽和炭素環基によ
り、例示される炭素環基；フェニル、トリル、キシリル、メシチル、及びナフチル等のア
リール；並びに、ベンジル又は２－フェニルエチル等のアラルキルが挙げられるが、これ
らに限定されるものではない。
【００２３】
　Ａに用いられるアミノ基の例は、式：－ＮＡ’２を有し、式中、各Ａ’は、独立に、水
素原子又は一価の炭化水素基である。Ａ’に用いられる例示的な一価炭化水素基として、
メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、エチルヘキシル、
オクチル、デシル、ドデシル、ウンデシル、及びオクタデシル等のアルキル；ビニル、ア
リル、プロペニル、及びヘキセニル等のアルケニル；飽和炭素環基、例えば、シクロペン
チル及びシクロヘキシル等のシクロアルキル、あるいは、シクロペンタジエニル又はシク
ロオクタジエニル等の不飽和炭素環基により、例示される炭素環基；フェニル、トリル、
キシリル、メシチル、及びナフチル等のアリール；並びに、ベンジル又は２－フェニルエ
チル等のアラルキルが挙げられるが、これらに限定されるものではない。あるいは、各Ａ
’は、水素原子、あるいはメチル又はエチル等の炭素原子が１個～４個のアルキル基であ
ってもよい。
【００２４】
　あるいは、一般式（Ｐ）中の各Ａは、シラザン基であってもよい。
【００２５】
　あるいは、一般式（Ｐ）中の各Ａは、カルボン酸エステル基であってもよい。Ａに用い
られる好適なカルボキシレート基の例として、エチルヘキサノエート（２－エチルヘキサ
ノエート等）、ネオデカノエート、オクタノエート、及びステアレートが挙げられるが、
これらに限定されるものではない。
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【００２６】
　Ａに用いられる一価の炭化水素オキシ基の例は、式：－Ｏ－Ａ’’を有することができ
、式中、Ａ’’は、一価の炭化水素基である。Ａ’’に用いられる一価炭化水素基の例と
して、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、エチルヘキ
シル、オクチル、デシル、ドデシル、ウンデシル、及びオクタデシル等のアルキル；ビニ
ル、アリル、プロペニル、及びヘキセニル等のアルケニル；シクロペンチル及びシクロヘ
キシル等のシクロアルキル；フェニル、トリル、キシリル、及びナフチル等のアリール；
ベンジル又は２－フェニルエチル等のアラルキルが挙げられるが、これらに限定されるも
のではない。あるいは、各Ａ’’は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉｓｏ－プロピル
、ｎ－ブチル、ｉｓｏ－ブチル、又はｔ－ブチル等のアルキル基であることができる。あ
るいは、各Ａ’’は、アルキル基であることができ、あるいは、各Ａ’’は、エチル、ｉ
ｓｏ－プロピル又はｎ－プロピル等のプロピル、あるいはブチルであることができる。
【００２７】
　あるいは、一般式（Ｐ）中の各Ａは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉｓｏ－プロピ
ル、ｎ－ブチル、ｉｓｏ－ブチル、又はｔ－ブチル等のアルキル基であってもよい。ある
いは、各Ａは、エチル、ベンジル、メシチル、フェニル、－ＮＥｔ２、シクロオクタジエ
ン、エトキシド、ｉｓｏ－プロポキシド、ブトキシド、２－エチルヘキサノエート、ネオ
デカノエート、オクタノエート、及びステアレート、からなる群から、選択されることが
できる。あるいは、各Ａは、エトキシ又はイソプロポキシ等のアルコキシ基であってもよ
い。あるいは、各Ａは、２－エチルヘキサノエート、２，４－ペンタンジオナート、又は
ステアレート等のカルボン酸エステル基であってもよい。あるいは、各Ａは、アクリレー
ト基であってもよい。あるいは、各Ａは、アセチル基であってもよい。
【００２８】
　前駆体としての使用に適する鉄化合物は、市販されている。例えば、鉄トリス（２，２
，６，６－テトラメチル－３，５－ヘプタンジオナート）３、鉄（ＩＩＩ）エトキシド、
鉄（ＩＩ）アセテート、鉄（ＩＩＩ）アセチルアセトナート、鉄（ＩＩ）ステアレート、
鉄（ＩＩ）アセテート、鉄トリストリフルオロアセチルアセトナートは、それぞれ、Ｎｅ
ｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓ社から購入可能である。鉄（ＩＩＩ）２－エチルヘキサノエート及び鉄（Ｉ
ＩＩ）イソプロポキシドは、それぞれ、Ｗａｒｄ　Ｈｉｌｌ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔ
ｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＡｌｆａ　Ａｅｓａｒ社から購入可能である。鉄（ＩＩＩ）クロライ
ド、鉄（ＩＩＩ）ブロミド、鉄（ＩＩＩ）トリフルオロメタンスルフォネート、鉄（ＩＩ
Ｉ）サルフェート水和物、鉄（ＩＩＩ）ナイトレート水和物、鉄（ＩＩ）クロライド、鉄
（ＩＩ）ブロミド、鉄（ＩＩ）アイオダイド、鉄（ＩＩ）トリフルオロメタンスルフォネ
ートは、それぞれ、Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｇｍａ　
Ａｌｄｒｉｃｈ社から購入可能である。
【００２９】
　前駆体としての使用に適するコバルト化合物は、市販されている。例えば、コバルト（
ＩＩＩ）アセチルアセトナート、コバルト（ＩＩＩ）フロリド、コバルト（ＩＩ）アセテ
ート、コバルト（ＩＩ）２－エチルヘキサノエート、コバルト（ＩＩ）クロライド、コバ
ルト（ＩＩ）ブロミド、コバルト（ＩＩ）オキサレート二水和物、コバルト（ＩＩ）ベン
ゾイルアセトナートは、Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｇｍ
ａ　Ａｌｄｒｉｃｈ社から購入可能である。
【００３０】
　前駆体としての使用に適するマンガン化合物は、市販されている。例えば、マンガン（
ＩＩＩ）アセチルアセトナート、マンガン（ＩＩＩ）トリス（２，２，６，６－テトラメ
チル－３，５－ヘプタンジオナート））、マンガン（ＩＩＩ）メタンスルフォネート、マ
ンガン（ＩＩＩ）フロリド、マンガン（ＩＩ）シクロヘキサンブチラート、マンガン（Ｉ
Ｉ）アセチルアセトナート、及びマンガン（ＩＩ）クロライドは、それぞれ、Ｓｔ．Ｌｏ
ｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ社から購入可能
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である。マンガン（ＩＩ）２－エチルヘキサノエートは、Ｗａｒｄ　Ｈｉｌｌ、Ｍａｓｓ
ａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＡｌｆａ　Ａｅｓａｒ社から購入可能である。マン
ガン（ＩＩ）メトキシドは、Ｓａｎｔａ　Ｃｒｕｚ、Ｃａｌｆｏｒｎｉａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．
のＳａｎｔａ　Ｃｒｕｚ　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ社から購入可能である。
【００３１】
　前駆体としての使用に適するガリウム化合物は、市販されている。例えば、ガリウム（
ＩＩＩ）アセチルアセトナート、ガリウム（ＩＩＩ）クロライド、ガリウム（ＩＩＩ）ブ
ロミド、ガリウム（ＩＩＩ）トリス（ジメチルアミド）、トリメチルガリウム、トリエチ
ルガリウムは、それぞれ、Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｇ
ｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ社から購入可能である。ガリウム（ＩＩＩ）エトキシドは、Ｒａｄ
ｎｏｒ、Ｐｅｎｓｙｌｖａｎｉａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＶＷＲ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　ＬＬＣ社から購入可能である。
【００３２】
　前駆体としての使用に適するモリブデン化合物は、市販されている。例えば、モリブデ
ン（ＶＩ）ジクロライド、モリブデン（ＶＩ）テトラクロライドオキシド、ビス（アセチ
ルアセトナート）ジオキシモリブデン（ＶＩ）、モリブデン（ＩＩＩ）クロライドは、そ
れぞれ、Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉ
ｃｈ社から購入可能である。
【００３３】
　前駆体としての使用に適するＳｍの有機化合物は、市販されている。例えば、Ｓｍ（Ｏ
－ｉＰｒ）３及びトリス（シクロペンタジエニル）サマリウムは、それぞれ、Ｎｅｗｂｕ
ｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓ社から購入可能である。
【００３４】
　式（ｉ）の化合物のような、前駆体としての使用に適するランタニド金属の有機化合物
は、市販されている。例えば、Ｃｅ（２－エチルヘキサノエート）３は、Ｎｅｗｂｕｒｙ
ｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
ｓ社から購入可能であり、Ｃｅ（Ｏ－ｉＰｒ）４は、Ｍｏｒｒｉｓｖｉｌｌｅ、Ｐｅｎｎ
ｓｙｉｌｖａｎｉａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＧｅｌｅｓｔ社から購入可能である。エルビウムト
リイソプロポキシド（「Ｅｒ（Ｏ－ｉＰｒ）３」）は、Ｎｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓ
ｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能
である。エルビウムアセテート（「Ｅｒ（Ａｃ）２」）は、Ｒａｄｎｏｒ、Ｐｅｎｓｙｌ
ｖａｎｉａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＶＷＲ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ＬＬＣ社から購入可
能である。Ｅｒ（Ｓｉ（ＮＭｅ２）３）３は、Ｍｏｒｒｉｓｖｉｌｌｅ、Ｐｅｎｓｙｌｖ
ａｎｉａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＧＥＬＥＳＴ社から購入可能である。エルビウム２－エチルヘ
キサノエートは、Ｎｏｒｔｈｒｉｄｇｅ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＣｈｅ
ｍａｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ社から購入可能である。ネオジムトリイソプロポキシド（
「Ｎｄ（Ｏ－ｉＰｒ）３」）及びＮｄ（２－エチルヘキサノエート）３は、それぞれ、Ｎ
ｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である。イッテルビウムトリイソプロポキシド（「Ｙｂ（
Ｏ－ｉＰｒ）３」）は、Ｎｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ
．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である。
【００３５】
　前駆体としての使用に適するビスマス化合物は、市販されている。例えば、Ｂｉ－Ｐｈ

３及びＢｉ（２－エチルヘキサノエート）３は、それぞれ、Ｎｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍ
ａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入
可能である。
【００３６】
　前駆体としての使用に適するＣｕの有機化合物は、市販されている。例えば、Ｃｕ前駆
体は、銅（２－エチルヘキサノエート）２又はメシチル銅であることができる。これらの
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銅前駆体の双方は、Ｎｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ
．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である。
【００３７】
　前駆体としての使用に適するチタン化合物は、市販されている。例えば、チタン（ＩＶ
）エトキシド及びチタン（ＩＶ）イソプロポキシドは、Ｎｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓ
ｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能
である。チタン（ＩＶ）ｎ－ブトキシド及びチタン（ＩＶ）ｔ－ブトキシドは、Ｓｔ．Ｌ
ｏｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ社から購入可
能である。Ｔｉ（ＮＭｅ２）４及びＴｉ（ＮＥｔ２）４等のチタンのアミノ化合物も、Ｓ
ｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である。成分（Ａ）は、Ｕｎｉｖｅｒｓｉ
ｔａｔｓｓｔｒａｓｓｅ　１０、７８４５７　Ｋｏｎｓｔａｎｚ、Ｇｅｂａｕｄｅ　Ｌ、
ＧｅｒｍａｎｙのＭＣＡＴ社から購入可能である、テトラベンジルチタン等の、チタンの
アラルキル化合物を含むことができる。
【００３８】
　前駆体は、それらの全てがＮｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ
．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である、ジルコニウム（Ｉ
Ｖ）エトキシド、ジルコニウム（ＩＶ）ｎ－ブトキシド、ジルコニウム（ＩＶ）プロポキ
シド等の、ジルコニウムアルコキシドを含むことができる。あるいは、成分（Ａ）の調製
に用いられる前駆体は、同様にＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である、
テトラベンジルジルコニウムを含むことができる。あるいは、成分（Ａ）の調製に用いら
れる前駆体は、Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｇｍａ　Ａｌ
ｄｒｉｃｈ社から購入可能である、ジルコニウム（ＩＶ）ｔ－ブトキシドを含むことがで
きる。あるいは、成分（Ａ）の調製に用いられる前駆体は、Ｓｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌｓ社又はＭｏｒｒｉｓｖｉｌｌｅ、Ｐｅｎｎｓｙｉｌｖａｎｉａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＧｅ
ｌｅｓｔ社から購入可能である、Ｚｒ（ＮＭｅ２）４を含むことができる。
【００３９】
　成分（Ａ）の調製に使用可能な、好適なハフニウム前駆体は、市販されている。例えば
、ハフニウム（ＩＶ）エトキシド、ハフニウム（ＩＶ）ｔ－ブトキシド、テトラベンジル
ハフニウム、テトラキス（ジエチルアミノ）ハフニウム、及びテトラキス（ジメチルアミ
ノキシ）ハフニウムは、それぞれ、Ｎｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔ
ｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である。ハフニウム
（ＩＶ）ｎ－ブトキシドは、Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉ
ｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ社から購入可能である。
【００４０】
　前駆体としての使用に適するＺｎの有機化合物は、市販されている。例えば、Ｚｎ－Ｅ
ｔ２等のジアルキル亜鉛化合物及びＺｎ－Ｐｈ２等のジアリール亜鉛化合物は、Ｓｔ．Ｌ
ｏｕｉｓ、Ｍｉｓｓｏｕｒｉ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ社から購入可
能である。Ｚｎ（オクタノエート）２等の、亜鉛のジエステルは、Ｗｅｓｔ　Ｈａｖｅｎ
、Ｃｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＣｉｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可
能である。
【００４１】
　一般式（ｉ）の化合物のように、前駆体としての使用に適するゲルマニウムの有機化合
物は、市販されている。例えば、Ｇｅ－Ｅｔ４、Ｇｅ－Ｐｈ４、Ｇｅ（ＮＭｅ２）４、及
びＧｅ（Ｏ－ｉＰｒ）４は、それぞれ、Ｎｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅ
ｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である。
【００４２】
　式（ｉ）の化合物のように、前駆体としての使用に適するイットリウムの有機化合物は
、市販されている。例えば、Ｙ（Ｓｉ（ＮＭｅ２）３）３、Ｙ（Ｏ－ｉＰｒ）３、及びＹ
（２－エチルヘキサノエート）３は、それぞれ、Ｎｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃ
ｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能である
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。
【００４３】
　前駆体としての使用に適するＮｉの有機化合物は、市販されている。成分（Ａ）は、Ｎ
ｅｗｂｕｒｙｐｏｒｔ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｔｒｅｍ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ社から購入可能な、ビス（１，５－シクロオクタジエン）ニッケルを含む
ことができる。あるいは、成分（Ａ）は、Ｗａｒｄ　Ｈｉｌｌ、Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔ
ｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＡｌｆａ　Ａｅｓａｒ社から購入可能な、ニッケル（ＩＩ）オクト
エートを含むことができる。
【００４４】
　配位子（配位子）は、上記前駆体に配位できる及び／又は上記前駆体と反応できる、有
機化合物である。有機化合物には、中性の形態及び共役塩基型形態が含まれる。理論に束
縛されることなく、成分（Ａ）の反応生成物を形成するため、配位子が、上記一般式（Ｐ
）の前駆体中の１つ又は複数の置換可能な置換基Ａを置き換えると、考えられる。
【００４５】
　配位子は、下記の一般式（ｉ）、（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、（ｉｖ）、（ｖ）、又は（ｖ
ｉ）のいずれか１つを有することができる。あるいは、配位子は、一般式（ｉ）、（ｉｉ
ｉ）、（ｉｖ）、又は（ｖ）のいずれか１つを有することができる。本明細書に記載の一
般式において、実線に隣接する破線を有する結合は、単結合又は二重結合を表す。本明細
書に記載の一般式において、一価有機基は、一価の炭化水素基又は一価のヘテロ原子含有
基であってもよい。一価の炭化水素基の例として、メチル、エチル、プロピル、ブチル、
ペンチル、又はヘキシル等のアルキル；ビニル、アリル、プロペニル、及びヘキセニル等
のアルケニル；飽和炭素環基、例えば、シクロペンチル及びシクロヘキシル等のシクロア
ルキル、あるいは、シクロペンタジエニル又はシクロオクタジエニル等の不飽和炭素環基
により、例示される炭素環基；フェニル及びナフチル等のアリール；並びに、ベンジル、
トリル、キシリル、メシチル、又は２－フェニルエチル等のアラルキルが挙げられるが、
これらに限定されるものではない。
【００４６】
　上記一般式中の一価のヘテロ原子含有基の例として、ハロゲン化炭化水素基、又は炭化
水素オキシ基、又はアミン基、又はチオール基、又はチオエーテル基、オルガノシロキサ
ン基、又はオルガノシラン基が挙げられる。一価のハロゲン化炭化水素基の例として、例
えば、ＣＦ３、フルオロメチル、トリフルオロエチル、２－フルオロプロピル、３，３，
３－トリフルオロプロピル、及び４，４，４－トリフルオロブチル等のフッ素化アルキル
基；並びにクロロメチル等の塩素化アルキル基；のようなハロアルキル基が挙げられる。
炭化水素オキシ基の例として、アルコキシ及びアラルキルオキシが挙げられる。アルコキ
シ基は、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＯＰｒ、及びＯＢｕによって、あるいはＯＭｅによって、例示
される。アラルキルオキシ基は、フェニルメトキシ及びフェニルエトキシによって、例示
される。あるいは、一価のヘテロ原子含有基は、環中の炭素原子に結合した１つ又は複数
の置換基を有するアリール基又はアラルキル基であることができ、その際、１つ又は複数
の置換基は、ヘテロ原子、例えば、上記のアラルキルオキシ、あるいは、
【化１】

　等の基を、含有し、式中、＊は結合点を示す。一価のアミン基の例として、－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２－ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ２ＣＨ３）２等の
アルキルアミン基、アリールアミン基が挙げられる。チオール基及びチオエーテル基の例
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として、－ＣＨ２ＣＨ２－ＳＨ、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ－ＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ－Ｃ
Ｈ２ＣＨ３が挙げられるが、これらに限定されるものではない。オルガノシラン基の例と
して、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅｔ）３

、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（ＯＭｅ）３、及び－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＯＥｔ）

３が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００４７】
　配位子は、一般式（ｉ）を有することができ、式中、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立し
て、一価の有機基及び無機基から選択される。
【化２】

　あるいは、Ｒ１及び／又はＲ２の一価の有機基は、一価の炭化水素基であってもよい。
この一価の炭化水素基は、アルキル基、アリール基、又はアラルキル基から選択され得る
。あるいは、一価の炭化水素基は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－
ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又はベンジルであってもよい。あるいは、一価の
有機基は、ヘテロ原子含有基であってもよい。ヘテロ原子含有基は、ＣＦ３又はＣＨ２Ｃ
Ｆ３等のハロゲン化アルキル基であってもよい。あるいは、一価の炭化水素基は、ＯＭｅ
、ＯＥｔ、ＯＰｒ、又はＯＢｕ等のアルコキシ基であってもよい。あるいは、ヘテロ原子
含有基は、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３又は－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅ
ｔ）３等のオルガノシラン基であってもよい。Ｒ３は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機
基、無機基、及びハロゲンから選択される。下付き文字ｂは、窒素原子に対する単結合が
存在する場合、２であり、窒素原子に対する二重結合が存在する場合に、１である。ある
いは、下付き文字ｂは、１であってもよい。あるいは、Ｒ３は、Ｈであってもよい。ある
いは、Ｒ３に用いられる一価の有機基は、アルキル基、アリール基、アラルキル基等の一
価炭化水素基であってもよい。あるいは、一価の炭化水素基は、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又はベンジルであっ
てもよい。あるいは、一価の有機基は、ヘテロ原子含有基であってもよい。ヘテロ原子含
有基は、－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｎ（Ｃ
Ｈ２ＣＨ３）２等のアルキルアミン基であってもよい。あるいは、ヘテロ原子含有基は、
－ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ３等のアルコール基、アルコキシ基、又はエーテル基から選択さ
れ得る。あるいは、ヘテロ原子含有基は、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３又は－
ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅｔ）３等のオルガノシラン基であってもよい。あるいは、
ヘテロ原子含有基は、独立に、－ＣＨ２ＣＨ２－ＳＨ、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ－ＣＨ３、－
ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ－ＣＨ２ＣＨ３等のチオール基及びチオエーテル基から選択され得る。
各Ｒ２０は、独立に、水素又は一価の有機基である。下付き文字ｃは、Ｒ２０と酸素原子
との間に単結合が存在する場合、１であり、二重結合が存在する場合に、０である。ある
いは、Ｒ２０は、Ｈであってもよい。下付き文字ｃは、酸素原子に対する単結合が存在す
る場合、１であり、二重結合が存在する場合に、０である。あるいは、下付き文字ｃは、
０であってもよい。各Ｒ２１は、独立に、水素又は一価の有機基である。下付き文字ｏは
、二重結合が存在しない場合、２であり、二重結合が存在する場合に、１である。あるい
は、各Ｒ２１は、Ｈであってもよい。あるいは、Ｒ２１に用いられる一価の有機基は、一
価の炭化水素基であってもよい。一価の炭化水素基は、アルキル基、アリール基、及びア
ラルキル基から選択され得る。あるいは、一価の炭化水素基は、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又はベンジルから選
択され得る。あるいは、１つ又は複数のＲ２１は、亜硝酸塩基、ニトリル基、及びエステ
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とができる。あるいは、Ｒ２及びＲ３を組み合わせて、環状部を形成することができる。
あるいは、Ｒ２及びＲ２１を組み合わせて、環状部を形成することができる。
【００４８】
　一般式（ｉ）の配位子の例として、
【化３】

　以下に示す配位子［１］～［５７］等の式、の異性体、並びにそれらの相当する、式、
のβ－エノールイミン化異性体及び式、

【化４】

　のβ－ケトアミン化異性体が挙げられ、
【化５】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ２０、Ｒ２１、及び下付き文字ｂは、上記のとおりである
。あるいは、配位子は、上記異性体のいずれか１つであってもよい。あるいは、配位子は
、以下に示す配位子［１］～［５７］、並びにそれらの対応する異性体の、いずれか１つ
であってもよい。あるいは、配位子は、以下に示す配位子［１］～［５７］の、いずれか
１つであってもよい：
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【００４９】
　あるいは、配位子は、一般式（ｉｉ）：
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【化８】

　を有することができ、式中、各Ｒ５、各Ｒ６、及び各Ｒ３６は、それぞれ独立して、Ｈ
、一価の有機基、無機基、及びハロゲンから選択される。下付き文字ｍは、酸素原子に対
する単結合が存在する場合、１であり、酸素原子に対する二重結合が存在する場合に、０
である。下付き文字ｊは、窒素原子に対する単結合が存在する場合、２であり、窒素原子
に対する二重結合が存在する場合に、１である。あるいは、Ｒ５に用いられる一価の有機
基は、一価の炭化水素基であってもよい。一価の炭化水素基は、アルキル基、アリール基
、又はアラルキル基から選択可能である。あるいは、一価の炭化水素基は、独立に、メチ
ル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、
又はベンジルから選択され得る。あるいは、Ｒ５に用いられる一価の有機基は、ヘテロ原
子含有基であってもよい。あるいは、ヘテロ原子含有基は、－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ２、－
ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ２ＣＨ３）２等のアルキルアミン基
であってもよい。あるいは、ヘテロ原子含有基は、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２

ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３、又は－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ３等のヒ
ドロキシアルキル基又はエーテル基であってもよい。あるいは、ヘテロ原子含有基は、独
立に、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３又は－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅｔ）

３等のオルガノシラン基であってもよい。あるいは、ヘテロ原子含有基は、独立に、－Ｃ
Ｈ２ＣＨ２－ＳＨ、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ－ＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ－ＣＨ２ＣＨ３等
のチオール基及びチオエーテル基から選択可能である。あるいは、Ｒ５の少なくとも１つ
は、Ｈである。
【００５０】
　あるいは、Ｒ６に用いられる一価の有機基は、一価の炭化水素基であってもよい。一価
の炭化水素基は、アルキル基、アリール基、又はアラルキル基から選択可能である。ある
いは、一価の炭化水素基は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル
、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又はベンジルから選択可能である。あるいは、一価の炭
化水素基は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、又はｔｅｒｔ
－ブチル等のアルキル基であってもよい。あるいは、各Ｒ６は、アルキル基又はＨであっ
てもよい。あるいは、Ｒ６は、Ｈであってもよい。
【００５１】
　各Ｒ３５は、独立に、Ｈ又は一価の有機基である。あるいは、Ｒ３５は、Ｈである。あ
るいは、下付き文字ｍは、０である。あるいは、Ｒ３６に用いられる一価の有機基は、一
価の炭化水素基であってもよい。
【００５２】
　一価の炭化水素基は、アルキル基、アリール基、又はアラルキル基から選択され得る。
あるいは、一価の炭化水素基は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブ
チル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又はベンジルから選択され得る。あるいは、Ｒ３６
に用いられる一価の有機基は、－ＣＨ２Ｃｌ、－ＣＨ２Ｂｒ、－ＣＨ２Ｉ、－ＰｒＣｌ、
又は－ＢｕＣｌ等のハロゲン化炭化水素基であってもよい。あるいは、Ｒ３６に用いられ
るハロゲンは、－Ｃｌ、－Ｂｒ、又は－Ｉから選択され得る。あるいは、Ｒ３６に用いら
れる無機基は、亜硝酸塩基、ニトリル基、硫酸塩基、カルボン酸塩基、又は水酸基であっ
てもよい。あるいは、ｎが２以上である場合、Ｒ３６の二例を組み合わせて、環状部を形
成することができる。あるいは、Ｒ５及びＲ６を組み合わせて、環状部を形成することが
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である。下付き文字ｋは、１又は２である。
【００５３】
　一般式（ｉｉ）の配位子の例として、
【化９】

　以下に示す配位子［５８］～［９０］等の式、の異性体、並びに式、のそれらの相当す
る異性体が挙げられ、

【化１０】

　式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ３５、Ｒ３６、及び下付き文字ｊ、ｋ、ｍ、及びｎのそれぞれは
、上記のとおりである。あるいは、選択される配位子は、上記異性体の１つ又は複数であ
ることができる。あるいは、配位子は、上記異性体のいずれか１つであることができる。
あるいは、配位子は、以下に示す配位子［５８］～［９０］、並びにそれらの対応する異
性体の、いずれか１つであることができる。あるいは、配位子は、下記の配位子［５８］
～［９０］の、いずれか１つであることができる：
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【化１２】

【００５４】
　あるいは、配位子は、一般式（ｉｉｉ）を有することができ、

【化１３】

　式中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、一価の有機基及び無機基から選択される。
あるいは、Ｒ７及びＲ８に用いられる一価の有機基は、一価の炭化水素基であってもよい
。一価の炭化水素基は、アルキル基、アリール基、又はアラルキル基から選択可能である
。あるいは、一価の炭化水素基は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－
ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又はベンジルから選択可能である。あるいは、Ｒ
７及び／又はＲ８に用いられる一価の有機基は、ヘテロ原子含有基であってもよい。ヘテ
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もよい。あるいは、Ｒ７及び／又はＲ８は、ＣＦ３又はＣＨ２ＣＦ３等のハロゲン化アル
キル基であってもよい。あるいは、Ｒ７及び／又はＲ８は、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＯＰｒ、又
はＯＢｕ等のアルコキシ基であってもよい。あるいは、Ｒ７及び／又はＲ８は、－ＣＨ２

ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３又は－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅｔ）３等のオルガノ
シラン基であってもよい。
【００５５】
　各Ｒ９及び各Ｒ１０は、それぞれ独立して、Ｈ、一価の有機基、及び無機基から選択さ
れる。あるいは、各Ｒ９及び各Ｒ１０は、Ｈであってもよい。あるいは、Ｒ９及び／又は
Ｒ１０に用いられる一価の有機基は、一価の炭化水素基であってもよい。一価の炭化水素
基は、アルキル基、アリール基、又はアラルキル基から選択可能である。あるいは、一価
の炭化水素基は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ
－ブチル、フェニル、又はベンジルから選択可能である。あるいは、Ｒ９及び／又はＲ１
０に用いられる一価の有機基は、ヘテロ原子含有基であってもよい。ヘテロ原子含有基は
、アルキルアミン基、アルコール基、アルコキシ基、エーテル基、オルガノシラン基、オ
ルガノチオール基、又はチオエーテル基であってもよい。あるいは、Ｒ９及び／又はＲ１
０の１つ又は複数は、独立に、－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣＨ３、－
ＣＨ２ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ２ＣＨ３）２等のアルキルアミン基であってもよい。あるいは、
Ｒ９及び／又はＲ１０の１つ又は複数は、独立に、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２

ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ３等のアルコ
ール基、アルコキシ基、又はエーテル基から選択可能である。あるいは、Ｒ９及び／又は
Ｒ１０の１つ又は複数は、独立に、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３又は－ＣＨ２

ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅｔ）３等のオルガノシラン基であってもよい。あるいは、Ｒ９及
び／又はＲ１０の１つ又は複数は、独立に、－ＣＨ２ＣＨ２－ＳＨ、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ
－ＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ－ＣＨ２ＣＨ３等のオルガノチオール基及びチオエーテル
基から選択可能である。下付き文字ｄ及び下付き文字ｅは、それぞれ、窒素原子に対する
単結合が存在する場合、２であり、窒素原子に対する二重結合が存在する場合に、１であ
る。
【００５６】
　各Ｒ３２は、独立に、Ｈ、一価の有機基、又は一価の無機基である。下付き文字ｐは、
１又は２である。あるいは、Ｒ３２は、Ｈであってもよい。あるいは、Ｒ３２に用いられ
る一価の有機基は、一価の炭化水素基であってもよい。一価の炭化水素基は、アルキル基
、アリール基、又はアラルキル基から選択可能である。あるいは、一価の炭化水素基は、
独立に、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル
、フェニル、又はベンジルから選択可能である。あるいは、Ｒ３２に用いられる一価の有
機基は、エステル基等のヘテロ原子含有基であってもよい。あるいは、Ｒ３２に用いられ
る一価の無機基は、亜硝酸塩基又はニトリル基であってもよい。あるいは、１つ又は複数
のＲ３２は、亜硝酸塩基、ニトリル基、及びエステル基から選択可能である。あるいは、
Ｒ１０及びＲ７を組み合わせて、環状部を形成することができる。あるいは、Ｒ９及びＲ
８を組み合わせて、環状部を形成することができる。あるいは、Ｒ７及びＲ３２を組み合
わせて、環状部を形成することができる。あるいは、Ｒ８及びＲ３２を組み合わせて、環
状部を形成することができる。
【００５７】
　一般式（ｉｉｉ）の配位子の例として、
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【化１４】

　以下に示す配位子［９１］～［１００］等の式、の異性体、並びに、一般式、
【化１５】

　を有する１つ又は複数の異性体を含む、それらの相当するβ－イミン化－アミン化異性
体が挙げられ、式中、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ３２、下付き文字ｄ及び下付き文字
ｅは、上記のとおりである。あるいは、選択される配位子は、上記異性体の１つ又は複数
であることができる。あるいは、配位子は、上記異性体のいずれか１つであることができ
る。あるいは、配位子は、以下に示す配位子［９１］～［１００］、並びにそれらの対応
する異性体の、いずれか１つであることができる。あるいは、配位子は、下記の配位子［
９１］～［１００］の、いずれか１つであることができる：
【化１６】

【００５８】
　あるいは、配位子は、一般式（ｉｖ）を有することができ、
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　式中、Ｒ１１及びＲ１２は、それぞれ独立して、一価の有機基及び無機基から選択され
る。あるいは、一価の有機基は、一価の炭化水素基であってもよい。Ｒ１１及び／又はＲ
１２に用いられる一価の炭化水素基は、アルキル基、アリール基、又はアラルキル基であ
ってもよい。あるいは、一価の炭化水素基は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロ
ピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又はベンジルであってもよい。あるい
は、Ｒ１１及び／又はＲ１２に用いられる一価の有機基は、一価のヘテロ原子含有基であ
ってもよい。ヘテロ原子含有基は、ＣＦ３又はＣＨ２ＣＦ３等のハロゲン化アルキル基で
あってもよい。あるいは、Ｒ１１及び／又はＲ１２に用いられる一価のヘテロ原子含有基
は、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＯＰｒ、又はＯＢｕ等のアルコキシ基であってもよい。あるいは、
Ｒ１１及び／又はＲ１２に用いられる一価のヘテロ原子含有基は、それぞれ独立して、－
ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３又は－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅｔ）３等のオ
ルガノシラン基であってもよい。
【００５９】
　Ｒ２２及びＲ２３は、互いに独立に、Ｈ及び一価の有機基から選択される。下付き文字
ｆ及び下付き文字ｇは、それぞれ、硫黄原子又は酸素原子に対する単結合が存在する場合
、１であり、硫黄原子又は酸素原子に対する二重結合が存在する場合に、０である。ある
いは、Ｒ２２及びＲ２３は、それぞれ、Ｈであってもよい。あるいは、ｆ及びｇは、それ
ぞれ、０である。
【００６０】
　各Ｒ３１は、独立に、Ｈ、一価の有機基、又は一価の無機基である。あるいは、各Ｒ３
１は、アルキル基及びＨから選択され得る。あるいは、各Ｒ３１は、Ｈであってもよい。
あるいは、Ｒ３１に用いられる一価の有機基は、アルキル、アリール等の一価炭化水素基
、又はアラルキル基であってもよい。あるいは、Ｒ３１に用いられる一価の炭化水素基は
、独立に、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチ
ル、フェニル、又はベンジルであってもよい。あるいは、Ｒ３１に用いられる一価の有機
基は、エステル基等のヘテロ原子含有基であってもよい。あるいは、Ｒ３１に用いられる
無機基は、亜硝酸塩基又はニトリル基であってもよい。あるいは、各Ｒ３１は、独立に、
亜硝酸塩基、ニトリル基、及びエステル基から選択可能である。下付き文字ｑは、１又は
２である。あるいは、Ｒ１１及びＲ３１を組み合わせて、環状部を形成することができる
。あるいは、Ｒ１２及びＲ３１を組み合わせて、環状部を形成することができる。あるい
は、Ｒ２２及びＲ１２を組み合わせて、環状部を形成することができる。あるいは、Ｒ１
１及びＲ２３を組み合わせて、環状部を形成することができる。
【００６１】
　一般式（ｉｖ）の配位子の例として、
【化１８】

　以下に示す配位子［１０１］～［１０５］等の式、の異性体、並びに、一般式、
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【化１９】

　を有する１つ又は複数の異性体を含む、それらの相当する異性体が挙げられ、式中、Ｒ
１１、Ｒ１２、Ｒ２２、Ｒ２３、及びＲ３１は、上記のとおりである。あるいは、選択さ
れる配位子は、上記異性体の１つ又は複数であることができる。あるいは、配位子は、上
記異性体のいずれか１つであることができる。あるいは、配位子は、以下に示す配位子［
１０１］～［１０５］、並びにそれらの対応する異性体の、いずれか１つであることがで
きる。あるいは、配位子は、下記の配位子［１０１］～［１０５］の、いずれか１つであ
ることができる：
【化２０】

【００６２】
　あるいは、配位子は、一般式（ｖ）：
【化２１】

　を有することができ、式中、Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立して、一価の有機基及
び無機基から選択される。あるいは、Ｒ１３及び／又はＲ１４に用いられる一価の有機基
は、一価の炭化水素基であってもよい。一価の炭化水素基は、アルキル基、アリール基、
又はアラルキル基から選択可能である。あるいは、一価の炭化水素基は、メチル、エチル
、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又はベンジ
ルから選択可能である。あるいは、Ｒ１３及び／又はＲ１４に用いられる一価の有機基は
、ヘテロ原子含有基であってもよい。ヘテロ原子含有基は、ＣＦ３又はＣＨ２ＣＦ３等の
ハロゲン化アルキル基であってもよい。あるいは、Ｒ１３及び／又はＲ１４に用いられる
ヘテロ原子含有基は、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＯＰｒ、又はＯＢｕ等のアルコキシ基であっても
よい。あるいは、Ｒ１３及び／又はＲ１４に用いられるヘテロ原子含有基は、－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３又は－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅｔ）３等のオルガノシ
ラン基であってもよい。
【００６３】
　各Ｒ２４及び各Ｒ２５は、それぞれ独立して、一価の有機基及びＨから選択される。下
付き文字ｉ及び下付き文字ｊは、硫黄原子に対する単結合が存在する場合、１であり、硫
黄原子に対する二重結合が存在する場合に、０である。あるいは、Ｒ２４及びＲ２５は、
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【００６４】
　各Ｒ３３は、独立に、一価の有機基、無機基、及びＨから選択される。あるいは、各Ｒ
３３は、独立に、アルキル基及びＨから選択され得る。あるいは、各Ｒ３３は、Ｈである
。あるいは、Ｒ３３に用いられる一価の有機基は、アルキル基、アリール基、及びアラル
キル基から選択される一価の炭化水素基であってもよい。あるいは、一価の炭化水素基は
、独立に、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチ
ル、フェニル、又はベンジルから選択可能である。あるいは、Ｒ３３に用いられる一価の
有機基は、エステル基等のヘテロ原子含有基であってもよい。あるいは、Ｒ３３に用いら
れる無機基は、亜硝酸塩基又はニトリル基であってもよい。あるいは、１つ又は複数のＲ
３３は、独立に、亜硝酸塩基、ニトリル基、及びエステル基から選択可能である。下付き
文字ｋは、１又は２である。
【００６５】
　一般式（ｖ）の配位子の例として、

【化２２】

　下記の配位子［１０６］～［１１１］等の一般式、の異性体、並びに、式、
【化２３】

　のそれらの対応する異性体が挙げられ、式中、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ２４、Ｒ２５及び、
及びＲ３３は、上記のとおりである。あるいは、選択される配位子は、上記異性体の１つ
又は複数であることができる。あるいは、配位子は、上記異性体のいずれか１つであるこ
とができる。あるいは、配位子は、以下に示す配位子［１０６］～［１１１］、並びにそ
れらの対応する異性体の、いずれか１つであることができる。あるいは、配位子は、下記
の配位子［１０６］～［１１１］の、いずれか１つであることができる：

【化２４】

【００６６】
　あるいは、配位子は、一般式（ｖｉ）：
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【化２５】

　を有することができ、式中、Ｒ１５及びＲ１６は、それぞれ独立して、Ｈ、一価の有機
基、又は無機基から選択される。あるいは、Ｒ１５及び／又はＲ１６に用いられる一価の
有機基は、一価の炭化水素基であってもよい。一価の炭化水素基は、アルキル基、アリー
ル基、又はアラルキル基から選択可能である。あるいは、一価の炭化水素基は、メチル、
エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、又は
ベンジルであってもよい。あるいは、Ｒ１５及び／又はＲ１６に用いられる一価の有機基
は、ヘテロ原子含有基であってもよい。ヘテロ原子含有基は、ＣＦ３又はＣＨ２ＣＦ３等
のハロゲン化アルキル基であってもよい。あるいは、ヘテロ原子含有基は、ＯＭｅ、ＯＥ
ｔ、ＯＰｒ、又はＯＢｕ等のアルコキシ基であってもよい。あるいは、ヘテロ原子含有基
は、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｍｅ）３又は－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－Ｓｉ（Ｅｔ）３

等のオルガノシラン基であってもよい。
【００６７】
　一般式（ｖｉ）の配位子の例として、配位子［１１２］～［１１７］が挙げられるが、
これらに限定されるものではない。

【化２６】

【００６８】
　上記の様々な配位子は、市販されている。配位子が、一般式（ｉ）、一般式（ｉｉｉ）
、一般式（ｉｖ）、又は一般式（ｖ）を有する場合、前駆体内の金属原子は、Ａｌ、Ｂｉ
、Ｎｉ、Ｔｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｃ
ｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃ
ｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ｂｉ
、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅ
ｒ、及びＹｂ；あるいは、Ａｌ、Ｔｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｍ
ｏ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｃｅ、Ｓｍ、Ｙｂ、及びＢｉ；あるいは、Ｆｅ、Ｃｏから選択されるこ
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とができ、あるいは、上記金属は、Ｆｅである。配位子が、一般式（ｉｉ）又は一般式（
ｖｉ）を有する場合、前駆体内の金属原子は、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃ
ｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ｂｉ
、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅ
ｒ、及びＹｂ；あるいは、Ｆｅ、Ｃｏ、及びＭｏ；から選択されることができ、あるいは
、上記金属は、Ｆｅである。あるいは、配位子が、一般式（ｉ）、一般式（ｉｉｉ）、一
般式（ｉｖ）、又は一般式（ｖ）を有する場合、前駆体内の金属原子は、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎ
ｉ、Ｔｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｃｅ、Ｎｄ、
Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、
Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃ
ｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは
、Ａｌ、Ｔｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｍｏ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｃｅ、Ｓｍ、
Ｙｂ、及びＢｉ；あるいは、Ｃｏ及びＭｏから選択されることができる。あるいは、配位
子が、一般式（ｉｉｉ）、一般式（ｉｖ）、又は一般式（ｖ）を有する場合、前駆体内の
金属原子は、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｔｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ
、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ
、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂ；ある
いは、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ
、Ｅｒ、及びＹｂ；あるいは、Ａｌ、Ｔｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｍｏ
、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｃｅ、Ｓｍ、Ｙｂ、及びＢｉ；あるいは、Ｃｏ及びＭｏから選択されるこ
とができる。
【００６９】
　成分（Ａ）は、上記のような、配位子及び前駆体を含む成分を反応させ、これにより触
媒的に活性な反応生成物を形成する、ことを含む方法によって調製され得る。理論に束縛
されることなく、この触媒的に活性な反応生成物には、金属－配位子錯体が含まれると、
考えられる。上記方法は、任意選択で、前駆体と配位子を反応させる前に、前駆体、若し
くは配位子のいずれか、又は両方を溶媒中に溶解させる工程を、更に含むことができる。
好適な溶媒は、成分（Ｓ）に用いられる下記のものにより、例示される。あるいは、配位
子は、容器内で溶媒中に溶解されることができ、溶媒は、その後、前駆体を配位子と共に
容器に加える前に除去されることができる。配位子と前駆体の量は、配位子の前駆体に対
するモル比（配位子：金属の比）が１００：１～１：１０、あるいは１：１～１０：１、
あるいは１：１～６：１、あるいは１：１～４：１、あるいは１：１～３：１、あるいは
１：１～２：１の範囲となるように、選択される。前駆体と配位子との組み合わせは、両
者を容器内で混合する又は容器を振盪する等の、何らかの簡便な手法で、実施可能である
。
【００７０】
　上記方法は、任意選択で、前駆体と配位子との反応の前及び／又は前駆体と配位子との
反応の間に、塩基で処理する工程を、更に含むことができる。例えば、前駆体を、配位子
との反応の前に、塩基で処理することができる。あるいは、配位子を、前駆体との反応の
前に、塩基で処理することができる。あるいは、前駆体と配位子とを下記のように反応さ
せることができ、その後反応生成物を塩基で処理することができる。例えば、上記の前駆
体と配位子とを下記のように反応させることができ、その後、ＮａＯＨ、ＫＯＨ、ＮＨ４

ＯＨ、ジメチルホルムアミド、ピリジン、リチウムジイソプロリルアミド、ＮａＨ、ＮＥ
ｔ３、又はＬｉＮ（ＳｉＭｅ３）２等の塩基で処理することができる。あるいは、上記の
ような配位子は、上記のような塩基、あるいはＮａＨ、ＮＥｔ３、又はＬｉＮ（ＳｉＭｅ

３）２で処理することができ、その後、前駆体と組み合わせることができる。あるいは、
上記のような前駆体は、上記のような塩基、あるいはＬｉＮ（ＳｉＭｅ３）２で処理する
ことができ、その後、上記のような配位子と組み合わせることができる。
【００７１】
　前駆体と配位子とを含む成分の反応は、上記のように調製された前駆体と配位子とを２
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５℃の室温（ＲＴ）で一定時間静置して反応させる、又は加熱して反応させる等の、何ら
かの簡便な手法で実施可能である。加熱は、加熱マントル、加熱コイルを用いる、又は上
記容器をオーブンに入れる等の、何らかの簡便な手法で実施可能である。反応温度は、選
択される特定の前駆体及び配位子の反応性並びに配位子：金属比を含む、様々な因子に依
存するが、温度は、２５℃～２００℃、あるいは２５℃～７５℃の範囲であることができ
る。反応時間は、選択される反応温度を含む、様々な因子に依存するが、反応時間は、１
分～４８時間、あるいは４５分～６０分の範囲であることができる。配位子と前駆体とを
組み合わせ、その後加熱することができる。あるいは、配位子と前駆体とを組み合わせ、
同時に加熱することができる。あるいは、上記方法は、前駆体と反応させる前の、又はそ
の場での、配位子を形成する有機前駆体の反応を、更に含むことができる。例えば、アセ
チルアセトナート官能性有機前駆体は、アミノ官能性有機前駆体と反応して、その場で一
般式（ｉｉｉ）の配位子を形成することができる。
【００７２】
　成分（Ａ）の触媒的に活性な反応生成物を調製する上記方法は、任意選択で、反応後に
溶媒を添加することを、更に含むことができる。好適な溶媒は、成分（Ｓ）に用いられる
下記のものにより、例示される。あるいは、上記方法は、（例えば、加熱の前の又は加熱
の間の前駆体と配位子との組み合わせを容易にするため用いられる）溶媒が存在する場合
、任意選択で、反応副産物及び／又は溶媒を除去することを、更に含むことができる。副
成物には、例えば、Ｈ－Ａ（式中、Ａは、一般式（Ｐ）で上記定義のとおりである）、又
は配位子が前駆体と反応する際に前駆体から脱離する有機基の反応の結果生じる全ての化
学種が、含まれる。副産物は、加熱による又は真空下でのはぎ取り又は蒸留、あるいはこ
れらの組み合わせ等の、何らかのｊ簡便な手段で除去可能である。その結果得られる、単
離された金属－配位子錯体は、成分（Ａ）の触媒的に活性な反応生成物として、使用可能
である。
【００７３】
　あるいは、成分（Ａ）としての触媒的に活性な反応生成物が使用される前に、反応副産
物は、除去されない。例えば、配位子及び前駆体は、溶媒を除去して又は溶媒を除去する
ことなく、上記のとおりに反応可能であり、その結果得られる触媒的に活性な反応生成物
（金属－配位子錯体、並びに反応副産物及び、任意選択で、溶媒又は希釈剤を含む）は、
成分（Ａ）として使用可能である。理論に束縛されることなく、副産物は、金属－配位子
錯体と共に縮合反応触媒として、あるいは金属－配位子錯体の共触媒又は活性化剤として
、機能できると、考えられる。従って、反応生成物は、縮合反応を触媒可能である。
【００７４】
　あるいは、組成物は、スズ触媒を含まないものであることができる。あるいは、組成物
は、成分（Ａ）以外の成分（Ｂ）上の加水分解性基の縮合反応を触媒する、いかなる金属
－配位子錯体も含まないことができる。あるいは、組成物は、成分（Ａ）以外の金属縮合
反応触媒を含まない場合がある。あるいは、組成物は、成分（Ａ）以外の成分（Ｂ）上の
加水分解性基の縮合反応を触媒する、いかなる成分も含まなくて良い。
【００７５】
　成分（Ａ）は、組成物内に触媒的に有効な量で存在している。その正確な量は、成分（
Ａ）の反応性、成分（Ｂ）の種類及び量、並びに、存在する場合、何らかの付加成分の種
類及び量を含む、様々な要因に依存する。しかしながら、組成物中の成分（Ａ）の量は、
組成物中の全ての成分の総重量に基づいて、百万分の一（１ｐｐｍ）～５％、あるいは、
０．１％～２％、あるいは、１ｐｐｍ～１％、の範囲であることができる。
【００７６】
　成分（Ｂ）は、ケイ素含有ベースポリマー（ベースポリマー）である。成分（Ｂ）は、
共有結合している、１分子当たり平均１個又はそれ以上の加水分解性置換基を有する、ポ
リマー主鎖を、含む。あるいは、１個又はそれ以上の加水分解性置換基は、加水分解性シ
リル置換基である。ポリマー主鎖は、ポリジオルガノシロキサン、有機ポリマー主鎖、又
はシリコーン－有機コポリマー主鎖（ポリマー主鎖内の原子と共有結合している１個又は
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それ以上の加水分解性シリル置換基を有する）等のポリオルガノシロキサンから、選択可
能である。あるいは、成分（Ｂ）のポリマー主鎖は、ポリオルガノシロキサン主鎖又は有
機主鎖であることができる。あるいは、成分（Ｂ）のポリマー主鎖は、ポリオルガノシロ
キサン主鎖であることができる。加水分解性置換基は、水素原子；ハロゲン原子；アセト
アミド基、ベンズアミド基、又はメチルアセトアミド基等のアミド基；アセトキシ基等の
アシロキシ基；アルコキシク又はアルケニルオキシ基等の炭化水素オキシ基；アミノ基；
水酸基；メルカプト基；オキシモ基；ケトキシモ基；アルコキシシリルハイドロカルビレ
ン基；あるいはこれらの組み合わせにより、例示される。あるいは、成分（Ｂ）は、１分
子当たり平均２個又はそれ以上の加水分解性置換基を有することができる。成分（Ｂ）中
の加水分解性置換基は、ポリマー主鎖上の末端位置、側鎖位置、あるいは末端位置と側鎖
位置との両方に、配置可能である。あるいは、成分（Ｂ）中の加水分解性置換基は、ポリ
マー主鎖上の１つ又はそれ以上の末端位置に配置可能である。成分（Ｂ）は、直鎖構造、
分岐構造、環状構造、又は樹脂性構造を、含むことができる。あるいは、成分（Ｂ）は、
直鎖構造、分岐構造、又は環状構造を、含むことができる。あるいは、成分（Ｂ）は、直
鎖構造、又は分岐構造を、含むことができる。あるいは、成分（Ｂ）は、直鎖構造を含む
ことができる。あるいは、成分（Ｂ）は、直鎖構造及び樹脂状構造を、含むことができる
。成分（Ｂ）は、ホモポリマー又はコポリマーあるいはこれらの組み合わせを、含むこと
ができる。
【００７７】
　成分（Ｂ）は、式（ｉｉ）：の基の中に含有される加水分解性置換基を有することがで
き：

【化２７】

　式中、各Ｄは、独立に、酸素原子、二価の有機基、二価のシリコーン有機基、又は二価
の炭化水素基と二価のシロキサン基との組み合わせを示し、各Ｘは、独立に、加水分解性
置換基を示し、各Ｒは、独立に、一価の炭化水素基を示し、下付き文字ｃは、０、１、２
、又は３を示し、下付き文字ａは、０、１、又は２を示し、下付き文字ｂは、０又は１以
上の値を有するが、平均して少なくとも１個のＸが式中に存在するように、（ａ＋ｃ）の
合計は少なくとも１である。あるいは、下付き文字ｂは、０～１８の範囲の値を有するこ
とができる。
【００７８】
　あるいは、各Ｄは、独立に、酸素原子及び二価の炭化水素基から選択可能である。ある
いは、各Ｄは、酸素原子であることができる。あるいは、各Ｄは、エチレン、プロピレン
、ブチレン、又はヘキシレン等のアルキレン基；フェニレン等のアリーレン基；あるいは
、

【化２８】

　等のアルキルアリーレン基により例示される、二価の炭化水素基であることができる。
あるいは、Ｄの一例は、酸素原子であることができ、一方、Ｄの異なる一例は、二価の炭
化水素基である。
【００７９】
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　あるいは、各Ｘは、アルコキシ基；アルケニルオキシ基；アセトアミド基、メチルアセ
トアミド基、又はベンズアミド基等のアミド基；アセトキシ基等のアシルオキシ基；アミ
ノ基；アミノオキシ基；水酸基；メルカプト基；オキシモ基；ケトキシモ基；並びにハロ
ゲン原子からなる群から、独立に選択される、加水分解性置換基であることができる。あ
るいは、各Ｘは、アルコキシ基、アミド基、アシルオキシ基、アミノ基、水酸基、及びオ
キシモ基からなる群から、独立して選択可能である。
【００８０】
　あるいは、上記式中の各Ｒは、炭素原子が１個～２０個のアルキル基、炭素原子が６個
～２０個のアリール基、及び炭素原子が７個～２０個のアラルキル基から、独立に、選択
可能である。
【００８１】
　あるいは、下付き文字ｂは、０であることができる。
【００８２】
　成分（Ｂ）は、上記の式（ｉｉ）によって表される基を、ベースポリマーの０．２ｍｏ
ｌ％～１０ｍｏｌ％、あるいは０．５ｍｏｌ％～５ｍｏｌ％、あるいは０．５ｍｏｌ％～
２．０ｍｏｌ％、あるいは０．５ｍｏｌ％～１．５ｍｏｌ％、あるいは０．６ｍｏｌ％～
１．２ｍｏｌ％の範囲の量で、含むことができる。
【００８３】
　成分（Ｂ）は、直鎖構造を有するポリオルガノシロキサン主鎖、すなわち、ポリジオル
ガノシロキサン主鎖を、有することができる。成分（Ｂ）がポリジオルガノシロキサン主
鎖を有する場合、成分（Ｂ）は、アルコキシ末端封鎖ポリジオルガノシロキサン、アルコ
キシシリルハイドロカルビレン末端封鎖ポリジオルガノシロキサン、水酸末端封鎖ポリジ
オルガノシロキサン、又はこれらの組み合わせを、含むことができる。
【００８４】
　成分（Ｂ）は、式（Ｉ）：
【化２９】

　のポリジオルガノシロキサンを含むことができ、式中、各Ｒ１は、独立に、加水分解性
置換基であり、各Ｒ２は、独立に、一価の有機基であり、各Ｒ３は、独立に、酸素原子又
は二価の炭化水素基であり、各下付き文字ｄは、独立に、１、２又は３であり、下付き文
字ｅは、ポリジオルガノシロキサンが、２５℃での少なくとも１００ｍＰａ・ｓの粘度及
び／又は少なくとも８７の重合度（ＤＰ）を有するのに十分な、大きい値を有する整数で
ある。ＤＰは、ポリスチレン標準校正を用いるＧＰＣにより、測定可能である。あるいは
、下付き文字ｅは、１～２００，０００の範囲の値を有することができる。
【００８５】
　Ｒ１に用いられる好適な加水分解性置換基には、基Ｘに関する上記の加水分解性置換基
が含まれるが、これらに限定されるものではない。あるいは、Ｒ１に用いられる加水分解
性置換基は、ハロゲン原子、アセトアミド基、アセトキシ等のアシルオキシ基、アルコキ
シ基、アミド基、アミノ基、アミノキシ基、水酸基、オキシモ基、ケトキシモ基、及びメ
チルアセトアミド基から、選択可能である。
【００８６】
　Ｒ２に用いられる好適な有機基には、炭化水素基及びハロゲン化炭化水素基等の、一価
の有機基が含まれるが、これらに限定されるものではない。Ｒ２に用いられる一価の炭化
水素基の例として、メチル、エチル、プロピル、ペンチル、オクチル、デシル、ドデシル
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、ウンデシル、及びオクタデシル等のアルキル；シクロペンチル及びシクロヘキシル等の
シクロアルキル；フェニル、トリル、キシリル、及びベンジル等のアリール；並びに、２
－フェニルエチル等のアラルキルが挙げられるが、これらに限定されるものではない。Ｒ
２に用いられる一価のハロゲン化炭化水素基の例として、クロロメチル基及びクロロプロ
ピル基等の塩素化アルキル基；フルオロメチル、２－フルオロプロピル、３，３，３－ト
リフルオロプロピル、４，４，４－トリフルオロブチル、４，４，４，３，３－ペンタフ
ルオロブチル、５，５，５，４，４，３，３－ヘプタフルオロペンチルｌ、６，６，６，
５，５，４，４，３，３－ノナフルオロヘキシルｌ、及び８，８，８，７，７－ペンタフ
ルオロオクチル等のフッ素化アルキル基；２，２－ジクロロシクロプロピル、２，３－ジ
クロロシクロペンチル等の塩素化シクロアルキル基；並びに、２，２－ジフルオロシクロ
プロピル、２，３－ジフルオロシクロブチル、３，４－ジフルオロシクロヘキシル、及び
３，４－ジフルオロ－５－メチルシクロヘプチル等のフッ素化シクロアルキル基が挙げら
れるが、これらに限定されるものではない。Ｒ２に用いられる他の一価の有機基の例とし
て、グリシドキシアルキル等の酸素原子で置換された炭化水素基、及びアミノアルキル等
の窒素原子で置換された炭化水素基、並びにシアノエチル及びシアノプロピル等のシアノ
官能基が挙げられるが、これらに限定されるものではない。あるいは、各Ｒ２は、メチル
等のアルキル基であることができる。
【００８７】
　成分（Ｂ）は、上記の式（Ｉ）において、各下付き文字ｄが１であって、各Ｒ３が酸素
原子である場合に、α，ω－二官能性ポリジオルガノシロキサンを含むことができる。例
えば、成分（Ｂ）は、式（ＩＩ）：Ｒ１Ｒ２

２ＳｉＯ－（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｅ’－ＳｉＲ２

２Ｒ１、を有することができ、式中、Ｒ１及びＲ２は、上記のとおりであり、下付き文字
ｅ’は、式（ＩＩ）のポリジオルガノシロキサンに上記の粘度を与えるのに十分な値を有
している。あるいは、下付き文字ｅ’は、１～２００，０００、あるいは５０～１，００
０、あるいは２００～７００の範囲の値を有することができる。
【００８８】
　あるいは、成分（Ｂ）は、上記の式（ＩＩ）の水酸基官能性ポリジオルガノシロキサン
を含むことができ、式中、各Ｒ１は、水酸基であることができ、各Ｒ２は、メチル等のア
ルキル基であることができ、下付き文字ｅ’は、水酸基官能性ポリジオルガノシロキサン
が２５℃で少なくとも１００ｍＰａ・ｓの粘度を有するような値を有することができる。
あるいは、下付き文字ｅ’は、５０～７００の範囲の値を有することができる。典型的な
水酸末端封鎖ポリジオルガノシロキサンは、水酸末端封鎖ポリジメチルシロキサンである
。成分（Ｂ）として用いられる水酸末端封鎖ポリジオルガノシロキサンは、対応するオル
ガノハロシランの加水分解及び縮合、又は環式ポリジオルガノシロキサンの平衡化等の、
当該技術分野において既知の方法により調製可能である。
【００８９】
　あるいは、成分（Ｂ）は、例えば、上記の式（Ｉ）において、各Ｒ３が、二価の炭化水
素基、又は二価の炭化水素基と二価のシロキサン基との組み合わせである場合に、アルコ
キシシリルヒドロカルビレン末端封鎖ポリジオルガノシロキサンを含むことができる。各
Ｒ３は、エチレン、プロピレン、又はヘキシレン等のアルキレン基；フェニレン等のアリ
レン基；あるいは、
【化３０】

　等のアルキルアリーレン基であることができる。あるいは、各Ｒ１及び各Ｒ２は、アル
キルであることができ、各Ｒ３は、エチレン等のアルキレンであることができ、各下付き
文字ｄは、３であることができる。
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【００９０】
　アルコキシシリルヒドロカルビレン末端封鎖ポリジオルガノシロキサンは、ビニル末端
ポリジメチルシロキサンを（アルコキシシリルヒドロカルビル）テトラメチルジシロキサ
ンと反応させることにより、調製され得る。
【００９１】
　あるいは、成分（Ｂ）は、湿気硬化型のシラン官能性有機ポリマーを含むことができる
。あるいは、有機ポリマーは、ポリマー主鎖中の少なくとも半分の原子が、ケイ素原子に
結合した加水分解性置換基を含有する末端湿気硬化型性シリル基を有する炭素原子である
、ポリマーであることができる。有機ポリマーは、例えば、炭化水素ポリマー、ポリエー
テル、アクリレートポリマー、ポリウレタン、及びポリ尿素から選択されることができる
。
【００９２】
　成分（Ｂ）は、エラストマーであること、すなわち、０℃未満のガラス転移温度（Ｔｇ
）を有すること、が可能である。成分（Ｂ）がエラストマーである場合、成分（Ｂ）は、
上記Ｔｇに基づいて、一般に熱可塑性ポリマーと呼ばれる、半結晶性で非晶質のポリオレ
フィン（例えば、α－オレフィン）から区別され得る。
【００９３】
　成分（Ｂ）は、シリル化ポリ（α－オレフィン）、イソ－モノ－オレフィンとビニル芳
香族モノマーとのシリル化コポリマー、ジエンとビニル芳香族モノマーとのシリル化コポ
リマー、オレフィンとジエンとのシリル化コポリマー（例えば、任意選択で、ハロゲン化
されることができる、ポリイソブチレンとイソプレンから調製されるシリル化ブチルゴム
）、又はこれらの組み合わせ（シリル化コポリマー）、イソ－モノ－オレフィンのシリル
化ホモポリマー、ビニル芳香族モノマーのシリル化ホモポリマー、ジエンのシリル化ホモ
ポリマー（例えば、シリル化ポリブタジエン又はシリル化水素添加ポリブタジエン）、あ
るいはこれらの組み合わせ（シリル化ホモポリマー）又はシリル化コポリマーとシリル化
ホモポリマーとの組み合わせを、含むことができる。本出願の目的のため、シリル化コポ
リマー及びシリル化ホモポリマーは、総括的に「シリル化ポリマー」と呼ばれる。シリル
化ポリマーは、任意選択で、シリル化ポリマーの原子に共有結合している、１つ又は複数
のハロゲン基、特に臭素基を、含有することができる。
【００９４】
　好適なモノ－イソ－オレフィンの例として、イソブチレン、イソペンチレン、イソヘキ
シレン、及びイソヘプチレン等のイソアルキレン；あるいはイソブチレンが挙げられるが
、これらに限定されるものではない。好適なビニル芳香族モノマーの例として、α－メチ
ルスチレン、ｔ－ブチルスチレン、及びパラ－メチルスチレン等のアルキルスチレン；あ
るいはパラ－メチルスチレンが挙げられるが、これらに限定されるものではない。好適な
アルキル基の例として、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イ
ソブチル、及びｔ－ブチル；あるいはメチルが挙げられる。好適なアルケニル基の例とし
て、ビニル、アリル、プロペニル、ブテニル、及びヘキセニル；あるいはビニルが挙げら
れる。シリル化有機コポリマーは、２０，０００～５００，０００、あるいは５０，００
０～２００，０００、あるいは２０，０００～１００，０００、あるいは２５，０００～
５０，０００、あるいは２８，０００～３５，０００の範囲のＭｎを有することができ、
Ｍｎの値は、モル当たりのグラム数（ｇ／ｍｏｌ）で表され、トリプル検出サイズ排除ク
ロマトグラフィーで測定され、ポリスチレン分子量標準に基づいて算出された。
【００９５】
　好適なシリル化ポリ（α－オレフィン）の例は、当該技術分野において既知であり、市
販されている。例として、ＶＥＳＴＯＰＬＡＳＴ（登録商標）として販売されている、縮
合反応硬化性シリル化ポリマーが挙げられ、Ｍａｒｌ、ドイツ、欧州のＤｅｇｕｓｓａ　
ＡＧ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ　＆　Ｃｏｌｏｒａｎｔｓ社から購入可能である。
【００９６】
　簡潔に述べると、シリル化コポリマーを調製する方法には、ｉ）４個～７個の炭素原子
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を有するイソ－モノ－オレフィンの残部を含む少なくとも５０モル％の繰り返し単位、及
びビニル芳香族モノマーの残部を含む最大で５０モル％の繰り返し単位を、有するオレフ
ィンコポリマー；ｉｉ）少なくとも２つの加水分解基及び少なくとも１つのオレフィン性
不飽和炭化水素基又は炭化水素オキシ基を有するシラン；並びにｉｉｉ）フリーラジカル
発生剤を、接触させることが含まれる。
【００９７】
　あるいは、シリル化コポリマーは、既知の方法（例えば、イソシアネート官能性アルコ
キシシランとの反応、Ｎａ存在下での塩化アリルとの反応とその後のヒドロシリル化）に
よって、市販の水酸化ポリブタジエン（例えば、Ｐａｒｉｓ、ＦｒａｎｃｅのＣｒａｙ　
Ｖａｌｌｅｙ　ＳＡ社から商品名Ｐｏｌｙ　ＢＤ及びＫｒａｓｏｌで市販されているもの
）を転化することを含む方法により、調製可能である。
【００９８】
　あるいは、好適なシリル改質炭化水素ポリマーの例として、テレキーリックポリマー（
両端二官能性ポリマー）の形で市販されているシリル改質ポリイソブチレンが挙げられる
。シリル改質ポリイソブチレンは、例えば、リビングアニオン重合、原子移動ラジカル重
合、又は連鎖移動重合により調製されたポリイソブチレンと反応可能な、ジアルコキシア
ルキルシリルプロピルメタクリレート又はトリアルコキシシリルプロピルメタクリレート
等のシリル置換アルキルアクリレートモノマー又はシリル置換アルキルメタクリレートモ
ノマーに由来する、硬化性シリル基を含有することができる。
【００９９】
　あるいは、成分（Ｂ）は、ポリエーテルを含むことができる。ポリエーテルの一種は、
式（－ＣｔＨ２ｔ－Ｏ－）の繰り返しオキシアルキレン単位を含む、ポリオキシアルキレ
ンポリマーであり、式中、下付き文字ｔは、２～４の範囲の値を有する整数である。ポリ
オキシアルキレンポリマーは、典型的に、末端水酸基を有し、例えば、末端水酸基の過剰
量のアルキルトリアルコキシシランとの反応で末端アルキルジアルコキシシリル基が導入
されることにより、ケイ素原子に結合した加水分解性置換基を有するシリル基によって容
易に末端封鎖され得る。あるいは、重合は、ヒドロシリル化型プロセスによって、生じ得
る。大部分がオキシプロピレン単位で構成されるポリオキシアルキレンは、数多くの封止
剤用途に好適な特性を有することができる。末端アルキルジアルコキシシリル基又はトリ
アルコキシシリル基を有するポリオキシアルキレンポリマー、特にポリオキシプロピレン
は、成分（Ａ）及び水分の存在下で、互いに反応することができる。これらのベースポリ
マーを含有する本組成物は、任意選択で、更に架橋剤を含むことができる。
【０１００】
　また、加水分解性シリル基を有する有機ポリマーは、アクリレートエステルモノマー及
び／又はメタクリレートエステルモノマーの付加重合体であって、アクリレートポリマー
中に少なくとも５０モル％のモノマー繰り返し単位を含むことができる、アクリレートポ
リマーであることができる。好適なアクリレートエステルモノマーの例は、ｎ－ブチルア
クリレート、イソブチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、エチルアクリレート
、メチルアクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、及び２
－エチルヘキシルアクリレートである。好適なメタクリレートエステルモノマーの例は、
ｎ－ブチルメタクリレート、イソブチルメタクリレート、メチルメタクリレート、ｎ－ヘ
キシルメタクリレート、ｎ－オクチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレー
ト、及びラウリルメタクリレートである。いくつかの用途用に、アクリレートポリマーは
、常温未満のＴｇを有することができ、かつアクリレートポリマーは、メタクリレートポ
リマーよりＴｇが低いポリマーを形成できる。典型的なアクリレートポリマーは、ポリブ
チルアクリレートである。アクリレートポリマーは、スチレン、アクリロニトリル、又は
アクリルアミド等の他のモノマーを少量含有できる。アクリレートポリマーは、従来から
のラジカル重合、あるいは、原子移動ラジカル重合等のリビングラジカル重合、可逆的付
加開裂連鎖移動重合、又はリビングアニオン重合を含むアニオン重合等の、様々な方法に
よって調製することができる。硬化性シリル基は、例えば、シリル置換アルキルアクリレ
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ートモノマー又はシリル置換アルキルメタクリレートモノマーから誘導可能である。ジア
ルコキシアルキルシリル基又はトリアルコキシシリル基等の加水分解性シリル基は、例え
ば、ジアルコキシアルキルシリルプロピルメタクリレート又はトリアルコキシシリルプロ
ピルメタクリレートから、誘導可能である。アクリレートポリマーが、原子移動ラジカル
重合、連鎖移動重合、又はリビングアニオン重合等の反応性末端基を形成する重合法によ
り調製されている場合、アクリレートポリマーは、シリル置換アルキルアクリレートモノ
マー又はシリル置換アルキルメタクリレートモノマーと容易に反応して、末端加水分解性
シリル基を形成することができる。
【０１０１】
　シリル改質ポリウレタン又はシリル改質ポリ尿素は、例えば、末端エチレン性不飽和基
を有するポリウレタン又はポリ尿素と、加水分解性基とＳｉ－Ｈ基とを含有するシリルモ
ノマー、例えば、ジアルコキシアルキルケイ素水素化物又はトリアルコキシケイ素水素化
物、との反応により、調製可能である。
【０１０２】
　あるいは、ベースポリマーは、少なくとも１個のポリオルガノシロキサン基のブロック
と少なくとも１個の有機ポリマー鎖のブロックとを含む、シリコーン－有機ブロックコポ
リマー主鎖を有することができる。ポリオルガノシロキサン基は、式：－（Ｒ４

ｆＳｉＯ

（４－ｆ）／２）－、の基を含むことができ、式中、各Ｒ４は、独立に、１個１８個の炭
素原子を有する炭化水素基、クロロメチル、パーフルオロブチル、トリフルオロエチル、
及びナノフルオロヘキシル等の１個ないし１８個の炭素原子を有するハロゲン化炭化水素
基、最大１８個の炭素原子を有する炭化水素オキシ基、等の有機基、あるいは、（メタ）
アクリル基又はカルボキシル基等の酸素原子含有基；アミノ官能基、アミド官能基、及び
シアノ官能基等の窒素原子含有基；メルカプト基等の硫黄原子含有基；により例示される
他の有機基であり、下付き文字ｆは、平均して、１～３、あるいは１．８～２．２の範囲
の値を有する。
【０１０３】
　あるいは、各Ｒ４は、１個～１０個の炭素原子を有する炭化水素基又はハロゲン化炭化
水素基であることができ、下付き文字ｆは、０、１、又は２であることができる。Ｒ４に
用いられる好適な基の例として、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ビニル、シクロヘ
キシル、フェニル、トリル基；３，３，３－トリフルオロプロピル、クロロフェニル、β
－（ペルフルオロブチル）エチル、又はクロロシクロヘキシル基等の塩素又はフッ素で置
換されたプロピル基が挙げられる。
【０１０４】
　ポリマー主鎖中の有機ブロックは、例えば、ポリ（α－メチルスチレン）、ポリ（ビニ
ルメチルスチレン）、ジエン、ポリ（ｐ－トリメチルシリルスチレン）、及びポリ（ｐ－
トリメチルシリル－α－メチルスチレン）等のポリスチレン及び／又は置換ポリスチレン
を含むことができる。ポリマー主鎖中に組み込まれることができる他の有機基には、アセ
チレン末端オリゴフェニレン、ビニルベンジル末端芳香族ポリスルホンオリゴマー、芳香
族ポリエステル、芳香族ポリエステル系モノマー、ポリアルキレン、ポリウレタン、脂肪
族ポリエステル、脂肪族ポリアミド、及び芳香族ポリアミドが含まれる。
【０１０５】
　あるいは、成分（Ｂ）に用いられるシロキサン有機ブロックコポリマー中の有機ポリマ
ーブロックは、平均的な式：（－ＣｇＨ２ｇ－Ｏ－）ｈ、で示される繰り返しオキシアル
キレン単位を含むポリオキシアルキレン系ブロックであることができ、式中、下付き文字
ｇは、２～４の範囲の値を有する整数であり、下付き文字ｈは、少なくとも４の整数であ
る。各ポリオキシアルキレンポリマーブロックの数平均分子量（Ｍｎ）は、３００～１０
，０００の範囲であることができる。更に、オキシアルキレン単位は、ポリオキシアルキ
レンブロック全体で必ずしも同一ではなく、単位毎に異なることができる。例えば、ポリ
オキシアルキレンブロックは、オキシエチレン単位（－Ｃ２Ｈ４－Ｏ－）、オキシプロピ
レン単位（－Ｃ３Ｈ６－Ｏ－）、又はオキシブチレン単位（－Ｃ４Ｈ８－Ｏ－）、あるい
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はこれらの組み合わせを、含むことができる。あるいは、ポリオキシアルキレンポリマー
の主鎖は、実質的にはオキシエチレン単位及び／又はオキシプロピレン単位からなること
ができる。他のポリオキシアルキレンブロックは、例えば、構造：－［－Ｒ５－Ｏ－（－
Ｒ６－Ｏ－）ｉ－Ｐｎ－ＣＲ７

２－Ｐｎ－Ｏ－（－Ｒ６－Ｏ－）ｊ－Ｒ５］－の単位を含
むことができ、式中、Ｐｎは、１，４－フェニレン基であり、各Ｒ５は、同一である又は
異なっていて、２個～８個の炭素原子を有する二価の炭化水素基であり、各Ｒ６は、同一
である又は異なっていて、エチレン基又はプロピレン基であり、各Ｒ７は、同一である又
は異なっていて、水素原子又はメチル基であり、下付き文字ｉ及びｊは、それぞれ、３～
３０の範囲の値を有する正の整数を表す。
【０１０６】
　あるいは、成分（Ｂ）は、成分（Ｂ）に関して上記したポリマーのうちの１つに加えて
又はその代わりに、シリコーン樹脂を含むことができる。好適なシリコーン樹脂は、ＭＱ
樹脂によって例示され、ＭＱ樹脂は、式：
　Ｒ２９

ｗＲ３０
（３－ｗ）ＳｉＯ１／２：及び式：ＳｉＯ４／２：のシロキサン単位を

含み、式中、Ｒ２９及びＲ３０は、メチル、エチル、プロピル、ペンチル、オクチル、デ
シル、ドデシル、ウンデシル、及びオクタデシル等のアルキル；シクロペンチル及びシク
ロヘキシル等のシクロアルキル；フェニル、トリル、キシリル、及びベンジル等のアリー
ル；並びに２－フェニルエチル等のアラルキル；によって例示される一価の炭化水素基：
クロロメチル基及びクロロプロピル基等の塩素化アルキル基；フルオロメチル、２－フル
オロプロピル、３，３，３－トリフルオロプロピル、４，４，４－トリフルオロブチル、
４，４，４，３，３－ペンタフルオロブチル、５，５，５，４，４，３，３－ヘプタフル
オロペンチル、６，６，６，５，５，４，４，３，３－ノナフルオロヘキシル、及び８，
８，８，７，７－ペンタフルオロオクチル等のフッ素化アルキル基；２，２－ジクロロシ
クロプロピル、２，３－ジクロロシクロペンチル等の塩素化シクロアルキル基；並びに２
，２－ジフルオロシクロプロピル、２，３－ジフルオロシクロブチル等のフッ素化シクロ
アルキル基；によって例示されるハロゲン化炭化水素基：等の一価の有機基、また、グリ
シドキシアルキル等の酸素原子で置換された炭化水素基、アミノアルキル等の窒素原子で
置換された炭化水素基、並びにシアノエチル及びシアノプロピル等のシアノ官能性基等の
、他の一価の有機基であり、下付き文字ｗのそれぞれの例は、０、１、又は２である。あ
るいは、各Ｒ２９及び各Ｒ３０は、アルキル基であることができる。ＭＱ樹脂は、０．５
：１～１．５：１の範囲の、Ｍ単位対Ｑ単位のモル比（Ｍ：Ｑ）を有することができる。
これらのモル比は、Ｓｉ２９　ＮＭＲ分光法により簡単に測定される。この技法は、シリ
コーン樹脂の総水酸基量に加えて、シリコーン樹脂及び当初のシリコーン樹脂中に存在し
たネオペンタマー、Ｓｉ（ＯＳｉＭｅ３）４、に由来する、Ｒ２９

３ＳｉＯ１／２（「Ｍ
」）単位とＳｉＯ４／２（「Ｑ」）単位の濃度を定量的に測定することができる。
【０１０７】
　ＭＱシリコーン樹脂は、ベンゼン、トルエン、キシレン、及びヘプタンによって例示さ
れる液体炭化水素等の溶媒に、又は低粘度環式ポリジオルガノシロキサン及び直鎖状ポリ
ジオルガノシロキサン等の液体有機ケイ素化合物）に、可溶である。
【０１０８】
　ＭＱシリコーン樹脂は、式：Ｘ’’ＳｉＯ３／２、によって表される末端単位を、２．
０％又はそれ以下、あるいは０．７％又はそれ以下、あるいは０．３％又はそれ以下、含
有することができ、式中、Ｘ’’は、水酸基、あるいは、メトキシ及びエトキシ等のアル
コキシ；イソプロペニルオキシ等のアルケニルオキシ；メチルエチルケトキシモ等のケト
キシモ；アセトキシ等のカルボキシ；アセトアミドキシ等のアミドキシ；並びにＮ，Ｎ－
ジメチルアミノキシ等のアミノキシ；などの加水分解性基を表す。シリコーン樹脂中に存
在するシラノール基の濃度は、ＦＴＩＲを用いて決定することができる。
【０１０９】
　ＭＱシリコーン樹脂の所望される流動特性達成のために所望されるＭｎは、シリコーン
樹脂のＭｎ、及びこの成分中に存在する、Ｒ２９により表される有機基の種類に、少なく
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とも部分的に依存する。ＭＱシリコーン樹脂のＭｎは、典型的に、３，０００より大きく
、より典型的には、４５００～７５００である。
【０１１０】
　ＭＱシリコーン樹脂は、任意の好適な方法で調製可能である。この種のシリコーン樹脂
は、報告によると、対応するシランの共加水分解により、又は当該技術分野において既知
のシリカヒドロゾルキャッピング法により、調製されている。簡単に述べると、この方法
には、酸性条件下でシリカヒドロゾルを、トリメチルクロロシラン等の加水分解性トリオ
ルガノシラン、ヘキサメチルジシロキサン等のシロキサン、又はそれらの組み合わせと、
反応させることと、Ｍ単位及びＱ単位を含む生成物（ＭＱ樹脂）を回収することが、含ま
れる。得られるＭＱ樹脂は、２重量パーセント～５重量パーセントのケイ素結合水酸基を
含有することができる。
【０１１１】
　ＭＱシリコーン樹脂の調製に用いられる中間体は、式：Ｒ２９

３ＳｉＸ、のトリオルガ
ノシランであることができ、式中、Ｘは、成分（Ｂ）に関して上述したように、加水分解
性基を表し、ハロゲン、アルコキシ、又は水酸基等の４つの加水分解性基を有するシラン
、又はケイ酸ナトリウム等のアルカリ金属ケイ酸塩のいずれかである。
【０１１２】
　いくつかの組成物において、シリコーン樹脂中のケイ素結合水酸基（すなわち、ＨＯＲ
２９ＳｉＯ１／２基又はＨＯＳｉＯ３／２基）の量が、シリコーン樹脂の総重量の０．７
重量％未満、あるいは０．３重量％未満であることが、望ましい。シリコーン樹脂の調製
中に形成されるケイ素結合水酸基は、シリコーン樹脂を、好適な末端基を含有する、シラ
ン、ジシロキサン、又はジシラザンと反応させることにより、トリヒドロカルビルシロキ
シ基又は加水分解性基に転化される。加水分解性基を含有するシランは、シリコーン樹脂
のケイ素結合水酸基の化学量論的量よりも過剰に添加される場合がある。
【０１１３】
　様々な好適なＭＱ樹脂は、Ｍｉｄｌａｎｄ、ＭＩ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉ
ｎｇ社、Ａｌｂａｎｙ、Ｎ．Ｙ．、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＭｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍ
ａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社、及びＥａｓｔ　Ｂｒｕｎｓｗｉｃｋ、Ｎ．Ｊ．、Ｕ．
Ｓ．Ａ．のＢｌｕｅｓｔａｒ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ　ＵＳＡ等から市販されている。例え
ば、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＭＱ－１６００固形樹脂、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩ
ＮＧ（登録商標）ＭＱ－１６０１固形樹脂、及びＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）１
２５０界面活性剤、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）７４６６樹脂、及びＤＯＷ　Ｃ
ＯＲＮＩＮＧ（登録商標）７３６６樹脂（いずれも、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から市販
されている）は、本明細書に記載の方法での使用に好適である。あるいは、同様にＤｏｗ
　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から市販されている、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＭＱ－１
６４０フレーク樹脂のように、Ｍ単位、Ｔ単位、及びＱ単位を含有する樹脂も、使用可能
である。このような樹脂は、有機溶媒の溶液として供給可能である。
【０１１４】
　あるいは、シリコーン樹脂は、シルセスキオキサン樹脂、すなわち、式（Ｒ３１ＳｉＯ

３／２）のＴ単位を含有する樹脂を含むことができる。各Ｒ３１は、独立に、水素原子及
び一価の有機基：メチル、エチル、プロピル、ペンチル、オクチル、デシル、ドデシル、
ウンデシル、及びオクタデシル等のアルキル；シクロペンチル及びシクロヘキシル等のシ
クロアルキル；フェニル、トリル、キシリル、及びベンジル等のアリール；並びに２－フ
ェニルエチル等のアラルキル；によって例示される一価の炭化水素基：クロロメチル基及
びクロロプロピル基等の塩素化アルキル基；フルオロメチル、２－フルオロプロピル、３
，３，３－トリフルオロプロピル、４，４，４－トリフルオロブチル、４，４，４，３，
３－ペンタフルオロブチル、５，５，５，４，４，３，３－ヘプタフルオロペンチル、６
，６，６，５，５，４，４，３，３－ノナフルオロヘキシル、及び８，８，８，７，７－
ペンタフルオロオクチル等のフッ素化アルキル基；２，２－ジクロロシクロプロピル、２
，３－ジクロロシクロペンチル等の塩素化シクロアルキル基；並びに２，２－ジフルオロ
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シクロプロピル、２，３－ジフルオロシクロブチル、３，４－ジフルオロシクロヘキシル
、及び３，４－ジフルオロ－５－メチルシクロヘプチル等のフッ素化シクロアルキル基；
によって例示されるハロゲン化炭化水素基：等の一価の有機基、また、グリシドキシアル
キル等の酸素原子で置換された炭化水素基、及びアミノアルキル等の窒素原子でで置換さ
れた炭化水素基、並びにシアノエチル及びシアノプロピル等のシアノ官能性基等の、他の
一価の有機基から、選択されることができる。本明細書での使用に好適なシルセスキオキ
サン樹脂は、当該技術分野において既知であり、市販されている。例えば、１５のＤＰ及
び１２００ｇ／ｍｏｌの重量平均分子量（Ｍｗ）を有するメチルメトキシシロキサンメチ
ルシルセスキオキサン樹脂は、Ｍｉｄｌａｎｄ、Ｍｉｃｈｉｇａｎ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＤｏ
ｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＵＳ－ＣＦ　２４０３
　Ｒｅｓｉｎとして市販されている。あるいは、シルセスキオキサン樹脂は、フェニルシ
ルセスキオキサン単位、メチルシルセスキオキサン単位、又はこれらの組み合わせを、有
することができる。このような樹脂は、当該技術分野において既知であり、同様にＤｏｗ
　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から市販されている、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）２００フ
レーク樹脂として、入手可能であるあるいは、シリコーン樹脂は、式（Ｒ３１

２ＳｉＯ２

／２）及び／又は式（Ｒ３１Ｒ３２ＳｉＯ２／２）のＤ単位並びに式（Ｒ３１ＳｉＯ３／

２）及び／又は式（Ｒ３２ＳｉＯ３／２）のＴ単位を含むことができ、すなわち、ＤＴ樹
脂であり、式中、Ｒ３１は、上記のとおりであり、Ｒ３２は、上記の基、Ｘ、のような加
水分解性基である。ＤＴ樹脂は、当該技術分野において既知でありかつ市販されており、
例えば、メトキシ官能性ＤＴ樹脂として、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）３０７４
樹脂及びＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）３０３７樹脂が挙げられ、シラノール官能
性樹脂として、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）８００シリーズの樹脂が挙げられ、
いずれも同様にＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から購入可能である。他の好適な樹脂として、
メチル基及びフェニル基を含有するＤＴ樹脂が挙げられる。
【０１１５】
　本組成物に添加されるシリコーン樹脂の量は、本組成物の最終用途に応じて変えること
ができる。例えば、本組成物の反応生成物がゲルである場合、シリコーン樹脂がほとんど
添加されない又は全く添加されないこともある。しかし、本組成物中のシリコーン樹脂の
量は、本組成物中の全成分の重量に基づいて、０重量％～９０重量％、あるいは０．１重
量％～５０重量％の範囲であることができる。
【０１１６】
　成分（Ｂ）の量は、本組成物の反応生成物の最終用途、成分（Ｂ）用に選択されるベー
スポリマーの種類、並びに、存在する場合には、何らかの追加の成分の種類及び量を含む
、様々な因子に応じて変えることができる。しかし、成分（Ｂ）の量は、本組成物の０．
０１重量％～９９重量％、あるいは１０重量％～９５重量％、あるいは１０重量％～６５
重量％の範囲にわたることができる。
【０１１７】
　成分（Ｂ）は、単一のベースポリマーであることも、平均分子量、加水分解性置換基、
シロキサン単位、配列、及び粘度といった特性の少なくとも１つが異なる、２つ又はそれ
以上のベースポリマーの組み合わせであることもできる。成分（Ｂ）の１つのベースポリ
マーが、平均して加水分解性置換基を１分子当たり１個～２個のみ含有する場合、本組成
物は、平均して１分子当たり２個を超える加水分解性置換基を有する追加のベースポリマ
ー、又は架橋剤である成分（Ｃ）を、あるいはその双方を、更に含むことができる。
【０１１８】
　本組成物は、任意選択で、１つ又は複数の付加成分、すなわち、成分（Ａ）及び（Ｂ）
に加えて成分（Ａ）及び（Ｂ）とは異なる成分を、更に含むことができる。付加成分は、
存在する場合、本組成物の使用方法及び／又は本組成物の硬化生成物の最終用途等の要因
に基づいて、選択されることができる。付加成分は、（Ｃ）架橋剤；（Ｄ）乾燥剤；（Ｅ
）増量剤、可塑剤、あるいはこれらの組み合わせ；（Ｆ）（ｆ１）補強充填剤、（ｆ２）
増量充填剤、（ｆ３）伝導性充填剤（例えば、電気的に伝導性の、熱的に伝導性の、ある
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いはその双方の）等の充填剤；（Ｇ）充填剤処理剤；（Ｈ）（ｈ１）殺菌剤、（ｈ２）除
草剤、（ｈ３）殺虫剤、又は（ｈ４）抗菌剤等の殺生物剤；（Ｊ）難燃剤；（Ｋ）（ｋ１
）接着促進剤又は（ｋ２）離型剤等の表面改質剤；（Ｌ）鎖延長剤；（Ｍ）末端封止剤；
（Ｎ）非反応性バインダー；（Ｏ）老化防止剤；（Ｐ）水放出剤；（Ｑ）色素；（Ｒ）レ
オロジー添加剤；（Ｓ）ビヒクル；（Ｔ）粘着付与剤；（Ｕ）腐食防止剤；並びにこれら
の組み合わせ、であることができる。これらの付加成分は、互いに異なっている。いくつ
かの実施形態において、付加成分（Ｃ）～（Ｕ）の少なくとも１つ、あるいはそれぞれ、
並びにこれらの組み合わせが、成分（Ｂ）の縮合反応を完全に防止することはない。
【０１１９】
　成分（Ｃ）は、例えば、成分（Ｂ）が平均して加水分解性置換基を１分子当たり１個又
は２個のみ含有する場合に及び／又は本組成物の縮合反応により調製される反応生成物の
架橋密度を上昇させるために、本組成物に加えられる架橋剤である。一般的に、成分（Ｃ
）は、本組成物の反応生成物において所望される架橋度に基づいて変化する可能性がある
機能性により、並びに、前記反応生成物が縮合反応の副生成物に起因する過度の重量損失
を生じないように、選択される。一般的に、成分（Ｃ）の選択は、本組成物が、水分不透
過性パッケージ中での数ヶ月にわたる保存の間に、反応性を十分に維持し有用であり続け
るように、なされる。一般的に、成分（Ｃ）は、成分（Ｃ）上の加水分解性置換基が、成
分（Ｂ）と反応性であるように、選択される。例えば、成分（Ｂ）中のＸが水酸基である
場合、成分（Ｃ）の加水分解性置換基は、水素原子、ハロゲン原子、アミド基、アシロキ
シ基、炭化水素オキシ基、アミノ基、アミノキシ基、メルカプト基、オキシモ基、ケトキ
シモ基、又はアルコキシシリルヒドロカルビレン基、あるいはこれらの組み合わせである
ことができる。成分（Ｃ）の正確な量は、選択されるベースポリマー及び架橋剤の種類、
ベースポリマー及び架橋剤上の加水分解性置換基の反応性、並びに、反応生成物の所望さ
れる架橋密度を含む、要因に応じて変えることができる。しかし、架橋剤の量は、成分（
Ｂ）１００重量部に基づいて、０．５重量部～１００重量部の範囲にわたることができる
。
【０１２０】
　成分（Ｃ）は、加水分解性基又はその部分加水分解生成物若しくは完全加水分解生成物
を有するシラン架橋剤を含むことができる。成分（Ｃ）は、成分（Ｂ）上の加水分解性置
換基と反応する、平均して１分子当たり２個を超える置換基を、有する。成分（Ｃ）に用
いられる好適なシラン架橋剤の例として、一般式（ＩＩＩ）、Ｒ８

ｋＳｉ（Ｒ９）（４－

ｋ）、を挙げることができ、式中、各Ｒ８は、独立に、アルキル基等の一価の炭化水素基
であり、各Ｒ９は、成分（Ｂ）に関して上記のＸと同一であることができる、加水分解性
置換基である。あるいは、各Ｒ９は、例えば、水素原子、ハロゲン原子、アセトアミド基
、アセトキシ等のアシルオキシ基、アルコキシ基、アミド基、アミノ基、アミノオキシ基
、水酸基、オキシモ基、ケトキシモ基、又はメチルアセトアミド基であることができ、下
付き文字ｋの各例は、０、１、２、又は３であることができる。成分（Ｃ）に関して、下
付き文字ｋは、２より大きい平均値を有する。あるいは、下付き文字ｋは、３～４の範囲
の値を有することができる。あるいは、各Ｒ９は、独立に、水酸基、アルコキシ、アセト
キシ、アミド、又はオキシムから選択されることができる。あるいは、成分（Ｃ）は、ア
シルオキシシラン、アルコキシシラン、ケトキシモシラン、及びオキシモシランから選択
されることができる。
【０１２１】
　成分（Ｃ）は、ジアルキルジアルコキシシラン等のジアルコキシシラン；アルキルトリ
アルコキシシラン等のトリアルコキシシラン；テトラアルコキシシラン；あるいはこれら
の部分加水分解生成物又は完全加水分解生成物、又はこれらの別の組み合わせによって、
例示されるアルコキシシランを含むことができる。好適なトリアルコキシシランの例とし
て、メチルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、エチルトリメトキシシラン
、エチルトリエトキシシラン、イソブチルトリメトキシシラン、イソブチルトリエトキシ
シラン、及びこれらの組み合わせ、あるいは、メチルメトキシシランが挙げられる。好適
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なテトラアルコキシシランの例として、テトラエトキシシランが挙げられる。硬化性シリ
コーン組成物中で使用されるアルコキシシランの量は、成分（Ｂ）１００重量部当たり０
．５～１５重量部の範囲であることができる。
【０１２２】
　成分（Ｃ）は、アセトキシシラン等のアシルオキシシランを含むことができる。アセト
キシシランには、テトラアセトキシシラン、オルガノトリアセトキシシラン、ジオルガノ
ジアセトキシシラン、又はこれらの組み合わせが、含まれる。アセトキシシランは、メチ
ル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、及びターシャルブチル等のアルキル基；
ビニル、アリル、又はヘキセニル等のアルケニル基；フェニル、トリル、又はキシリル等
のアリール基；ベンジル又は２－フェニルエチル等のアラルキル基；並びに、３，３，３
－トリフルオロプロピル等のフッ素化アルキル基を、含むことができる。典型的なアセト
キシシランには、テトラアセトキシシラン、メチルトリアセトキシシラン、エチルトリア
セトキシシラン、ビニルトリアセトキシシラン、プロピルトリアセトキシシラン、ブチル
トリアセトキシシラン、フェニルトリアセトキシシラン、オクチルトリアセトキシシラン
、ジメチルジアセトキシシラン、フェニルメチルジアセトキシシラン、ビニルメチルジア
セトキシシラン、ジフェニルジアセトキシシラン、テトラアセトキシシラン、及びこれら
の組み合わせが、含まれるが、これらに限定されるものではない。あるいは、成分（Ｃ）
は、オルガノトリアセトキシシラン、例えば、メチルトリアセトキシシラン及びエチルト
リアセトキシシランを含む混合物を、含むことができる。硬化性シリコーン組成物中に用
いられるアセトキシシランの量は、成分（Ｂ）１００重量部当たり０．５重量部～１５重
量部の範囲；あるいは成分（Ｂ）１００重量部当たり３重量部～１０重量部の範囲で、あ
ることができる。
【０１２３】
　本組成物で使用可能なアルコキシ基及びアセトキシ基の双方を含有する成分（Ｃ）に好
適なシランの例として、メチルジアセトキシメトキシシラン、メチルアセトキシジメトキ
シシラン、ビニルジアセトキシメトキシシラン、ビニルアセトキシジメトキシシラン、メ
チルジアセトキシエトキシシラン、メチルアセトキシジエトキシシラン、及びこれらの組
み合わせが挙げられる。
【０１２４】
　成分（Ｃ）に好適なアミノ官能性アルコキシシランは、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２Ｓｉ（ＯＣ
Ｈ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）３Ｓｉ（Ｏ
ＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓ
ｉ（ＯＣＨ３）３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、ＣＨ３ＮＨ（Ｃ
Ｈ２）５Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）５Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、Ｈ２

Ｎ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２

）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ

３）３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、Ｃ４Ｈ９

ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｃ４Ｈ９ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ
（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２

、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３

ＯＣＨ３）２、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ

２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３

）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）５ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）５Ｓｉ
ＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ

３）２、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、ＣＨ３

ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）２

ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、Ｃ４Ｈ９ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（Ｃ
Ｈ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、Ｃ４Ｈ９ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣ
Ｈ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、及びこれらの組み合わせ、によって例示される。
【０１２５】
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　成分（Ｃ）に好適なオキシモシランには、メチルトリオキシモシラン、エチルトリオキ
シモシラン、プロピルトリオキシモシラン、及びブチルトリオキシモシラン等のアルキル
トリオキシモシラン；メトキシトリオキシモシラン、エトキシトリオキシモシラン、及び
プロポキシトリオキシモシラン等のアルコキシトリオキシモシラン；あるいは、プロペニ
ルトリオキシモシラン又はブテニルトリオキシモシラン等のアルケニルトリオキシモシラ
ン；ビニルオキシモシラン等のアルケニルオキシモシラン；ビニルメチルジオキシモシラ
ン、ビニルエチルジオキシモシラン、ビニルメチルジオキシモシラン、又はビニルエチル
ジオキシモシラン等のアルケニルアルキルジオキシモシラン；あるいは、これらの組み合
わせが、含まれる。
【０１２６】
　成分（Ｃ）に好適なケトキシモシランには、メチルトリス（ジメチルケトキシモ）シラ
ン、メチルトリス（メチルエチルケトキシモ）シラン、メチルトリス（メチルプロピルケ
トキシモ）シラン、メチルトリス（メチルイソブチルケトキシモ）シラン、エチルトリス
（ジメチルケトキシモ）シラン、エチルトリス（メチルエチルケトキシモ）シラン、エチ
ルトリス（メチルプロピルケトキシモ）シラン、エチルトリス（メチルイソブチルケトキ
シモ）シラン、ビニルトリス（ジメチルケトキシモ）シラン、ビニルトリス（メチルエチ
ルケトキシモ）シラン、ビニルトリス（メチルプロピルケトキシモ）シラン、ビニルトリ
ス（メチルイソブチルケトキシモ）シラン、テトラキス（ジメチルケトキシモ）シラン、
テトラキス（メチルエチルケトキシモ）シラン、テトラキス（メチルプロピルケトキシモ
）シラン、テトラキス（メチルイソブチルケトキシモ）シラン、メチルビス（ジメチルケ
トキシモ）シラン、メチルビス（シクロヘキシルケトキシモ）シラン、トリエトキシ（エ
チルメチルケトキシム）シラン、ジエトキシジ（エチルメチルケトキシム）シラン、エト
キシトリ（エチルメチルケトキシム）シラン、メチルビニルビス（メチルイソブチルケト
キシモ）シラン、又はこれらの組み合わせが、含まれる。
【０１２７】
　あるいは、成分（Ｃ）は、高分子であることができる。例えば、成分（Ｃ）は、ビス（
トリエトキシシリル）ヘキサン、１，４－ビス［トリメトキシシリル（エチル）］ベンゼ
ン、及びビス［３－（トリエトキシシリル）プロピル］テトラスルフィド等のジシランを
含むことができる。
【０１２８】
　成分（Ｃ）は、単一の架橋剤であることも、ケイ素原子に結合した加水分解性置換基及
び他の有機基、高分子架橋剤を用いる場合には、シロキサン単位、構造、分子量、及び配
列、といった特性の少なくとも１つが異なる、２つ又はそれ以上の架橋剤の組み合わせで
あることもできる。
【０１２９】
　成分（Ｄ）は、乾燥剤である。乾燥剤は、様々な源からの水と結合する。例えば、乾燥
剤は、水及びアルコール等の、縮合反応の副生成物と結合可能である。
【０１３０】
　成分（Ｄ）に用いられる好適な吸収剤の例として、無機微粒子を挙げることができる。
吸収剤は、１０マイクロメートル又はそれ以下、あるいは５マイクロメートル又はそれ以
下の、粒径を有することができる。吸収剤は、例えば、１０Å（オングストローム）又は
それ以下、あるいは５Å又はそれ以下、あるいは３Å又はそれ以下の、水及びアルコール
の吸収に十分な平均孔径を有することができる。吸収剤の例として、菱沸石、モルデン沸
石、及び方沸石等のゼオライト；アルカリ金属アルミノケイ酸塩、シリカゲル、シリカマ
グネシアゲル、活性炭、活性アルミナ、酸化カルシウム等のモレキュラーシーブス；及び
これらの組み合わせが挙げられる。
【０１３１】
　市販の乾燥剤の例として、Ｇｒａｃｅ　Ｄａｖｉｄｓｏｎ社から商品名ＳＹＬＯＳＩＶ
（登録商標）として、及びＬｏｕｉｓｖｉｌｌｅ、Ｋｅｎｔｕｃｋｙ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＺ
ｅｏｃｈｅｍ社から商品名ＰＵＲＭＯＬとして、市販されている３Å（オングストローム
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）モレキュラーシーブス、並びにＷａｒｒｉｎｇｔｏｎ、ＥｎｇｌａｎｄのＩｎｅｏｓ　
Ｓｉｌｉｃａｓ社から入手可能なＤｏｕｃｉｌゼオライト４Ａ等の４Å（オングストロー
ム）モレキュラーシーブス等の、乾燥モレキュラーシーブスが挙げられる。他の有用なモ
レキュラーシーブスとして、Ｉｌｌｉｎｏｉｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＵＯＰ社から入手可能な
、ＭＯＬＳＩＶ　ＡＤＳＯＲＢＥＮＴタイプ１３Ｘ、３Ａ、４Ａ、及び５Ａ；Ｐｈｉｌａ
ｄｅｌｐｈｉａ、Ｐｅｎｓｙｌｖａｎｉａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＡｔｏｆｉｎａ社から入手可
能なＳＩＬＩＰＯＲＩＴＥ　ＮＫ３０ＡＰ及び６５ｘＰ；並びに、Ｍａｒｙｌａｎｄ、Ｕ
．Ｓ．Ａ．のＷ．Ｒ．Ｇｒａｃｅ社から入手可能なモレキュラーシーブスが挙げられる。
【０１３２】
　あるいは、乾燥剤は、化学的手段によって、水及び／又は他の副生成物と結合できる。
（成分（Ｃ）に加えて）本組成物に添加されるシラン架橋剤の一定量は、化学的乾燥剤と
しても機能することができる。理論に束縛されることなく、化学的乾燥剤は、本組成物の
複数の構成部分の内の乾燥部分に添加され、本組成物のそれらの部分が混合された後に、
本組成物を水無しに保つことができると、考えられる。例えば、乾燥剤として好適なアル
コキシシランには、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、及びこれら
の組み合わせが、含まれる。
【０１３３】
　成分（Ｄ）の量は、選択される具体的な乾燥剤に依存する。しかし、成分（Ｄ）が化学
的乾燥剤である場合、その量は、０重量部～５重量部、あるいは０．１重量部～０．５重
量部の、範囲であることができる。成分（Ｄ）は、単一の化学的乾燥剤であることができ
る。あるいは、成分（Ｄ）は、２つ又はそれ以上の異なる化学的乾燥剤を含むことができ
る。
【０１３４】
　成分（Ｅ）は、増量剤及び／又は可塑剤である。非官能性ポリオルガノシロキサンを含
む増量剤を、本組成物に用いることができる。例えば、非官能性ポリオルガノシロキサン
は、式：Ｒ２２

２ＳｉＯ２／２、の二官能性単位及び式：Ｒ２３
３ＳｉＤ’－、の末端単

位を含むことができ、式中、各Ｒ２２及び各Ｒ２３は、独立に、メチル、エチル、プロピ
ル、及びブチル等のアルキル；ビニル、アリル、及びヘキシル等のアルケニル；フェニル
、トリル、キシリル、及びナフチル等のアリール；並びに、フェニルエチル等のアラルキ
ル基；によって例示される一価の炭化水素基等の一価の有機基であり、Ｄ’は、酸素原子
、又は他のケイ素原子を有する末端単位のケイ素原子に結合している二価の基（上記の成
分（Ｂ）の基Ｄのような）である、あるいは、Ｄ’は、酸素原子である。非官能性ポリオ
ルガノシロキサンは、当該技術分野において既知であり、市販されている。好適な非官能
性ポリオルガノシロキサンは、ポリジメチルシロキサンによって例示されるが、これに限
定されるものではない。このようなポリジメチルシロキサンとして、Ｍｉｄｌａｎｄ、Ｍ
ｉｃｈｉｇａｎ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から市販されており、５０ｍ
ｍ２／ｓ～１００，０００ｍｍ２／ｓ（５０ｃＳｔ～１００，０００ｃＳｔ）、あるいは
５０ｍｍ２／ｓ～５０，０００ｍｍ２／ｓ（５０ｃＳｔ～５０，０００ｃＳｔ）、あるい
は１２，５００ｍｍ２／ｓ～６０，０００ｍｍ２／ｓ（１２，５００ｃＳｔ～６０，００
０ｃＳｔ）の範囲の粘度を有することができる、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）２
００流体が挙げられる。
【０１３５】
　有機可塑剤は、上記の非官能性ポリオルガノシロキサン増量剤に加えて、又はその代わ
りに、使用可能である。有機可塑剤は、当技術分野において既知であり、市販されている
。有機可塑剤は、フタレート、カルボキシレート、カルボン酸エステル、アジペート、又
はこれらの組み合わせを、含むことができる。有機可塑剤は、ビス（２－エチルヘキシル
）テレフタレート；ビス（２－エチルヘキシル）１，４－ベンゼンジカルボキシレート；
２－エチルヘキシルメチル－１，４－ベンゼンジカルボキシレート；１，２－シクロヘキ
サンジカルボン酸ジノニルエステル、分岐又は直鎖；ビス（２－プロピルヘプチル）フタ
レート；ジイソノニルアジペート；及びこれらの組み合わせ、からなる群から、選択可能
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である。
【０１３６】
　有機可塑剤は、式、
【化３１】

　の基を１分子当たり平均して少なくとも１個有することができ、式中、Ｒ１８は、水素
原子又は一価の有機基を表す。あるいは、Ｒ１８は、分岐又は直鎖の一価の炭化水素基を
、表すことができる。一価の有機基は、４個～１５個の炭素原子、あるいは９個～１２個
の炭素原子を有するアルキル基等の、分岐又は直鎖の一価の炭化水素基であることができ
る。好適な可塑剤は、アジペート、カルボキシレート、フタレート、及びこれらの組み合
わせ、からなる群から選択されることができる。
【０１３７】
　あるいは、有機可塑剤は、環式炭化水素中の炭素原子に結合した上記の式の基を、１分
子当たり平均で少なくとも２個有することができる。有機可塑剤は、一般式、
【化３２】

　を有することができる。
　この式において、基Ｚは、３個又はそれ以上の炭素原子、あるいは３個～１５個の炭素
原子を、有する、炭素環式基を表す。下付き文字ｓは、１～１２の範囲の値を、有するこ
とができる。基Ｚは、飽和基又は芳香族基であることができる。各Ｒ２０は、独立に、水
素原子、あるいは分岐若しくは直鎖の一価の有機基である。Ｒ１９の一価の有機基は、メ
チル、エチル、又はブチル等のアルキル基であることができる。あるいは、Ｒ２０の一価
の有機基は、エステル官能基であることができる。各Ｒ１９は、独立に、４個～１５個の
炭素原子を有するアルキル基等の、分岐又は直鎖の一価の炭化水素基である。
【０１３８】
　好適な有機可塑剤は、当該技術分野において既知であり、市販されている。可塑剤は、
ジブチルフタレート（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）ＤＢＰ可塑剤）、ジヘプチルフタレート、
ジ（２－エチルヘキシル）フタレート、又はジイソデシルフタレート（ＤＩＤＰ）、ビス
（２－プロピルヘプチル）フタレート（ＢＡＳＦ　Ｐａｌａｔｉｎｏｌ（登録商標）ＤＰ
ＨＰ）、ジ（２－エチルヘキシル）フタレート（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）ＤＯＰ可塑剤）
、ジメチルフタレート（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）ＤＭＰ可塑剤）等のジアルキルフタレー
ト；ジエチルフタレート（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）ＤＭＰ可塑剤）；ブチルベンジルフタ
レート、及びビス（２－エチルヘキシル）テレフタレート（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）４２
５可塑剤）；等のフタレート：１，２－ベンゼンジカルボン酸のベンジル、Ｃ７～Ｃ９直
鎖及び分岐アルキルエステル（Ｆｅｒｒｏ　ＳＡＮＴＩＣＩＺＥＲ（登録商標）２６１Ａ
）等のジカルボキシレート、１，２，４－ベンゼントリカルボン酸（ＢＡＳＦ　Ｐａｌａ
ｔｉｏｎｌ（登録商標）ＴＯＴＭ－Ｉ）；ビス（２－エチルヘキシル）１，４－ベンゼン
ジカルボキシレート（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）１６８可塑剤）；２－エチルヘキシルメチ
ル－１，４－ベンゼンジカルボキシレート；１，２－シクロヘキサンジカルボン酸の分岐
及び直鎖ジノニルエステル（（ＢＡＳＦ　Ｈｅｘａｍｏｌｌ（登録商標）ＤＩＮＣＨ）；
ジイソノニルアジペート；トリオクチルトリメリテート（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）ＴＯＴ
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Ｍ可塑剤）等のトリメリテート；トリエチレングリコールビス（２－エチルヘキサノエー
ト）（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）ＴＥＧ－ＥＨ可塑剤）；トリアセチン（Ｅａｓｔｍａｎ（
商標）トリアセチン）；ジオクチルアジペート、ビス（２－エチルヘキシル）アジペート
（Ｅａｓｔｍａｎ（商標）ＤＯＡ可塑剤及びＥａｓｔｍａｎ（商標）ＤＯＡ可塑剤のＫｏ
ｓｈｅｒ）、ジ－２－エチルヘキシルアジペート（ＢＡＳＦ　Ｐｌａｓｔｏｍｏｌｌ（登
録商標）ＤＯＡ）、ジオクチルセバケート、ジブチルセバケート、及びジイソドデシルサ
クシネート等の非芳香族二塩基酸エステル；ブチルオレエート及びメチルアセチルレシノ
レート等の脂肪族エステル；トリクレシルホスフェート及びトリブチルホスフェート等の
リン酸エステル；塩素化パラフィン；アルキルジフェニル及び部分水素添加ターフェニル
等の炭化水素油；プロセスオイル；エポキシ化大豆油及びベンジルエポキシステアレート
等のエポキシ可塑剤；トリス（２－エチルヘキシル）エステル；脂肪酸エステル；並びに
、これらの組み合わせを、含むことができる。他の好適な可塑剤とそれらの市販元の例と
して、ＢＡＳＦ　Ｐａｌａｍｏｌｌ（登録商標）６５２及びＥａｓｔｍａｎ　１６８　Ｘ
ｔｒｅｍｅ（商標）可塑剤が挙げられる。
【０１３９】
　あるいは、ポリマー可塑剤を用いることもできる。ポリマー可塑剤の例として、様々な
方法でビニルモノマー又はアリルモノマーを重合することで得られるアルケニルポリマー
；ジエチレングリコールジベンゾエート、トリエチレングリコールジベンゾエート、及び
ペンタエリスリトールエステル等のポリアルキレングリコールエステル；セバシン酸、ア
ジピン酸、アゼライン酸、及びフタル酸等の二塩基酸と、エチレングリコール、ジエチレ
ングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、及びジプロピレングリ
コール等の二価のアルコールから得られる、ポリエステル可塑剤；ポリエチレングリコー
ル、ポリプロピレングリコール、及びポリテトラメチレングリコール等の、それぞれが５
００以上の分子量を有するポリエーテルポリオールを含むポリエーテル；ポリスチレン及
びポリ－α－メチルスチレン等のポリスチレン；並びに、ポリブタジエン、ポリブテン、
ポリイソブチレン、ブタジエンアクリロニトリル、及びポリクロロプレンが挙げられる。
【０１４０】
　有機可塑剤が存在する場合、有機可塑剤の量は、本組成物中の全成分の総重量に基づい
て、５重量部～１５０重量部の範囲であることができる。
【０１４１】
　成分（Ｅ）として用いられる上記のポリオルガノシロキサン増量剤及び有機可塑剤は、
それぞれ単独に、あるいはこれらを２つ以上組み合わせて、のいずれかで使用されること
ができる。低分子量有機可塑剤と高分子量ポリマー可塑剤とを、組み合わせて使用するこ
とができる。本組成物において用いられる成分（Ｅ）の正確な量は、本組成物及びその硬
化生成物の所望される最終用途を含む様々な因子に応じて変えることができる。しかし、
成分（Ｅ）の量は、本組成物中の全成分の総重量に基づいて、０．１重量％～１０重量％
の範囲であることができる。
【０１４２】
　成分（Ｆ）は、充填剤である。充填剤は、補強充填剤、増量充填剤、伝導性充填剤、又
はこれらの組み合わせを含むことができる。例えば、本組成物は、任意選択で、成分（ｆ
１）補強充填剤を更に含むことができ、使用する場合、本組成物の重量に基づいて、０．
１重量％～９５重量％、あるいは１重量％～６０重量％の範囲の量で添加できる。成分（
ｆ１）の正確な量は、本組成物の反応生成物の形状及び他の充填剤の添加の有無を含む、
様々な因子に依存する。好適な補強充填剤の例として、ヒュームドシリカ、シリカエアロ
ゲル、シリカキセロゲル、及び沈殿シリカ等の補強シリカ充填剤が挙げられる。ヒューム
ドシリカは、当該技術分野において既知であり、市販されており、例えば、Ｍａｓｓａｃ
ｈｕｓｅｔｔｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＣａｂｏｔ社からＣＡＢ－Ｏ－ＳＩＬという商品名で販
売されている。
【０１４３】
　本組成物は、任意選択で、成分（ｆ２）増量充填剤を、本組成物の重量に基づいて、０
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．１重量％～９５重量％、あるいは１重量％～６０重量％、あるいは１重量％～２０重量
％の範囲で、更に含むことができる。増量充填剤の例として、破砕石英、酸化アルミニウ
ム、酸化マグネシウム、沈降炭酸カルシウム等の炭酸カルシウム、酸化亜鉛、タルク、珪
藻土、酸化鉄、粘土、雲母、白亜、二酸化チタン、ジルコニア、砂、カーボンブラック、
グラファイト、又はこれらの組み合わせが挙げられる。増量充填剤は、当該技術分野にお
いて既知であり、市販されており、粉砕シリカなどの増量充填剤が、Ｂｅｒｋｅｌｅｙ　
Ｓｐｒｉｎｇｓ、ＷＶ．のＵ．Ｓ．Ｓｉｌｉｃａ社によってＭＩＮ－Ｕ－ＳＩＬｉｃａと
いう商品名で販売されている。好適な沈降炭酸カルシウムとして、Ｓｏｌｖａｙ社のＷｉ
ｎｎｏｆｉｌ（登録商標）ＳＰＭ、並びに、ＳＭＩ社のＵｌｔｒａｐｆｌｅｘ（登録商標
）及びＵｌｔｒａｐｆｌｅｘ（登録商標）１００が挙げられる。
【０１４４】
　本組成物は、任意選択で、成分（ｆ３）伝導性充填剤を更に含むことができる。伝導性
充填剤は、熱伝導性、電気伝導性、又はその双方、であることができる。伝導性充填剤は
、当該技術分野において既知であり、金属微粒子（アルミニウム、銅、金、ニッケル、銀
、及びこれらの組み合わせ等）；非伝導性基質上にコートされた金属；金属酸化物（酸化
アルミニウム、酸化ベリリウム、酸化マグネシウム、酸化亜鉛、及びこれらの組み合わせ
等）、溶融性充填剤（例えば、ハンダ）、窒化アルミニウム、三水和アルミナ、チタン酸
バリウム、窒化ボロン、炭素ファイバー、ダイアモンド、グラファイト、水酸化マグネシ
ウム、オニキス、炭化ケイ素、炭化タングステン、並びにこれらの組み合わせによって、
例示される。
【０１４５】
　あるいは、他の充填剤を本組成物に加えることもでき、その種類及び量は、本組成物の
硬化生成物の最終用途等の因子による。そのような他の充填剤の例として、フェライト等
の磁性粒子、並びに溶融ガラスミクロスフェア、チタニア、及び炭酸カルシウム等の誘電
体微粒子が挙げられる。
【０１４６】
　本組成物は、任意選択で、成分（Ｇ）処理剤を更に含むことができる。成分（Ｇ）の量
は、選択される処理剤の種類、処理される微粒子の種類及び量、並びに微粒子が本組成物
への添加前に処理されるか否か、又は微粒子がその場で処理されるか否か、等の因子に応
じて変えることができる。しかし、成分（Ｇ）は、本組成物の重量に基づいて、０．０１
重量％～２０重量％、あるいは０．１重量％～１５重量％、あるいは０．５重量％～５重
量％の範囲で、使用可能である。充填剤、物理的乾燥剤、いくつかの難燃剤、いくつかの
色素、及び／又は、いくつかの水放出剤等の微粒子が存在する場合、任意選択で、成分（
Ｇ）で表面処理することができる。微粒子は、本組成物に添加される前に、又はその場に
て、成分（Ｇ）で処理されることができる。成分（Ｇ）は、アルコキシシラン、アルコキ
シ官能性オリゴシロキサン、環式ポリオルガノシロキサン、ジメチルシロキサン又はメチ
ルフェニルシロキサン等の水酸官能性オリゴシロキサン、あるいは脂肪酸を、含むことが
できる。脂肪酸の例として、ステアリン酸カルシウム等のステアレートが挙げられる。
【０１４７】
　成分（Ｇ）としての使用が可能な、いくつかの典型的な有機ケイ素充填剤処理剤は、オ
ルガノクロロシラン、オルガノシロキサン、ヘキサアルキルジシラザン等のオルガノジシ
ラザン、並びにＣ６Ｈ１３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｃ８Ｈ１７Ｓｉ（ＯＣ２Ｈ５）３、Ｃ１

０Ｈ２１Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｃ１２Ｈ２５Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｃ１４Ｈ２９Ｓｉ（Ｏ
Ｃ２Ｈ５）３、及びＣ６Ｈ５ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＯＣＨ３）３等のオルガノアルコキシシ
ランといった、通常はシリカ充填剤の処理に用いられる組成物が、含まれる。使用可能な
他の処理剤には、アルキルチオール、脂肪酸、チタネート、チタネートカップリング剤、
ジルコネートカップリング剤、及びこれらの組み合わせが、含まれる。
【０１４８】
　あるいは、成分（Ｇ）は、式：Ｒ１３

ｏＳｉ（ＯＲ１４）（４－ｐ）、を有するアルコ
キシシランを含むことができ、式中、下付き文字ｐは、１～３の範囲の値を有することが
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でき、あるいは、下付き文字ｐは、３である。各Ｒ１３は、独立に、１個～５０個の炭素
原子、あるいは８個～３０個の炭素原子、あるいは８個～１８個の炭素原子を、有する一
価の炭化水素基等の一価の有機基である。Ｒ１３は、ヘキシル、オクチル、ドデシル、テ
トラデシル、ヘキサデシル、及びオクタデシル等のアルキル基；並びにベンジル及びフェ
ニルエチル等の芳香族基によって、例示される。Ｒ１３は、飽和又は不飽和である、ある
いは、分岐又は未分岐であることも、できる。あるいは、Ｒ１３は、飽和かつ非分岐であ
ることができる。
【０１４９】
　各Ｒ１４は、独立に、１個～４個の炭素原子、あるいは１個～２個の炭素原子を有する
、飽和炭化水素基である。成分（Ｇ）は、ヘキシルトリメトキシシラン、オクチルトリエ
トキシシラン、デシルトリメトキシシラン、ドデシルトリメトキシシラン、テトラデシル
トリメトキシシラン、フェニルエチルトリメトキシシラン、オクタデシルトリメトキシシ
ラン、オクタデシルトリエトキシシラン、及びこれらの組み合わせによって例示される。
【０１５０】
　アルコキシ官能性オリゴシロキサンも、処理剤として使用可能である。例えば、好適な
アルコキシ官能性オリゴシロキサンには、式：（Ｒ１５Ｏ）ｑＳｉ（ＯＳｉＲ１６

２Ｒ１

７）（４－ｑ）、のアルコキシ官能性オリゴシロキサンが、含まれる。この式において、
下付き文字ｑは、１、２、又は３であり、あるいは、下付き文字ｑは、３である。各Ｒ１

５は、アルキル基であることができる。各Ｒ１６は、１個～１０個の炭素原子を有する、
不飽和一価の炭化水素基であることができる。各Ｒ１７は、少なくとも１０個の炭素原子
を有する、不飽和一価の炭化水素基であることができる。
【０１５１】
　金属充填剤等のいくつかの微粒子を、オクタデシルメルカプタン等のアルキルチオール
；オレイン酸及びステアリン酸等の脂肪酸；並びにこれらの組み合わせで、処理すること
ができる。
【０１５２】
　その他の処理剤として、アルケニル官能性ポリオルガノシロキサンが挙げられる。好適
なアルケニル官能性ポリオルガノシロキサンとして、下式が挙げられるが、これらに限定
されるものではない：
【化３３】

　式中、下付き文字ｒは、最大１，５００の値を有する。
【０１５３】
　あるいは、水素結合が可能なポリオルガノシロキサンが、処理剤として有用である。充
填剤の表面を処理するためのこの戦略は、相溶化部分を充填剤表面に結び付けるための手
段として、密集した又は分散した又は両方である複数の水素結合を利用する。水素結合す
ることができるポリオルガノシロキサンは、１分子あたり平均で少なくとも１個の水素結
合可能なケイ素結合基を有する。ケイ素結合基は、多重ヒドロキシル官能基を有する有機
基、又は少なくとも１つのアミノ官能基を有する有機基から、選択されることができる。
水素結合することができるポリオルガノシロキサンとは、水素結合が、ポリオルガノシロ
キサンの充填剤への付着の第一モードであることを、意味する。ポリオルガノシロキサン
は、充填剤と共有結合を形成できなくてもよい。ポリオルガノシロキサンは、縮合可能な
シリル基、例えば、ケイ素が結合したアルコキシ基、シラザン、及びシラノール、を含ま
なくてもよい。水素結合することができるポリオルガノシロキサンは、糖－シロキサンポ
リマー、アミノ官能性ポリオルガノシロキサン、及びこれらの組み合わせ、からなる群か
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ら選択されることができる。あるいは、水素結合することができるポリオルガノシロキサ
ンは、糖－シロキサンポリマーであることができる。
【０１５４】
　成分（Ｈ）は、殺生物剤である。成分（Ｈ）の量は、選択される殺生物剤の種類及び所
望される効果等の因子に応じて、変えることができる。しかし、成分（Ｈ）の量は、本組
成物中の全成分の重量に基づいて、０重量％超～５重量％の範囲であることができる。成
分（Ｈ）は、（ｈ１）殺菌剤、（ｈ２）除草剤、（ｈ３）殺虫剤、（ｈ４）抗菌剤、又は
これらの組み合わせによって、例示される。
【０１５５】
　成分（ｈ１）は、殺菌剤であり、例えば、これらの例として、Ｎ－置換ベンズイミダゾ
ールカルバメート；メチル２－ベンズイミダゾリルカルバメート、エチル２－ベンズイミ
ダゾリルカルバメート、イソプロピル２－ベンズイミダゾリルカルバメート、メチルＮ－
｛２－［１－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、
メチルＮ－｛２－［１－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）－６－メチルベンズイミダゾ
リル］｝カルバメート、メチルＮ－｛２－［１－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）－５
－メチルベンズイミダゾリル］｝カルバメート、メチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－メチルカ
ルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、メチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－メチ
ルカルバモイル）－６－メチルベンズイミダゾリル］｝カルバメート、メチルＮ－｛２－
［１－（Ｎ－メチルカルバモイル）－５－メチルベンズイミダゾリル］｝カルバメート、
エチルＮ－｛２－［１－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カル
バメート、エチルＮ－｛２－［２－（Ｎ－メチルカルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝
カルバメート、エチルＮ－｛２－［１－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）－６－メチル
ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、エチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－メチルカルバモイ
ル）－６－メチルベンズイミダゾリル］｝カルバメート、イソプロピルＮ－｛２－［１－
（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、イソプロピル
Ｎ－｛２－［１－（Ｎ－メチルカルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、メ
チルＮ－｛２－［１－（Ｎ－プロピルカルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カルバメー
ト、メチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－ブチルカルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カルバ
メート、メトキシエチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－プロピルカルバモイル）ベンズイミダゾ
リル］｝カルバメート、メトキシエチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－ブチルカルバモイル）ベ
ンズイミダゾリル］｝カルバメート、エトキシエチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－プロピルカ
ルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、エトキシエチルＮ－｛２－［１－（
Ｎ－ブチルカルバモイル）ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、メチルＮ－｛１－（Ｎ
，Ｎ－ジメチルカルバモイルオキシ）ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、メチルＮ－
｛２－［Ｎ－メチルカルバモイルオキシ）ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、メチル
Ｎ－｛２－［１－（Ｎ－ブチルカルバモイルオキシ）ベンズイミダゾリル］｝カルバメー
ト、エトキシエチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－プロピルカルバモイル）ベンズイミダゾリル
］｝カルバメート、エトキシエチルＮ－｛２－［１－（Ｎ－ブチルカルバモイルオキシ）
ベンズイミダゾリル］｝カルバメート、メチルＮ－｛２－［１－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカル
バモイル）－６－クロロベンズイミダゾリル］｝カルバメート、及びメチルＮ－｛２－［
１－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）－６－ニトロベンズイミダゾリル］｝カルバメー
ト等のベンズイミダゾリルカルバメート；１０，１０’－オキシビスフェノキサルシン（
商品名、Ｖｉｎｙｚｅｎｅ、ＯＢＰＡ）、ジ－ヨードメチル－パラ－トリルスルホン、ベ
ンゾチオフェン－２－シクロヘキシルカルボキサミド－Ｓ，Ｓ－ジオキシド、Ｎ－（フル
オロジクロリドメチルチオ）フタルイミド（商品名、Ｆｌｕｏｒ－Ｆｏｌｐｅｒ、Ｐｒｅ
ｖｅｎｔｏｌ　Ａ３）、メチル－ベンゾイミダゾール－２－イルカルバメート（商品名、
Ｃａｒｂｅｎｄａｚｉｍ、Ｐｒｅｖｅｎｔｏｌ　ＢＣＭ）、亜鉛－ビス（２－ピリジルチ
オ－１－オキシド）（亜鉛ピリチオン）２－（４－チアゾリル）－ベンゾイミダゾール、
Ｎ－フェニル－ヨードプロパルギルカルバメート、Ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－
３－オン、４，５－ジクロリド－２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、Ｎ
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－ブチル－１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オン、及び／又は、銀を含有するゼオラ
イトと組み合わせたテブコナゾール等のトリアゾリル化合物が挙げられる。
【０１５６】
　成分（ｈ２）は、除草剤であって、例えば、好適な除草剤として、アリドクロロＮ，Ｎ
－ジアリル－２－クロロアセトアミド等のアミド除草剤；ＣＤＥＡ　２－クロロ－Ｎ，Ｎ
－ジエチルアセトアミド；エトニプロミド（ＲＳ）－２－［５－（２，４－ジクロロフェ
ノキシ）－２－ニトロフェノキシ］－Ｎ－エチルプロピオンアミド；シサニリド（cisani
lide）シス－２，５－ジメチルピロリジン－１－カルボキシアニリド等のアニリド除草剤
；フルフェナセット４’－フルオロ－Ｎ－イソプロピル－２－［５－（トリフルオロメチ
ル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イルオキシ］アセトアニリド；ナプロアニリド
（ＲＳ）－α－２－ナフトキシプロピオンアニリド；ベンゾイルプロップ　Ｎ－ベンゾイ
ル－Ｎ－（３，４－ジクロロフェニル）－ＤＬ－アラニン等のアリールアラニン除草剤；
フラムプロップ－Ｍ　Ｎ－ベンゾイル－Ｎ－（３－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｄ
－アラニン；ブタクロル　Ｎ－ブトキシメチル－２－クロロ－２’，６’－ジエチルアセ
トアニリド等のクロロアセトアニリド除草剤；メタザクロル　２－クロロ－Ｎ－（ピラゾ
ール－１－イルメチル）アセト－２’，６’－キシリジン；プリナクロール（prynachlor
）　（ＲＳ）－２－クロロ－Ｎ－（１－メチルプロピ－２－ニル）アセトアニリド；クロ
ランスラム　３－クロロ－２－（５－エトキシ－７－フルオロ［１，２，４］トリアゾロ
［１，５－ｃ］ピリミジ－２－ニルスルホンアミド）安息香酸等のスルホンアニリド除草
剤；メトスラム　２’，６’－ジクロロ－５，７－ジメトキシ－３’－メチル［１，２，
４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－２－スルホンアニリド；ビアラホス　４－［
ヒドロキシ（メチル）ホスフィノイル］－Ｌ－ホモアラニル－Ｌ－アラニル－Ｌ－アラニ
ン等の抗生除草剤；クロランベン　３－アミノ－２，５－ジクロロ安息香酸等の安息香酸
除草剤；２，３，６－ＴＢＡ　２，３，６－トリクロロ安息香酸；ビスピリバック　２，
６－ビス（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イルオキシ）安息香酸等のピリミジニル
オキシ安息香酸除草剤；ピリチオバック　２－クロロ－６－（４，６－ジメトキピリミジ
ン－２－イルチオ）安息香酸等のピリミジニルチオ安息香酸除草剤；クロルタールテトラ
クロロテレフタル酸等のフタル酸除草剤；アミノピラリド　４－アミノ－３，６－ジクロ
ロピリジン－２－カルボン酸等のピコリン酸除草剤；キンクロラック　３，７－ジクロロ
キノリン－８－カルボン酸等のキノリンカルボン酸除草剤；ＣＭＡカルシウムビス（水素
メチルアルソネート）等のヒ素除草剤；ＭＡＭＡアンモニウム水素メチルアルソネート；
亜ヒ酸ナトリウム；
メソトリオン　２－（４－メシル－２－ニトロベンゾイル）シクロヘキサン－１，３－ジ
オン等のベンゾイルシクロヘキサンジオン除草剤；ベンフレサート　２，３－ジヒドロ－
３，３－ジメチルベンゾフラン－５－イルエタンスルホネート等のベンゾフラニルアルキ
ルスルホネート除草剤；カルボキサゾールメチル５－ｔｅｒｔ－ブチル－１，２－オサゾ
ール－３－イルカルバメート等のカルバメート除草剤；フェナスラム（fenasulam）メチ
ル４－［２－（４－クロロ－ｏ－トリロキシ）アセトアミド］フェニルスルホニルカルバ
メート；ＢＣＰＣ（ＲＳ）－ｓｅｃ－ブチル３－クロロカルバニレート；デスメジファム
エチル３－フェニルカルバモイルオキシフェニルカルバメート等のカルバニラート除草剤
；スエップメチル３，４－ジクロロカルバニレート；ブトロキシジム（ＲＳ）－（ＥＺ）
－５－（３－ブチリル－２，４，６－トリメチルフェニル）－２－（１－エトキシイミノ
プロピル）－３－ヒドロキシシクロヘキ－２－セン－１－オン等のシクロヘキセンオキシ
ム除草剤；テプラロキシジム（ＲＳ）－（ＥＺ）－２－｛１－［（２Ｅ）－３－クロロア
リルオキシイミノ］プロピル｝－３－ヒドロキシ－５－パーヒドロピラン－４－イリシク
ロヘキサ－２－エン－１－オン；イソキサクロルトール　４－クロロ－２－メシルフェニ
ル５－シクロプロピル－１，２－オキサゾル－４－イルケトン等のシクロプロピルイソキ
サゾール除草剤；フルメジン　２－メチル－４－（α，α，α－トリフルオロ－ｍ－トリ
ル）－１，２，４－オキサジアジナン－３，５－ジオン等のジカルボキシイミド除草剤；
エタルフルラリン　Ｎ－エチル－α，α，α－トリフルオロ－Ｎ－（２－メチルアリル）
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－２，６－ジニトロ－ｐ－トルイジン等のジニトロアニリン除草剤；プロジアミン　５－
ジプロピルアミノ－α，α，α－トリフルオロ－４，６－ジニトロ－ｏ－トルイジン；ジ
ノプロップ（dinoprop）　４，６－ジニトロ－ｏ－クメン－３－オール等のジニトロフェ
ノール除草剤；エチノフェン　α－エトキシ－４，６－ジニトロ－ｏ－クレゾール；エト
キシフェン（ethoxyfen）　Ｏ－［２－クロロ－５－（２－クロロ－α，α，α－トリフ
ルオロ－ｐ－トリルイキシ）ベンゾール］－Ｌ－乳酸等のジフェニルエーテル除草剤；ア
クロニフェン　２－クロロ－６－ニトロ－３－フェノキシアニリン等のニトロフェニルエ
ーテル除草剤；ニトロフェン　２，４－ジクロロフェニル４－ニトロフェニルエーテル；
ダゾメット　３，５－ジメチル－１，３，５－チアジアジナン－２－チオン等のジチオカ
ルバメート除草剤；ダラポン　２，２－ジクロロプロピオン酸；クロロ酢酸等のハロゲン
化脂肪族除草剤；イマザピル（ＲＳ）－２－（４－イソプロピル－４－メチル－５－オキ
ソ－２－イミダゾリン－２－イル）ニコチン酸等のイミダゾリノン除草剤；ＲＳ）－２－
（４－イソプロピル－４－メチル－５－オキソ－２－イミダゾリン－２－イル）ニコチン
酸等のイミダゾリノン除草剤；四ホウ酸ナトリウム十水和物等の無機除草剤；アジ化ナト
リウム；クロロキシニル　３，５－ジクロロ－４－ヒドロキシゼンゾニトリル等のニトリ
ル除草剤；イオキシニル　４－ヒドロキシ－３，５－ジ－ヨードベンゾニトリル；アニロ
ホス　Ｓ－４－クロロ－Ｎ－イソプロピルカルバニロイルメチルＯ，Ｏ－ジメチルジチオ
リン酸等の有機リン除草剤；グルホシナート　４－［ヒドロキシ（メチル）ホシフィノイ
ル］－ＤＬ－ホモアラニン；クロメプロップ（ＲＳ）－２－（２，４－ジクロロ－ｍ－ト
リロキシ）プロピオンアニリド等のフェノキシ除草剤；フェンテラコール（fenteracol）
　２－（２，４，５－トリクロロフェノキシ）エタノール；ＭＣＰＡ（４－クロロ－２－
メチルフェノキシ）酢酸等のフェノキシ酢酸除草剤；ＭＣＰＢ　４－（４－クロロ－ｏ－
ｔトリロキシ）酪酸等のフェニキシ酪酸除草剤；フェノプロップ（ＲＳ）－２－（２，４
，５－トリクロロフェノキシ）プロピオン酸等のフェノキシプロピオン酸除草剤；イソキ
サピリホップ（ＲＳ）－２－［２－［４－（３，５－ジクロロ－２－ピリジルオキシ）フ
ェノキシ］プロピオニル］イソキサジリジン等のアリールオキシフェノキシプロピオン酸
除草剤；ジニトラミン　Ｎ１，Ｎ１－ジエチル－２，６－ジニトロ－４－トリフルオロメ
チル－ｍ－フェニレンジアミン等のフェニレンジアミン除草剤；ピラゾキシフェン　２－
［４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１，３－ジメチルピラゾール－５－イルオキシ
］アセトフェン等のピラゾリルオキシアセトフェノン除草剤；
ピラフルフェン　２－クロロ－５－（４－クロロ－５－ジフルオロメトキシ－１－メチル
ピラゾール－３－イル）－４－フルオロフェノキシ酢酸等のピラゾリルフェニル除草剤；
ピリダフォール　６－クロロ－３－フェニルピリダジン－４－オール等のピリダジン除草
剤；クロリダゾン　５－アミノ－４－クロロ－２－フェニルピリダジン－３（２Ｈ）－オ
ン等のピリダジノン除草剤；ｏｘａｐｙｒｚｏｎ　５－ブロモ－１，６－ジヒドロ－６－
オキソ－１－フェニルピリダジン－４－イルオキサミド酸；フルプロパシル　４－アミノ
－３，５－ジクロロ－６－フルオロ－２－ピリジルオキシ酢酸等のピリジン除草剤；チア
ゾピル　２－ジフルオロメチル－５－（４，５－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－イ
ル）－４－イソブチル－６－トリフルオロメチルニコチン酸メチル；イピミダム（ipymid
am）　６－クロロ－Ｎ４－イソプロピルピリミジン－２，４－ジアミン等のピリミジンジ
アミン除草剤；ジエタムクアット　１，１’－ビス（ジエチルカルバモイルメチル）－４
，４’－ビピリジニウム等の第四級アンモニウム除草剤；パラコート　１，１’－ジメチ
ル－４，４’－ビピリジニウム；シクロアート　Ｓ－エチルシクロヘキシル（エチル）チ
オカルバメート等のチオカルバメート除草剤；チオカルバジル　Ｓ－ベンジルジ－ｓｅｃ
－ブチルチオカルバメート；ＥＸＤジチオビス（チオギ酸）Ｏ，Ｏ－ジエチル等のチオカ
ーボネート除草剤；：メチウロン　１，１－ジメチル－３－ｍ－トリル－２－チオ尿素等
のチオ尿素除草剤；トリアジフラム（ＲＳ）－Ｎ－［２－（３，５－ジメチルフェノキシ
）－１－メチルエチル］－６－（１－フルオロ－１－メチルエチル）－１，３，５－トリ
アジン－２，４－ジアミン等のトリアジン除草剤；シプラジン　６－クロロ－Ｎ２－シク
ロプロピル－Ｎ４－イソプロピル－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミン等のクロ
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ロトリアジン除草剤；プロパジン　６－クロロ－Ｎ２，Ｎ４－ジ－イソプロピル－１，３
，５－トリアジン－２，４－ジアミン；
プロメトン　Ｎ２，Ｎ４－ジ－イソプロピル－６－メトキシ－１，３，５－トリアジン－
２，４－ジアミン等のメトキシトリアジン除草剤；シアナトラン（cyanatrn）　２－（４
－エチルアミノ－６－メチルチオ－１，３，５－トリアジン－２－イルアミノ）－２－メ
チルプロピオニトリル等のメチルチオトリアジン除草剤；ヘキサジノン　３－シクロヘキ
シル－６－ジメチルアミノ－１－メチル－１，３，５－トリアジン－２，４（１Ｈ，３Ｈ
）－ジオン等のトリアジノン除草剤；エプロナズ　Ｎ－エチル－Ｎ－プロピル－３－プロ
ピルスルホニル－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－カルボキサミド等のトリアゾー
ル除草剤；カルフェントラゾン（ＲＳ）－２－クロロ－３－｛２－クロロ－５－［４－（
ジフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－３－メチル－５－オキソ－１Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－１－イル］－４－フルオロフェニルプロピオン酸等のトリアゾロン除草剤
；フロラスラム　２’，６’，８’－トリフルオロ－５－メトキシ［１，２，４］トリア
ゾロ［１，５－ｃ］ピリミジン－２－スルホンアニリド等のトリアゾロピリミジン除草剤
；フルプロパシル　２－クロロ－５－（１，２，３，６－テトラヒドロ－３－メチル－２
，６－ジオキソ－４－トリフルオロメチルピリミジン－１－イル）安息香酸イソプロピル
等のウラシル除草剤；シクルロン（cycluron）　３－シクロ－オクチル－１，１－ジメチ
ル尿素等の尿素除草剤；モニソウロン（monisouron）　１－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－１
，２－オキサゾール－３－イル）－３－メチル尿素；クロロクスロン　３－［４－（４－
クロロフェノキシ）フェニル］－１，１－ジメチル尿素等のフェニル尿素除草剤；シデュ
ロン　１－（２－メチルシクロヘキシル）－３－フェニル尿素；フラザスルフロン　１－
（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）－３－（３－トリフルオロメチル－２－ピ
リジルスルホニル）尿素等のピリミジニルススルホニル尿素除草剤；ピラゾスルフロン　
５－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イルカルバモイル）スルファモイル］－１
－メチルピラゾール－４－カルボン酸；チフェンスルフロン　３－（４－メトキシ－６－
メチル－１，３，５－トリアジン－２－イルカルバモイルスルファモイル）チオフェン２
－カルボン酸等のトリアジニルスルホニル尿素除草剤；テブチウロン　１－（５－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－１，３－ジメチル尿素等のチア
ジアゾリル尿素除草剤；及び／又はクロルフェナック（２，３，６－トリクロロフェニル
）酢酸等の未分類の除草剤；メタゾール　２－（３，４－ジクロロフェニル）－４－メチ
ル－１，２，４－オキサジアゾリジン－３，５－ジオン；トリタック（ＲＳ）－１－（２
，３，６－トリクロロｂｒンジルオキシ）プロパン－２－オール；２，４－Ｄ、クロリム
ロン、及びフェノキサプロップ；並びに、これらの組み合わせが挙げられる。
【０１５７】
　成分（ｈ３）は、殺虫剤である。好適な殺虫剤は、アトラジン、ダイアジノン、及びク
ロロピリホスによって例示される。本出願の目的のため、殺虫剤には、Ｎ，Ｎ－ジエチル
－メタ－トルアミド等の防虫剤、及びピレトリン等のピレスロイドが、含まれる。
【０１５８】
　成分（ｈ４）は、抗菌剤である。Ｍｉｄｌａｎｄ、Ｍｉｃｈｉｇａｎ、Ｕ．Ｓ．Ａ．の
Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社が販売している、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）５７０
０及びＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）５７７２等の、好適な抗菌剤は、市販されて
いる。
【０１５９】
　あるいは、成分（Ｈ）は、ホウ素含有材料、例えば、ホウ酸無水物、ホウ砂、あるいは
、殺虫剤、殺菌剤、及び／又は難燃剤としても機能できる、八ホウ酸二ナトリウム四水和
物を、含むことができる。
【０１６０】
　成分（Ｊ）は、難燃剤である。好適な難燃剤の例として、カーボンブラック、水酸化ア
ルミニウム水和物、並びに珪灰石等のシリケート、白金及び白金化合物を、挙げることが
できる。あるいは、難燃剤は、デカブロモジフェニルオキシド、オクタブロモジフェニル
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オキシド、ヘキサブロモシクロドデカン、デカブロモビフェニルオキシド、ジフェニルオ
キシベンゼン、エチレンビス－テトラブロモフタルアミド、ペンタブロモエチルベンゼン
、ペンタブロモベンジルアクリレート、トリブロモフェニルマレイン酸イミド、テトラブ
ロモビスフェニルＡ、ビス－（トリブロモフェノキシ）エタン、ビス－（ペンタブロモフ
ェノキシ）エタン、ポリジブロモフェニレンオキシド、トリブロモフェニルアリルエーテ
ル、ビス－ジブロモプロピルエーテル、テトラブロモフタル酸無水物、ジブロモネオペン
チルグリコール、ジブロモエチルジブロモシクロヘキサン、ペンタブロモジフェニルオキ
シド、トリブロモスチレン、ペンタブロモクロロシクロヘキサン、テトラブロモキシレン
、ヘキサブロモシクロドデカン、臭素化ポリスチレン、テトラデカブロモジフェノキシベ
ンゼン、トリフルオロプロペン、及びＰＶＣ等の、ハロゲン系難燃剤から選択されること
ができる。あるいは、難燃剤は、リン系難燃剤（例えば、（２，３－ジブロモプロピル）
－ホスフェート、リン、環式リン酸塩、トリアリールホスフェート、ビス－メラミニウム
ペンテート、ペンタエリスリトール二環式ホスフェート、ジメチルメチルホスフェート、
ホスフィンオキシドジオール、トリフェニルホスフェート、トリス－（２－クロロエチル
）ホスフェート）、リン酸エステル（例えば、トリクレイル（tricreyl）、トリキシレニ
ル、イソデシルジフェニル、エチルヘキシルジフェニル）、様々なアミンのリン酸塩（例
えば、リン酸アンモニウム、トリオクチル、トリブチル又はトリス－ブトキシエチルホス
フェートエステル）から選択され得る。その他の難燃剤として、テトラエチル鉛等のテト
ラアルキル鉛化合物、ペンタカルボニル鉄、メチルシクロペンタジエニルトリカルボニル
マンガン、メラミン塩等のメラミン及び誘導体、グアニジン、ジシアンジアミド、スルフ
ァミン酸アンモニウム、アルミナ三水和物、及び水酸化マグネシウム、アルミナ三水和物
を挙げることができる。
【０１６１】
　難燃剤の量は、選択される難燃剤、及び溶媒の存在の有無等の因子に応じて変えること
ができる。しかし、本組成物中の難燃剤の量は、本組成物の全成分の重量に基づいて、０
重量％超～１０重量％の範囲であることができる。
【０１６２】
　成分（Ｋ）は、表面改質剤である。好適な表面改質剤は、（ｋ１）接着促進剤又は（ｋ
２）離型剤によって、例示される。成分（ｋ１）に好適な接着促進剤は、遷移金属キレー
ト、アルコキシシラン等のハイドロカーボンオキシシラン、アルコキシシランとヒドロキ
シ官能性ポリオルガノシロキサンの組み合わせ、アミノ官能性シラン、あるいはこれらの
組み合わせを含むことができる。接着促進剤は、当該分野で既知であり、式：Ｒ２４

ｔＲ
２５

ｕＳｉ（ＯＲ２６）４－（ｔ＋ｕ）、を有するシランを含むことができ、式中、各Ｒ
２４は、独立に、少なくとも３個の炭素原子を有する一価の有機基であり；Ｒ２５は、ア
ミノ基、エポキシ基、メルカプト基、又はアクリレート基等の接着促進基を有するＳｉＣ
結合置換基を少なくとも１つ含有し；各Ｒ２６は、独立に、１個～４個の炭素原子、ある
いは１個～２個の炭素原子を、有する飽和炭化水素基である、あるいは、Ｒ２８は、メチ
ルであり；下付き文字ｔは、０～２の範囲の値を有し；下付き文字ｕは、１又は２のいず
れかである；（ｔ＋ｕ）の合計値は、３以下である。あるいは、粘着促進剤は、上記シラ
ンの部分縮合体を含むことができる。あるいは、粘着促進剤は、アルコキシシランとヒド
ロキシ官能性ポリオルガノシロキサンの組み合わせを含み得る。
【０１６３】
　あるいは、粘着促進剤は、不飽和化合物又はエポキシ官能性化合物を含むことができる
。粘着促進剤は、不飽和官能性アルコキシシラン又はエポキシ官能性アルコキシシランを
含むことができる。例えば、官能性アルコキシシランは、式：Ｒ２７

ｖＳｉ（ＯＲ２８）

（４－ｖ）、を有することができ、式中、下付き文字ｖは１、２、又は３であり、あるい
は、ｖは、１である。少なくとも１つのＲ２７が、不飽和有機基又はエポキシ官能性有機
基である限り、各Ｒ２７は、独立に、一価の有機基である。Ｒ２７のエポキシ官能性有機
基は、３－グリシドキシプロピル及び（エポキシシクロヘキシル）エチルによって例示さ
れる。Ｒ２７の不飽和有機基は、３－メタクリロイルオキシプロピル、３－アクリロイル
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オキシプロピル、並びに、ビニル、アリル、ヘキセニル、ウンデシレニル等の不飽和の一
価の炭化水素基によって例示される。各Ｒ２８は、独立に、１個～４個の炭素原子、ある
いは１個～２個の炭素原子を有する飽和炭化水素基である。Ｒ２８は、メチル、エチル、
プロピル、及びブチルによって例示される。
【０１６４】
　好適なエポキシ官能性アルコキシシランの例として、３－グリシドキシプロピルトリメ
トキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、（エポキシシクロヘキシ
ル）エチルジメトキシシラン、（エポキシシクロヘキシル）エチルジエトキシシラン、及
びそれらの組み合わせが挙げられる。好適な不飽和アルコキシシランの例として、ビニル
トリメトキシシラン、アリルトリメトキシシラン、アリルトリエトキシシラン、ヘキセニ
ルトリメトキシシラン、ウンデシレニルトリメトキシシラン、３－メタクリロイルオキシ
プロピルトリメトキシシラン、３－メタクリロイルオキシプロピルトリエトキシシラン、
３－アクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、３－アクリロイルオキシプロピル
トリエトキシシラン、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【０１６５】
　あるいは、接着促進剤は、上記のようなヒドロキシ末端ポリオルガノシロキサンとエポ
キシ官能性アルコキシシランの反応生成物等のエポキシ官能性シロキサン、又は、ヒドロ
キシ末端ポリオルガノシロキサンとエポキシ官能性アルコキシシランの物理的混合物を含
むことができる。接着促進剤は、エポキシ官能性アルコキシシランとエポキシ官能性シロ
キサンとの組み合わせを含むことができる。例えば、接着促進剤は、３－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシランと、ヒドロキシ末端メチルビニルシロキサンと３－グリシドキ
シプロピルトリメトキシシランの反応生成物との混合物、又は、３－グリシドキシプロピ
ルトリメトキシシランとヒドロキシ末端メチルビニルシロキサンの混合物、又は、３－グ
リシドキシプロピルトリメトキシシランとヒドロキシ末端メチルビニル／ジメチルシロキ
サンコポリマーの混合物により例示される。
【０１６６】
　あるいは、接着促進剤は、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）

２Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２

）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、ＣＨ３Ｎ
Ｈ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）５Ｓｉ（ＯＣＨ３）３

、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）５Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２

）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）

３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２

）２ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３、Ｃ４Ｈ９ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ

２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、Ｃ４Ｈ９ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ２

ＣＨ３）３、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＳｉＣ
Ｈ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、Ｈ２Ｎ（Ｃ
Ｈ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ

３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２

）５ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）５ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）

２、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）

２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（Ｃ
Ｈ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、ＣＨ３ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ

３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２、Ｃ４Ｈ９ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣ
Ｈ３）２、Ｃ４Ｈ９ＮＨ（ＣＨ２）２ＮＨ（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ２ＣＨ３）２

、及びこれらの組み合わせによって例示される、アミノ官能性アルコキシシラン等の、ア
ミノ官能性シランを含むことができる。
【０１６７】
　あるいは、接着促進剤は、遷移金属キレートを含むことができる。好適な遷移金属キレ
ートには、チタネート、アセチルアセトナトジルコニウム等のジルコナート、アセチルア
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セトネートアルミニウム等のアルミニウムキレート、及びこれらの組み合わせが含まれる
。
【０１６８】
　成分（ｋ２）は、離型剤である。好適な離型剤は、フルオロ官能性シリコーン又はフル
オロ官能性有機化合物等の、フッ素化化合物によって例示される。
【０１６９】
　あるいは、成分（Ｋ）に用いられる表面改質剤を、本組成物の反応生成物の表面の外観
を変えるために、使用することができる。例えば、表面改質剤を、本組成物の反応生成物
の表面の光沢を増大させるために、使用することができる。このような表面改質剤は、ア
ルキル基及びアリール基を有するポリジオルガノシロキサンを含むことができる。例えば
、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）５５０流体は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から販
売されている、１２５ｍｍ２／ｓ（１２５ｃＳｔ）の粘度を有するトリメチルシロキシ末
端ポリ（ジメチル／メチルフェニル）シロキサンである。
【０１７０】
　あるいは、成分（Ｋ）は、亜麻仁油、桐油、大豆油、ヒマシ油、魚油、麻実油、綿実油
、オイチシカ油、及び菜種油等の、植物源又は動物源から得られる天然油であることがで
きる。
【０１７１】
　成分（Ｋ）の正確な量は、成分（Ｋ）として選択される表面改質剤の種類、並びに本組
成物及びその反応生成物の最終用途を含む様々な要因に依存する。しかし、存在する場合
に、成分（Ｋ）は、本組成物の重量に基づいて、０．０１重量部～５０重量部、あるいは
０．０１重量部～１０重量部、あるいは０．０１重量部～５重量部の範囲の量で、本組成
物に添加可能である。成分（Ｋ）は、単一の接着促進剤であることができる。あるいは、
成分（Ｋ）は、構造、粘度、平均分子量、ポリマー単位、及び配列といった特性のうちの
少なくとも１つが異なる、２種又はそれ以上の異なる表面改質剤を含むことができる。
【０１７２】
　鎖延長剤は、架橋が生じる前にポリオルガノシロキサンの鎖長を延長する、二官能性シ
ラン及び二官能性シロキサンを含むことができる。鎖延長剤は、硬化生成物の引張弾性率
を低下させるために、使用することができる。鎖延長剤と架橋剤は、成分（Ｂ）中の加水
分解性置換基との反応において競合する。顕著な鎖延長を達成するために、二官能性シラ
ンは、共に使用される三官能性の架橋剤よりおおむね高い反応性を有している。好適な鎖
延長剤として、ジアルキルジアセトアミドシラン又はアルケニルアルキルジアセトアミド
シラン等のジアミドシラン、特にメチルビニルジ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン又は
ジメチルジ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；ジアルキルジアセトキシシラン又はアル
キルアルケニルジアセトキシシラン等のジアセトキシシラン；ジアルキルジアミノシラン
又はアルキルアルケニルジアミノシラン等のジアミノシラン；ジメチルジメトキシシラン
、ジメチルジエトキシシラン、及びα－アミノアルキルジアルコキシアルキルシラン等の
ジアルコキシシラン；２～２５の重合度を有しかつ１分子当たり平均して少なくとも２個
の、アセトアミド置換基又はアセトキシ置換基又はアミノ置換基又はアルコキシ置換基又
はアミド置換基又はケトキシモ置換基等の加水分解性基を有するポリジアルキルシロキサ
ン；並びに、ジアルキルジケトキシミノシラン及びアルキルアルケニルジケトキシミノシ
ラン等のジケトキシミノシランが挙げられる。成分（Ｌ）は、単一の鎖延長剤であること
ができる。あるいは、成分（Ｌ）は、構造、粘度、平均分子量、ポリマー単位、及び配列
といった、特性のうちの少なくとも１つが異なっている、２つ又はそれ以上の異なる鎖延
長剤を含むことができる。
【０１７３】
　成分（Ｍ）は、Ｍ単位、すなわち、式：Ｒ２９

３ＳｉＯ１／２のシロキサン単位を含む
末端封鎖剤であって、式中、各Ｒ２９は、独立に、一価の炭化水素基等の一価の有機基と
は反応しない成分（Ｂ）を表す。成分（Ｍ）は、一方の末端をトリオルガノシリル基、例
えば、（ＣＨ３）３ＳｉＯ－により、他の末端を水酸基によって、末端封鎖されたポリオ
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ルガノシロキサンを含むことができる。成分（Ｍ）は、ポリジメチルシロキサン等のポリ
ジオルガノシロキサンであることができる。末端水酸基と末端トリオルガノシリル基の双
方を有するポリジオルガノシロキサンは、全ての末端基の５０％超、あるいは７５％超を
、水酸基として有することができる。ポリジメチルシロキサン中のトリオルガノシリル基
の量を用いて、本組成物の縮合反応により調製される反応生成物の弾性率を調整すること
ができる。理論に束縛されることなく、末端トリオルガノシリル基の濃度が高いほど、特
定の硬化生成物における弾性率が低くなり得ると考えられる。成分（Ｍ）は、単一の末端
封鎖剤であることができる。あるいは、成分（Ｍ）は、構造、粘度、平均分子量、ポリマ
ー単位、及び配列といった、特性のうちの少なくとも１つが異なる、２つ又はそれ以上の
異なる末端封鎖剤を含むことができる。
【０１７４】
　成分（Ｎ）は、非反応性のエラストマー有機ポリマー、すなわち、成分（Ｂ）と反応し
ないエラストマー有機ポリマーである。成分（Ｎ）は、成分（Ｂ）と相溶性である、すな
わち、成分（Ｎ）が成分（Ｂ）と二相系を形成することはない。成分（Ｎ）は、低い気体
透過性及び水分透過性を有することができる。成分（Ｎ）は、３０，０００～７５，００
０の範囲のＭｎを有することができる。あるいは、成分（Ｎ）は、より高分子量の非反応
性エラストマー有機ポリマーと、より低分子量の非反応性エラストマー有機ポリマーとの
ブレンドであることができる。この場合、より高分子量のポリマーは、１００，０００～
６００，０００の範囲のＭｎを有することができ、より低分子量のポリマーは、９００～
１０，０００、あるいは９００～３，０００の範囲のＭｎを有することができる。Ｍｎの
範囲の下限の値は、成分（Ｎ）が成分（Ｂ）及び本組成物の他の成分との相溶性を有する
ように選択されることができる。
【０１７５】
　成分（Ｎ）は、ポリイソブチレンを含むことができる。ポリイソブチレンは、当該技術
分野において既知であり、市販されている。成分（Ｎ）としての使用に好適な例として、
ドイツのＢＡＳＦ社によって、商品名ＯＰＰＡＮＯＬ（登録商標）で市販されているポリ
イソブチレンが挙げられる。
【０１７６】
　他のポリイソブチレンとして、日油株式会社化成事業部（１５０－６０１９東京都渋谷
区恵比寿四丁目２０番３号恵比寿ガーデンプレイスタワー、日本）の、最高分子量の水素
添加ポリイソブテンであるＰＡＲＬＥＡＭ（登録商標）ＳＶ（ＰＯＬＹＳＹＮＬＡＮＥ　
ＳＶ）（動粘度が９８．９℃で４７００）等の様々なグレードのＰａｒｌｅａｍが挙げら
れる。他のポリイソブチレンは、Ｂａｙｔｏｗｎ、Ｔｅｘａｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＥｘｘｏ
ｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から販売されており、商品名ＶＩＳＴＡＮＥＸ（登録
商標）で市販されているポリイソブチレン；ＭＭＬ－８０、ＭＭＬ－１００、ＭＭＬ－１
２０、及びＭＭＬ－１４０；が挙げられる。ＶＩＳＴＡＮＥＸ（登録商標）ポリイソブチ
レンは、鎖末端のみにオレフィン結合を含有する、長い直鎖マクロ分子で構成される、パ
ラフィン系炭化水素ポリマーである。ＶＩＳＴＡＮＥＸ（登録商標）ＭＭポリイソブチレ
ンは、７０，０００～９０，０００の範囲の粘度平均分子量を有する。低分子量ポリイソ
ブチレンとして、ＶＩＳＴＡＮＥＸ（登録商標）ＬＭ、例えば、ＬＭ－ＭＳ（８，７００
～１０，０００の範囲の粘度平均分子量、同様にＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ社製）及びＶＩＳＴＡＮＥＸ　ＬＭ－ＭＨ（１０，０００～１１，７００の粘度平均分
子量）、並びに、Ａｍｏｃｏ社から販売されている、Ｓｏｌｔｅｘ　ＰＢ－２４（Ｍｎ　
９５０）及びＩｎｄｏｐｏｌ（登録商標）Ｈ－１００（Ｍｎ　９１０）及びＩｎｄｏｐｏ
ｌ（登録商標）Ｈ－１２００（Ｍｎ　２１００）が挙げられる。他のポリイソブチレンは
、商品名ＮＡＰＶＩＳ（登録商標）及びＨＹＶＩＳ（登録商標）で、Ｌｏｎｄｏｎ、Ｅｎ
ｇｌａｎｄのＢＰ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社によって市販されている。これらのポリイソブ
チレンとして、ＮＡＰＶＩＳ（登録商標）２００、Ｄ１０、及びＤＥ３；並びに、ＨＹＶ
ＩＳ（登録商標）２００が挙げられる。ＮＡＰＶＩＳ（登録商標）ポリイソブチレンは、
９００～１３００の範囲のＭｎを有することができる。
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【０１７７】
　あるいは、成分（Ｎ）は、ブチルゴムを含むことができる。あるいは、成分（Ｎ）は、
スチレン－エチレン／ブチレン－スチレン（ＳＥＢＳ）ブロックコポリマー、スチレン－
エチレン／プロピレン－スチレン（ＳＥＰＳ）ブロックコポリマー、あるいはこれらの組
み合わせを含むことができる。ＳＥＢＳブロックコポリマー及びＳＥＰＳブロックコポリ
マーは、当該技術分野において既知であり、Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ　ｐｏｌｙｍｅ
ｒｓとしてＨｏｕｓｔｏｎ、Ｔｅｘａｓ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＫｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ
ｓ　Ｕ．Ｓ．社から、及び、Ｓｅｐｔｏｎ　ｐｏｌｙｍｅｒｓとしてＮｅｗ　Ｙｏｒｋ、
ＮＹ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＫｕｒａｒａｙ　Ａｍｅｒｉｃａ社から市販されている。あるいは
、成分（Ｎ）は、ポリオレフィンプラストマーを含むことができる。ポリオレフィンプラ
ストマーは、当該技術分野において既知であり、ＡＦＦＩＮＩＴＹ（登録商標）ＧＡ　１
９００及びＡＦＦＩＮＩＴＹ（登録商標）ＧＡ　１９５０として、Ｍｉｄｌａｎｄ，Ｍｉ
ｃｈｉｇａｎ，Ｕ．Ｓ．Ａ．のＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社のＥｌａｓｔｏｍｅｒｓ　＆
　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎから市販されている。
【０１７８】
　成分（Ｎ）の量は、本組成物の重量に基づいて、０重量部～５０部、あるいは１０重量
部～４０重量部、あるいは５重量部～３５重量部の範囲であることができる。成分（Ｎ）
は、単一の非反応性エラストマー有機ポリマーであることができる。あるいは、成分（Ｎ
）は、構造、粘度、平均分子量、ポリマー単位、及び配列といった特性のうちの少なくと
も１つが異なる２つ又はそれ以上の異なる非反応性エラストマー有機ポリマーを含むこと
ができる。あるいは、成分（Ｂ）が有機ポリマー主鎖を有するベースポリマーを含む場合
、成分（Ｎ）は、本組成物に添加されることができる。
【０１７９】
　成分（Ｏ）は、老化防止剤である。老化防止剤は、酸化防止剤、紫外線吸収剤、紫外線
安定剤、熱安定剤、又はこれらの組み合わせを含むことができる。好適な酸化防止剤は、
当技術分野において既知であり、市販されている。好適な酸化防止剤として、フェノール
系酸化防止剤、及びフェノール系酸化防止剤と各種安定剤の組み合わせが挙げられる。フ
ェノール系酸化防止剤として、完全立体障害フェノール及び部分立体障害フェノールが挙
げられる。あるいは、安定剤は、テトラメチル－ピペリジン誘導体等の立体障害アミンで
あることができる。好適なフェノール系酸化防止剤として、ビタミンＥ、及び、米国のＣ
ｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から市販されているＩＲＧＡＮＯＸ
（登録商標）１０１０が挙げられる。ＩＲＧＡＮＯＸ（登録商標）１０１０には、ペンタ
エリスリトールテトラキス（３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）
プロピオネート）が含まれる。紫外線吸収剤の例として、分岐及び直鎖の、２－（２Ｈ－
ベンゾトリアゾール－２－イル）－６－ドデシル－４－メチル－フェノール（ＴＩＮＵＶ
ＩＮ（登録商標）５７１）が挙げられる。紫外線安定剤の例として、ビス（１，２，２，
６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート；メチル１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジルセバケート；及びこれらの組み合わせ（ＴＩＮＵＶＩＮ（登録
商標）２７２）が挙げられる。これらの添加剤及びＴＩＮＵＶＩＮ（登録商標）７６５等
の他のＴＩＮＵＶＩＮ（登録商標）添加物は、Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ、ＮＹ、Ｕ．Ｓ．Ａ．
のＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から入手可能である。他の紫外
線安定剤及び光安定剤も市販されており、Ｃｈｅｍｔｕｒａ社のＬｏｗＬｉｔｅ、Ｐｏｌ
ｙＯｎｅ社のＯｎＣａｐ、及びＤｅｌａｗａｒｅ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＥ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎ
ｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ社のＬｉｇｈｔ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｒ　２１０が例示される
。あるいは、例えば、安定剤が本組成物又はその硬化生成物から抜け出る可能性を最小化
するために、オリゴマー性の（より高分子量の）安定剤も使用可能である。オリゴマー性
酸化防止剤安定剤（具体的には、ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ））の例は、Ｃｉ
ｂａ　ＴＩＮＵＶＩＮ（登録商標）６２２であって、４－ヒドロキシ－２，２，６，６－
テトラメチル－１－ピペリジンエタノールと共重合した、ブタン二酸のジメチルエステル
である。熱安定剤として、酸化鉄及びカーボンブラック、鉄カルボン酸塩、セリウム水和
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物、ジルコン酸バリウム、オクタン酸セリウム及びオクタン酸ジルコニウム、並びにポル
フィリンを挙げることができる。
【０１８０】
　成分（Ｏ）の量は、選択される具体的な老化防止剤及び所望される老化防止効果を含む
様々な要因に依存する。しかし、成分（Ｏ）の量は、本組成物の重量に基づいて、０重量
％～５重量％、あるいは０．１重量％～４重量％、あるいは０．５重量％～３重量％の範
囲であることができる。成分（Ｏ）は、単一の老化防止剤であることができる。あるいは
、成分（Ｏ）は、２種又はそれ以上の異なる老化防止剤を含むことができる。
【０１８１】
　成分（Ｐ）は、適用温度範囲で水を放出する水放出剤である。成分（Ｐ）は、本組成物
が部分的又は完全に反応するのに十分な量の水を成分（Ｐ）が含有するように、かつ、使
用温度（すなわち、本組成物が使用される温度）に十分な時間にわたって曝露される際に
、成分（Ｐ）が十分な量の水を放出するように、選択される。しかし、成分（Ｐ）は、本
組成物の製造方法の間及び本組成物の貯蔵の間に、過度の量の水が放出されないように、
水を十分に捕捉する。例えば、成分（Ｐ）は、本組成物が使用される適用プロセスの間又
はその後に、十分な量の水が本組成物の縮合反応に利用可能となるように、本組成物の配
合の間に水を十分に捕捉する。この「制御放出」特性によっても、適用プロセスの間に、
過度の量の水が過度の速度で放出されることがないことを確実にする利点がもたらされる
が、これは、本組成物の縮合反応によって形成される反応組成物に発泡又は空隙が生じる
ためである。適用温度が、８０℃～１２０℃、あるいは９０℃～１１０℃、あるいは９０
℃～１００℃の範囲である場合に、成分（Ｐ）として、沈降炭酸カルシウムを用いること
ができる。しかし、本組成物が連続式（例えば、二軸の）配合機で調製される場合、前記
成分は、短時間での適用温度より２０℃～３０℃高い温度での配合が可能である。従って
、成分（Ｐ）は、配合の間に水が全量放出されないことを確実にするように選択されるが
、適用温度範囲に十分な時間曝露されると、成分（Ｐ）は、本組成物の縮合反応に十分な
量の水を放出する。
【０１８２】
　好適な水放出剤の例は、金属塩水和物、水和モレキュラーシーブス、及びＳｏｌｖａｙ
社から商品名ＷＩＮＮＯＦＩＬ（登録商標）ＳＰＭで入手可能な沈降炭酸カルシウムによ
って、例示される。選択される水放出剤は、本組成物に選択される他の成分、触媒の種類
及び量、並びに配合、包装及び適用の間のプロセス条件を含む様々な因子に応じて変える
ことができる。二軸配合装置において、滞留時間は、数分未満、典型的には１分～２分未
満で、あることができる。シリンダー内の及びスクリューに沿った表面積／容積比が高く
、成分をせん断することにより熱が生じるために、成分は急速に加熱される。成分（Ｐ）
から除去される水の量は、水捕捉能力、温度、曝露時間（持続時間）、及び配合装置を通
過する本組成物の剥離に用いられる真空度に依存する。理論に束縛されることなく、二軸
配合温度が１２０℃で、本組成物が９０℃で適用された場合には、室温で１週間～２週間
にわたって本組成物の縮合反応を引き起こすのに十分な量の水が沈降炭酸カルシウム上に
残ると考えられる。
【０１８３】
　水放出剤は、例えば、ベースポリマーの水透過性が低い場合（例えば、ベースポリマー
が有機ポリマー主鎖を有する場合）に、本組成物に添加することができる、並びに／ある
いは、本組成物中の成分（Ｐ）の量は、成分（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）の選択、並びに
、何らかの付加成分の有無を含む、様々な要因に依存するが、成分（Ｐ）の量は、本組成
物の重量に基づいて、５重量部～３０重量部の範囲であることができる。
【０１８４】
　理論に束縛されることなく、本組成物が適用温度まで加熱されると、その熱によって水
が放出され、水は、成分（Ｂ）上の加水分解性基と反応して、本組成物を反応させると考
えられる。アルコール及び／又は水等の本組成物中に残る副生成物は、乾燥剤により捕捉
されることができ、このため、縮合反応（平衡反応である）は、完了に向かって進行する
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ことができる。
【０１８５】
　成分（Ｑ）は、色素である。本出願の目的のため、用語「色素」には、本明細書に記載
の本組成物の反応生成物に色を付与するのに用いられる、全ての成分が含まれる。色素の
量は、選択される色素の種類及び反応生成物の所望される着色度を含む、様々な因子に依
存する。例えば、本組成物は、本組成物中の全成分の重量に基づいて、０重量％～２０重
量％、あるいは０．００１重量％～５重量％の色素を含むことができる。
【０１８６】
　好適な色素の例として、インジゴ、二酸化チタンであるＳｔａｎ－Ｔｏｎｅ　５０ＳＰ
０１　Ｇｒｅｅｎ（ＰｏｌｙＯｎｅ社から市販されている）、及びカーボンブラックが挙
げられる。カーボンブラックの典型的な、非限定的な例として、Ｃｈｅｖｒｏｎ　Ｐｈｉ
ｌｌｉｐｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から市販されているＳｈａｗｉｎｉｇａｎアセチレンブ
ラック；Ｆａｉｒｖｉｅｗ　Ｈｅｉｇｈｔｓ、ＩＬ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＥｌｅｍｅｎｔｉｓ
　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ社から供給されているＳＵＰＥＲＪＥＴ（登録商標）カーボンブラッ
ク（ＬＢ－１０１１）；Ａｋｒｏｎ、ＯＨ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳｉｄ　Ｒｉｃｈａｒｄｓｏ
ｎ　Ｃａｒｂｏｎ社から供給されているＳＲ　５１１；並びに、Ｐａｒｓｉｐｐａｎｙ、
ＮＪ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＤｅｇｕｓｓａ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｅｄ　Ｃａｒｂｏｎｓ社から市
販されているＮ３３０、Ｎ５５０、Ｎ７６２、Ｎ９９０が挙げられる。
【０１８７】
　本組成物は、任意選択で、本組成物のレオロジーを改質するための、本組成物の重量に
基づいて、最大で５重量％、あるいは１重量％～２重量％の、成分（Ｒ）レオロジー添加
剤を、更に含むことができる。レオロジー添加剤は、当技術分野において既知であり、市
販されている。その例として、ポリアミド類、Ｅｖｏｎｉｋ社から市販されているＰｏｌ
ｙｖｅｓｔ、Ｋｉｎｇ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社から市販されているＤｉｓｐａｒｌｏｎ
、Ｄｕ　Ｐｏｎｔ社から市販されているＫｅｖｌａｒ　Ｆｉｂｒｅ　Ｐｕｌｐ、Ｎａｎｏ
ｃｏｒ社から市販されているＲｈｅｏｓｐａｎ、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社から市販されている
Ｉｒｃｏｇｅｌが挙げられる。他の好適なレオロジー添加剤として、ポリアミドワックス
；水素添加ヒマシ油誘導体；並びに、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸アルミニウ
ム、及びステアリン酸バリウム等の、金属石鹸；これらの組み合わせが挙げられる。
【０１８８】
　あるいは、成分（Ｒ）は、２５℃で固体（ワックス）である微結晶性ワックスを含むこ
とができる。ワックスの融点は、所望される適用温度範囲の下端となるように、選択する
ことができる。理論に束縛されることなく、成分（Ｒ）は、流動特性を向上させる一方、
例えば、本組成物を基材に適用した後に、本組成物を数度冷却する際に生強度の急激な増
大（すなわち、温度降下に伴って本組成物から生成されるシールの負荷保持能力の増大に
対応する粘度の大幅な増加）を可能にする、加工助剤として働くと考えられる。理論に束
縛されることなく、ワックスの組み込みは、充填剤の組み込み、（本組成物の製造中の）
配合及び脱気、並びに混合（多部構成組成物の複数の構成部分の適用中の静的混合又は動
的混合）を容易にすることができると考えられる。ワックスは、溶融すると、加工助剤と
して働き、配合の間の本組成物への充填剤の組み込み、配合プロセスそれ自体、更には、
採用する場合、脱気工程を大幅に容易にすると考えられる。１００℃より低い溶融温度を
有するワックスは、単純な静的ミキサーにおいても、適用前の多部構成組成物の複数の構
成部分の混合を容易にすることができる。また、ワックスは、８０℃～１１０℃、あるい
は９０℃～１００℃の範囲の温度での良好なレオロジーを伴う本組成物の適用を、容易に
することができる。
【０１８９】
　成分（Ｒ）としての使用に好適なワックスは、非極性炭化水素であることができる。ワ
ックスは、分岐構造、環状構造、又はこれらの組み合わせを有することができる。例えば
、石油系微結晶性ワックスとして、Ｗｅｓｔ　Ｂａｂｙｌｏｎ、ＮＹ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＳ
ｔｒａｈｌ　＆　Ｐｉｔｓｃｈ社から入手可能であって、ＳＰ９６（６２℃～６９℃の範
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囲の融点）、ＳＰ１８（７３℃～８０℃の範囲の融点）、ＳＰ１９（７６℃～８３℃の範
囲の融点）、ＳＰ２６（７６℃～８３℃の範囲の融点）、ＳＰ６０（７９℃～８５℃の範
囲の融点）、ＳＰ６１７（８８℃～９３℃の範囲の融点）、ＳＰ８９（９０℃～９５℃の
範囲の融点）、及びＳＰ６２４（９０℃～９５℃の範囲の融点）のものが挙げられる。他
の石油系微結晶性ワックスとして、Ｐｅｔｒｏｌｉａ、Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ、Ｕ．
Ｓ．Ａ．のＣｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｐｅｔｒｏｌｉａによっ
て商品名Ｍｕｌｔｉｗａｘ（登録商標）で市販されているワックスが挙げられる。これら
のワックスとして、飽和の、分岐及び環状の、非極性炭化水素を含み、７９℃～８７℃の
範囲の融点を有する、１８０－Ｗ；飽和の、分岐及び環状の、非極性炭化水素を含み、７
６℃～８３℃の範囲の融点を有する、Ｍｕｌｔｉｗａｘ（登録商標）Ｗ－４４５；飽和の
、分岐及び環状の、非極性炭化水素を含み、７３℃～８０℃の範囲の融点を有する、Ｍｕ
ｌｔｉｗａｘ（登録商標）Ｗ－８３５が挙げられる。
【０１９０】
　成分（Ｒ）の量は、選択される具体的なレオロジー添加剤及び本組成物の他の成分の選
択を含む様々な要因に依存する。しかし、成分（Ｒ）の量は、本組成物の重量に基づいて
、０重量部～２０重量部、あるいは１重量部～１５重量部、あるいは１重量部～５重量部
の範囲であることができる。成分（Ｒ）は、単一のレオロジー添加剤であることができる
。あるいは、成分（Ｒ）は、２種又はそれ以上の異なるレオロジー添加剤を含むことがで
きる。
【０１９１】
　本組成物に、ビヒクル（例えば、溶媒及び／又は希釈剤）を用いることもできる。ビヒ
クルは、本組成物の流動、及びシリコーン樹脂等のいくつかの成分の導入を、容易にする
ことができる。本明細書で用いられるビヒクルは、本組成物の成分の流動化を助けるが、
これらの成分のいずれとも本質的には反応しないものである。ビヒクルは、本組成物中の
成分の溶解性、及び揮発性に基づいて、選択可能である。「溶解性」は、ビヒクルが本組
成物の成分を十分に溶解させること及び／又は分散させることを意味する。「揮発性」は
、ビヒクルの蒸気圧を意味する。ビヒクルの揮発性が高すぎる（高すぎる蒸気圧を有する
）場合、適用温度で本組成物中に気泡が生じることがあり、この気泡は、クラックを生じ
る又は他の形で硬化生成物の特性を低下させる、あるいは悪影響を及ぼす可能性がある。
しかし、ビヒクルが十分に揮発性でない（蒸気圧が低すぎる）場合には、ビヒクルが可塑
剤として本組成物の反応生成物中に残留する、又は反応生成物が物理的特性を発現するの
に要する時間が所望よりも長くなる可能性がある。
【０１９２】
　好適なビヒクルには、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、ヘキ
サメチルシクロトリシロキサン等の好適な蒸気圧を有するポリオルガノシロキサン；並び
に、０．５ｍｍ２／秒（ｍｍ２／ｓ）～１．５ｍｍ２／ｓ（０．５センチストークス（ｃ
Ｓｔ）～１．５ｃＳｔ）等の低分子量の他のポリオルガノシロキサン、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎ
ｉｎｇ（登録商標）２００　Ｆｌｕｉｄｓ及びＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＯＳ
　ＦＬＵＩＤＳが含まれ、これらは、Ｍｉｄｌａｎｄ、Ｍｉｃｈｉｇａｎ、Ｕ．Ｓ．Ａ．
のＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から購入可能である。
【０１９３】
　あるいは、ビヒクルは、有機溶媒であることができる。有機溶媒は、メタノール、エタ
ノール、イソプロパノール、ブタノール、又はｎ－プロパノール等のアルコール；アセト
ン、メチルエチルケトン、又はメチルイソブチルケトン等のケトン；ベンゼン、トルエン
、又はキシレン等の芳香族炭化水素；ヘプタン、ヘキサン、又はオクタン等の脂肪族炭化
水素；プロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、
プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、又はエチレングリコールｎ－ブチルエーテル
等のグリコールエーテル；ジクロロメタン、１，１，１－トリクロロエタン、又はメチレ
ンクロリド等のハロゲン化炭化水素；クロロホルム；ジメチルスルホキシド；ジメチルホ
ルムアミド；アセトニトリル；テトラヒドロフラン；ホワイトスピリット；ミネラルスピ
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リット；ナフサ；ｎ－メチルピロリドン；又はこれらの組み合わせであることができる。
【０１９４】
　ビヒクルの量は、選択されるビヒクルの種類並びに本組成物のために選択される他の成
分の量及び種類を含む様々な因子に応じて変えることができる。しかし、ビヒクルの量は
、本組成物の重量に基づいて、１重量％～９９重量％、あるいは２重量％～５０重量％の
範囲であることができる。
【０１９５】
　本組成物は、任意選択で、成分（Ｔ）、粘着付与剤を更に含むことができる。粘着付与
剤は、６個～２０個の炭素原子を有する水素添加ポリオレフィン等の脂肪族炭化水素樹脂
、水素添加テルペン樹脂、ロジンエステル、水素添加ロジングリセロールエステル、又は
これらの組み合わせを含むことができる。粘着付与剤は、市販されている。脂肪族炭化水
素樹脂は、Ｅｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社から市販されているＥＳＣＯＲＥＺ　１１０
２、１３０４、１３１０、１３１５及び５６００；１００℃の環球軟化点を有するＥａｓ
ｔｏｔａｃ　Ｈ－１００、１１５℃の環球軟化点を有するＥａｓｔｏｔａｃ　Ｈ－１１５
Ｅ、及び１３０℃の環球軟化点を有するＥａｓｔｏｔａｃ　Ｈ－１３０Ｌ等のＥａｓｔｍ
ａｎ社から市販されているＥａｓｔｏｔａｃ樹脂によって例示される。水素添加テルペン
樹脂は、Ａｒａｋａｗａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から市販されているＡｒｋｏｎ　Ｐ１０
０及びＧｏｏｄｙｅａｒ社から市販されているＷｉｎｇｔａｃｋ　９５によって例示され
る。水素添加ロジングリセロールエステルは、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ社から市販されている、
Ｓｔａｙｂｅｌｉｔｅ　Ｅｓｔｅｒ　１０及びＦｏｒａｌによって例示される。市販のポ
リテルペンの例として、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ社から市販されている、Ｐｉｃｃｏｌｙｔｅ　
Ａ１２５が挙げられる。脂肪族／芳香族又は脂環式／芳香族樹脂として、Ｅｘｘｏｎ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌのＥＣＲ　１４９Ｂ又はＥＣＲ　１７９Ａが挙げられる。あるいは、固体
粘着付与剤（すなわち、２５℃を超える環球軟化点を有する粘着付与剤）を加えることが
できる。好適な粘着付与剤として、（１）天然ロジン又は改質ロジン、例えば、ガムロジ
ン、ウッドロジン、トール油ロジン、蒸留ロジン、水素添加ロジン、二量化ロジン、及び
高分子化ロジン等；（２）天然ロジン又は改質ロジンのグリセロールエステル及びペンタ
エリスリトールエステル、例えば、色の薄いウッドロジンのグリセロールエステル、水素
添加ロジンのグリセロールエステル、高分子化ロジンのグリセロールエステル、水素添加
ロジンのペンタエリスリトールエステル、及びロジンのフェノール改質ペンタエリスリト
ールエステル；（３）天然テルペンのコポリマー及びターポリマー、例えば、スチレン／
テルペン及びα－メチル－スチレン／テルペン；（４）６０℃～１５０℃の範囲のＡＳＴ
Ｍ法、Ｅ２８、５８Ｔで決定される軟化点を有するポリテルペン樹脂；後半のポリテルペ
ン樹脂は、一般的に、適度に低温でのフリーデルクラフツ触媒の存在下での、ピネンとし
て知られる二環式モノテルペン等のテルペン炭化水素の重合によって得られる；水素添加
ポリテルペン樹脂も含まれる；（５）フェノール改質テルペン樹脂及びその水素添加誘導
体、例えば、酸性媒質中での、二環式テルペンとフェノールの縮合から得られる樹脂生成
物等；（６）６０℃～１３５℃の範囲の環球軟化点を有する、脂肪族石油系炭化水素樹脂
；後半の樹脂は、主にオレフィン及びジオレフィンからなるモノマーの重合から得られる
；水素添加脂肪族石油系炭化水素樹脂も含まれる；（７）脂環式の石油系炭化水素樹脂及
びその水素添加誘導体；並びに、（８）脂環式／芳香族の又は環式脂肪族／芳香族の共重
合体及びそれらの水素添加誘導体；といった、全ての相溶性の樹脂又はそれらの混合物が
挙げられる。粘着付与剤の量は、選択される具体的な粘着付与剤及び本組成物中の他の成
分の選択を含む様々な要因に依存する。しかし、粘着付与剤の量は、本組成物の重量に基
づいて、０重量部～２０重量部の範囲であることができる。
【０１９６】
　本組成物は、任意選択で、成分（Ｕ）、腐食防止剤を更に含むことができる。好適な腐
食防止剤の例として、ベンゾトリアゾール、メルカプトベンゾトリアゾール、並びに、Ｎ
ｏｒｗａｌｋ、Ｃｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＴ．Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ社か
ら市販されている、２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾール誘導体（ＣＵＶ



(60) JP 6445545 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

ＡＮ（登録商標）８２６）及びアルキルチアジアゾール（ＣＵＶＡＮ（登録商標）４８４
等の、市販の腐食防止剤が挙げられる。存在する場合、成分（Ｕ）の量は、本組成物の重
量に基づいて、０．０５重量％～０．５重量％の範囲であることができる。
【０１９７】
　上記の本組成物の成分を選択する際、本明細書に記載のいくつかの成分が複数の機能を
有することができるため、成分の種類が重複しても良い。例えば、いくつかのアルコキシ
シランは、充填剤処理剤としても接着促進剤としても有用であることができ、いくつかの
脂肪酸エステルは、可塑剤として有用であることができ、充填剤処理剤としても有用であ
ることができ、カーボンブラックは、色素、難燃剤、及び／又は充填剤として有用である
ことができ、ポリジメチルシロキサン等の非反応性ポリジオルガノシロキサンは、増量剤
としても溶媒としても有用であることができる。
【０１９８】
　上記の本組成物は、例えば、混合等の任意の簡便な手段によって全成分を組み合わせる
ことにより、一液型組成物として調製可能である。例えば、一液型組成物は、任意選択で
、ベースポリマー（Ｂ）と増量剤（Ｅ）を組み合わせ（予備混合し）、得られる増量ベー
スポリマーを充填剤（Ｆ）の全て又は一部と混合し、これを架橋剤（Ｃ）及び成分（Ａ）
を含むプレミックスと混合することにより、製造可能である。（Ｏ）老化防止剤及び（Ｑ
）色素等の他の添加剤は、任意の所望される段階で混合物に添加することができる。最終
混合工程は、実質的に無水の条件下で行うことができ、得られた組成物は、一般的に、使
用準備が整うまで、実質的に無水条件下で、例えば、密封容器中で保管される。
【０１９９】
　あるいは、本組成物は、架橋剤が存在する場合、多液型（例えば、二液型）組成物とし
て調製可能である。この場合、触媒及び架橋剤は、別個に保管され、これらは、本組成物
の使用直前に組み合わされる。例えば、二液型硬化性組成物は、（Ｂ）及び（Ｃ）を含む
成分を組み合わせて、混合等の任意の簡便な手段によって第一（硬化剤）の構成部分を形
成することにより、調製可能である。第二（ベース）の構成部分は、混合等の任意の簡便
な手段によって（Ａ）及び（Ｂ）を含む成分を組み合わせることにより、調製可能である
。これらの成分は、一液型組成物又は多液型組成物のいずれが選択される等の様々な要因
に応じて、周囲条件又は無水条件の下で周囲温度又は高温で、組み合わせることができる
。ベース部と硬化剤部は、使用直前に、混合等の任意の簡便な手段によって、組み合わせ
ることができる。ベース部と硬化剤部は、１：１～１０：１の範囲のベース：硬化剤相対
量で組み合わせることができる。
【０２００】
　成分の混合に使用される装置は、特に限定されることはない。好適な混合装置の例は、
選択される各成分の種類及び量に応じて、選択可能である。例えば、反応してガム又はゲ
ルを形成する組成物といった比較的低粘度の組成物には、撹拌バッチケトルが使用可能で
ある。あるいは、より粘稠な組成物及び、微粒子を比較的多く含有する組成物には、例え
ば、二軸押出機等の押出機といった連続混練装置が使用可能である。本明細書に記載の、
本組成物の調製に使用可能な代表的な方法には、例えば、米国特許出願公開第２００９／
０２９１２３８号及び同第２００８／０３００３５８号に開示されているものが含まれる
。
【０２０１】
　上記のように製造されるこれらの組成物は、水分への曝露から組成物を保護する容器内
での保管時に、安定であることができるが、大気の水分に曝露されると、これらの組成物
は、縮合反応を介して反応することができる。あるいは、低浸透性組成物が処方される場
合、この組成物は、水放出剤から水分が放出される際に硬化して、硬化生成物を形成する
ことができる。
【０２０２】
　上記のように調製される組成物及びこれらからの反応生成物は、様々な用途を有する。
上記の成分は、成分（Ａ）及び（Ｂ）を含む様々な種類の組成物を調製するために、使用
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可能である。本組成物は、本組成物の種類及び本組成物の所望される最終用途並びに／あ
るいは本組成物の反応生成物の種類及び所望される最終用途に応じて、上記の付加成分の
うちの１つ又は複数を、更に含むことができる。例えば、上記の成分及び方法は、例えば
、ベースポリマーが１分子当たり平均して１個～２個の加水分解性基を有する場合に、ベ
ースポリマーの粘度を上昇させる及び／又はガムを形成する、鎖延長プロセスに、使用可
能である。あるいは、上記の成分及び方法は、例えば、ベースポリマーが１分子当たり２
個又はそれ以上の加水分解性基を有する場合及び／又は架橋剤が本組成物中に存在する場
合に、硬化性組成物を処方するために、使用可能である。本明細書に記載の本組成物は、
水分への曝露による縮合反応によって、反応することができる。例えば、本組成物は、大
気中の水分に曝露されると、縮合反応を介して反応することができる。あるいは、本組成
物は、水放出剤が存在する場合、水放出剤から放出される水分と反応する。本明細書に記
載の各組成物は、反応して反応生成物を形成する。反応生成物は、ガム、ゲル、ゴム、又
は樹脂から選択される形態を有することができる。
【実施例】
【０２０３】
　これらの実施例は、本発明のいくつかの実施形態の例示を目的とするものであり、請求
項に記載の本発明の範囲を制限するものとして解釈すべきではない。参考例は、特記され
ない限り、先行技術とみなしてはならない。以下の実施例では、以下の成分を使用した。
鉄（ＩＩＩ）アセチルアセトナート、ロット１０１３０８８、（「Ｆｅ（ＡｃＡｃ）３」
）；鉄（２，２，６，６－テトラメチル－３，５－ヘプタンジオナート）３、ロットａ２
６３０８７、（「Ｆｅ（ＴＭＨ）３」）；鉄（トリフルオロアセチルアセトナート）３、
ロットｂ３３５４０７１、（「Ｆｅ（Ｆ３ＡｃＡｃ）３」）；鉄トリエトキシド、ロット
ａ６９９００２８、（「Ｆｅ（ＯＥｔ）３」）；鉄（ＩＩ）ステアレート、ロットａ３７
５４１０７、（Ｆｅ（Ｓｔ）２」）；及び鉄（ＩＩ）アセテート、ロットａ４９１８０２
９、（「Ｆｅ（ａｃ）２」）はそれぞれ、Ｓｔｒｅｍ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社から購入し
た。鉄（ＩＩＩ）（２－エチルヘキサノエート）、ロット１３ｓ０４３、（「Ｆｅ（２Ｅ
ＨＡ）３」）は、Ｒａｄｎｏｒ、Ｐｅｎｎｓｙｌｖａａｎｉａａ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＶＷＲ
　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ社から購入した。鉄トリイソプロポキシド、ロットｃ０３
ｔ０３２、（「Ｆｅ（ＯｉＰｒ）３」）、及び、鉄（ＩＩＩ）（２－エチルヘキサノエー
ト）の５０％ミネラルスピロット溶液、（「Ｆｅ（ＥＨＡ）３」）は、Ａｌｆａ　Ａｅｓ
ａｒ社から購入した。鉄（アセテート）２（「Ｆｅ（ｏａｃ）２」）は、Ｓｉｇｍａ－Ａ
ｌｄｒｉｃｈ社から購入した。鉄（アクリレート）３　９６％、（「Ｆｅ（ａｃｒ）３」
）は、Ａｌｆａ　Ａｅｓａｒ社から購入した。鉄（ＩＩＩ）２，４－ペンタンジオネート
（「Ｆｅ（ＰＤＯ）３」）は、Ｇｅｌｅｓｔ社から購入した。９０ｍｍ２／ｓ～１２０ｍ
ｍ２／ｓ（９０ｃＳｔ～１２０ｃＳｔ）の粘度を有しかつ製品名がＤＭＳ－Ｓ２１である
、シラノール末端ポリジメチルシロキサン（「ＰＤＭＳ」）は、Ｇｅｌｅｓｔ社から購入
した。メチルトリメトキシシロキサン（「ＭＴＭ」）及びｎ－ブチルトリメトキシシラン
ロット７ｆ－１０７４９（「ｎｂｔｍｓ」）も、Ｇｅｌｅｓｔ社から購入した。下記の各
実施例で使用した溶媒は、トルエン、ジメチルスルホキシド（「ＤＭＳＯ」）、又はトル
エンとＤＭＳＯの等容量混合物であった。
　実施例１．鉄－配位子錯体の形成及び縮合反応
【０２０４】
　前駆体溶液は、Ｐｒｅｃｕｒｓｏｒ（５０ｗｔ％、Ｃｈｅｓｈｒｅ、Ｕ．Ｋ．のＣｅｎ
ｔｅｃ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ社から購入）を０．２モル（Ｍ）の濃度でトルエン
と混合して、調製した。表１に示す各配位子の溶液は、各配位子を、０．４Ｍの濃度でト
ルエンと混合して、調製した。等容量の前駆体溶液と配位子溶液を混合し、７０℃で１時
間加熱して反応生成物を形成した。これらの反応生成物３０μＬ及び６０μＬを、それぞ
れ、５ｍＬバイアル中の、０．１３６ｇのメチルトリメトキシシランＭＴＭ／２．１ｇの
ポリジメチルシロキサン－ジオールの混合物（ＲＴで、９０ｍｍ２／ｓ～１２０ｍｍ２／
ｓ（９０ｃＳｔ～１２０ｃＳｔ）の粘度を有する）に加えた。組成物を含む各バイアルを
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バイアル瓶を多孔板で蓋をして、ＲＴ及び５０％の相対湿度（ＲＨ）を維持する恒湿オー
ブンに入れた。ＲＴで、異なる粘度標準液を含むバイアルを各サンプルと並べて、４８時
間視覚粘度測定を実施した。この測定は、各サンプルが最初に水分に暴露されてから４８
時間後に実施した。各サンプルの視覚粘度測定値は、最も近い粘度標準液を含むバイアル
の粘度に基づいて決定した。この粘度標準液は、異なる粘度を有する、ＤＯＷ　ＣＯＲＮ
ＩＮＧ（登録商標）２００流体（「２００　Ｆｌｕｉｄ」）であって、Ｍｉｄｌａｎｄ、
Ｍｉｃｈｉｇａｎ、Ｕ．Ｓ．Ａ．のＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ社から入手可能である。視覚
粘度の説明及び対応する粘度標準液を、下記の表１に示す。０又は１の値は、サンプルが
４８時間以内に縮合反応を呈しなかったことを示す。２～５の値は、縮合反応が次第に生
じたことを示す。再現実験を実施したが、視覚粘度測定を行った操作者及び再現実験が別
の時間に行われたか否か等の、様々な要因に起因する、正常な変動の範囲内であった。
【表１】

【０２０５】
　表２に、下記の配位子を用いて実施例１に従って調製したサンプルの、配位子、金属前
駆体の配位子：金属比、反応条件（時間及び温度）、並びに結果（４８時間可視粘度及び
外観）を示した。表２には、６種の配位子及び対応する上記の方法で調製された、鉄錯体
、並びにサンプルへの３０μＬ又は６０μＬの触媒負荷での４８時間可視粘度が示される
。比較のため、鉄（ＩＩＩ）（２－エチルヘキサノエート）及びＤＢＴＤＬも、対照サン
プル調製用の触媒として用いた。表２において、
【化３４】

　表２において、硬度は、指を使って硬化したサンプルを触って測定した。
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【表２】

【０２０６】
　表２の各配位子に対して、前駆体を用いない以外は、実施例１の方法に従って配位子を
試験する、陰性対照サンプルを調製した。各サンプルにおいて、４８時間目視粘度値は、
１であった。
【０２０７】
　これらの実施例は、上記されかつ本明細書に記載のように試験された、成分（Ａ）に用
いられる触媒が、縮合反応を触媒することが可能であることを示している。本明細書に記
載の本組成物は、上記のもののような、スズ触媒を含まないものであることができる。理
論に束縛されることなく、本明細書に成分（Ａ）として記載される触媒は、いくつかの縮
合反応硬化性組成物に、スズ触媒を含有する同一の組成物と比べて、代替可能な、匹敵す
る、又はより良好な硬化特性を提供できると考えられる。
【０２０８】
　本発明の１つの実施形態において、組成物は、
　下記（Ａ）並び（Ｂ）を含む：
　（Ａ）触媒的に有効な量の触媒的に活性な反応生成物であって、
　成分ｉ）一般式：Ｍ－Ａａの金属前駆体であって、式中、Ｍは、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍ
ｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂから
なる群から選択される１つの金属原子であり、各Ａは、独立に、置き換え可能な置換基で
あり、下付き文字ａは、１～Ｍについて選択される金属原子の最大価数である、金属前駆
体と、
　成分ｉｉ）一般式（ｉ）、（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、（ｉｖ）、（ｖ）、（ｖｉ）、及び
これらの２つ又はそれ以上の組み合わせの配位子からなる群から選択される配位子であっ
て、ここで、
一般式（ｉ）は、
【化３５】

　であり、式中、各破線は、単結合又は二重結合のいずれかを表し、Ｒ１及びＲ２は、そ
れぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選択され；各Ｒ３は、独立に、Ｈ、一価の有
機基、無機基、及びハロゲンから選択され；下付き文字ｂは、１又は２であり；各Ｒ２０
は、独立に、Ｈ又は一価の有機基であり；下付き文字ｃは、０又は１であり；下付き文字
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ｏは、１又は２であり；各Ｒ２１は、独立に、Ｈ又は一価の有機基である；
　一般式（ｉｉ）は、
【化３６】

　であり、式中、各Ｒ５、各Ｒ６、及び各Ｒ３６は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基
、無機基、及びハロゲンから選択され、各Ｒ３５は、独立に、Ｈ又は一価の有機基であり
、下付き文字ｊは、１又は２であり、下付き文字ｋは、１又は２であり、下付き文字ｍは
、０又は１であり、下付き文字ｎは、０～４である；
　一般式（ｉｉｉ）は、

【化３７】

　であり、式中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選択さ
れ、Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基、及び無機基から選択され、
下付き文字ｄ及び下付き文字ｅは、それぞれ独立に、１又は２であり、各Ｒ３２は、独立
に、Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｐは、１又は２である；
　一般式（ｉｖ）は、

【化３８】

　であり、式中、Ｒ１１及びＲ１２は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選
択され、Ｒ２２及びＲ２３は、それぞれ独立に、Ｈ及び一価の有機基から選択され、下付
き文字ｆ及び下付き文字ｇは、それぞれ独立に、０又は１であり、各Ｒ３１は、独立に、
Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｑは、１又は２である；
　一般式（ｖ）は、
【化３９】

　であり、式中、Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選
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択され、各Ｒ２４及び各Ｒ２５は、それぞれ独立に、一価の有機基及びＨから選択され、
下付き文字ｈ及び下付き文字ｉは、それぞれ独立に、０又は１であり、各Ｒ３３は、独立
に、一価の有機基及びＨから選択され、下付き文字ｋは、１又は２である；また、
　一般式（ｖｉ）は、
【化４０】

　であり、式中、各Ｒ１５及び各Ｒ１６は、それぞれ独立に、Ｈ及び一価の有機基から選
択される、配位子；と、を含む成分の、触媒的に有効な量の触媒的に活性な反応生成物、
並びに、
　（Ｂ）１分子当たり平均して１つ又は複数の加水分解性置換基を有するケイ素含有ベー
スポリマー、を含む。
【０２０９】
　第二の実施形態において、条件（Ａ）～（Ｆ）のうちの１つが満たされ、ここで：
　条件（Ａ）は、前記配位子が、一般式（ｉ）を有し、かつ、
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　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は、
　条件（Ｂ）は、前記配位子が、一般式（ｉｉ）を有し、かつ、
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　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は、
　条件（Ｃ）は、前記配位子が、一般式（ｉｉｉ）を有し、かつ、
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　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は、
　条件（Ｄ）は、前記配位子が、一般式（ｉｖ）を有し、かつ、
【化４６】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は、
　条件（Ｅ）は、前記配位子が、一般式（ｖ）を有し、かつ、
【化４７】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は、
　条件（Ｆ）は、前記配位子が、一般式（ｖｉ）を有し、かつ、
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【化４８】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されるというものである。
【０２１０】
　第三の実施形態において、組成物は、
　下記（Ａ）並びに（Ｂ）を含む：
　（Ａ）触媒的に有効な量の触媒的に活性な反応生成物であって、
　成分ｉ）一般式：Ｍ－Ａａの金属前駆体であって、式中、Ｍは、Ａｌ、Ｆｅ、Ｔｉ、Ｚ
ｒ、Ｈｆ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、
Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂからなる群から選択される、１つの金属原子であり、各Ａは、独立
に、置き換え可能な置換基であり、下付き文字ａは、１～Ｍについて選択される金属原子
の最大価数である、金属前駆体と、
　成分ｉｉ）一般式（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、（ｉｖ）、（ｖ）、及びこれらの２つ又はそ
れ以上の組み合わせの配位子からなる群から選択される配位子であって、ここで、
　一般式（ｉｉ）は、

【化４９】

　であり、式中、各Ｒ５、各Ｒ６、及び各Ｒ３６は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基
、無機基、及びハロゲンから選択され、各Ｒ３５は、独立に、Ｈ又は一価の有機基であり
、下付き文字ｊは、１又は２であり、下付き文字ｋは、１又は２であり、下付き文字ｍは
、０又は１であり、下付き文字ｎは、０～４である；
　一般式（ｉｉｉ）は、

【化５０】
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　であり、式中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選択さ
れ、Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基、及び無機基から選択され、
下付き文字ｄ及び下付き文字ｅは、それぞれ独立に、１又は２であり、各Ｒ３２は、独立
に、Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｐは、１又は２である；
　一般式（ｉｖ）は、
【化５１】

　であり、式中、Ｒ１１及びＲ１２は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選
択され、Ｒ２２及びＲ２３は、それぞれ独立に、Ｈ及び一価の有機基から選択され、下付
き文字ｆ及び下付き文字ｇは、それぞれ独立に、０又は１であり、各Ｒ３１は、独立に、
Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｑは、１又は２である；
　一般式（ｖ）は、

【化５２】

　であり、式中、Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選
択され、各Ｒ２４及び各Ｒ２５は、それぞれ独立に、一価の有機基及びＨから選択され、
下付き文字ｈ及び下付き文字ｉは、それぞれ独立に、０又は１であり、各Ｒ３３は、独立
に、一価の有機基及びＨから選択され、下付き文字ｋは、１又は２である、配位子；と、
を含む成分の、触媒的に有効な量の触媒的に活性な反応生成物、並びに、
　（Ｂ）１分子当たり平均して１つ又は複数の加水分解性置換基を有するケイ素含有ベー
スポリマー、を含む。
【０２１１】
　第四の実施形態において、条件（Ａ）～（Ｄ）のうちの１つが満たされ：
　条件（Ａ）は、前記配位子が、一般式（ｉｉ）を有し、かつ、
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　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｂ）は、前記配位子が、一般式（ｉｉｉ）を有し、かつ、
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【化５５】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｃ）は、前記配位子が、一般式（ｉｖ）を有し、かつ、
【化５６】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｄ）は、前記配位子が、一般式（ｖ）を有し、かつ、
【化５７】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである。
【０２１２】
　第五の実施形態において、Ｍが、Ｆｅであり、下付き文字ａが、２又は３である。
【０２１３】
　第六の実施形態において、上記の組成物のいずれか１つは、成分（Ａ）及び（Ｂ）とは
異なる、少なくとも１つの追加の成分を更に含み、ここで、前記少なくとも１つの追加の
成分は、（Ｃ）架橋剤；（Ｄ）乾燥剤；（Ｅ）増量剤、可塑剤、あるいはこれらの組み合
わせ；（Ｆ）充填剤；（Ｇ）処理剤；（Ｈ）殺生物剤；（Ｊ）難燃剤；（Ｋ）表面改質剤
；（Ｌ）鎖延長剤；（Ｍ）末端封止剤；（Ｎ）非反応性バインダー；（Ｏ）老化防止剤；
（Ｐ）水放出剤；（Ｑ）色素；（Ｒ）レオロジー添加剤；（Ｓ）ビヒクル；（Ｔ）粘着付
与剤；（Ｕ）腐食防止剤；並びにこれらの組み合わせ；からなる群から選択される。
【０２１４】
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　第七の実施形態において、上記の組成物のいずれか１つの縮合反応は、実施例２の方法
に従って試験したときに２～５の範囲の視覚粘度値を有する反応生成物を生成する。
【０２１５】
　第八の実施形態において、上記の組成物のいずれか１つは、成分（Ａ）及び成分（Ｂ）
を含む成分を混合して前記組成物を調製することを含む、方法によって調製される。
【０２１６】
　第九の実施形態において、第七の実施形態の方法は、更に、組成物を水分に暴露して反
応生成物を調製することを含む。
【０２１７】
　第十の実施形態において、第八の実施形態の方法によって調製される前記反応生成物は
、ガム、ゲル、ゴム、及び樹脂から選択される形態を有する。
【０２１８】
　第十一の実施形態において、方法は、
　次の成分ｉ）及びｉｉ）を含む成分を反応させることにより、金属－配位子錯体を含む
反応生成物を調製すること、を含む：
　成分ｉ）一般式：Ｍ－Ａａの金属前駆体であって、式中、Ｍは、Ａｌ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍ
ｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、Ｓｍ、及びＹｂからなる群
から選択される、１つの金属原子であり、各Ａは、独立に、置き換え可能な置換基であり
、下付き文字ａは、１～Ｍについて選択される金属原子の最大価数である；及び、
　成分ｉｉ）一般式（ｉ）、（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、（ｉｖ）、（ｖ）、（ｖｉ）、及び
これらの２つ又はそれ以上の組み合わせの配位子からなる群から選択される配位子であっ
て、ここで、
　一般式（ｉ）は、
【化５８】

　であり、式中、各破線は、単結合又は二重結合のいずれかを表し、Ｒ１及びＲ２は、そ
れぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選択され；各Ｒ３は、独立に、Ｈ、一価の有
機基、無機基、及びハロゲンから選択され；下付き文字ｂは、１又は２であり；各Ｒ２０
は、独立に、Ｈ又は一価の有機基であり；下付き文字ｃは、０又は１であり；下付き文字
ｏは、１又は２であり；各Ｒ２１は、独立に、Ｈ又は一価の有機基である；
　一般式（ｉｉ）は、

【化５９】

　であり、式中、各Ｒ５、各Ｒ６、及び各Ｒ３６は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基
、無機基、及びハロゲンから選択され、各Ｒ３５は、独立に、Ｈ又は一価の有機基であり
、下付き文字ｊは、１又は２であり、下付き文字ｋは、１又は２であり、下付き文字ｍは
、０又は１であり、下付き文字ｎは、０～４である；
　一般式（ｉｉｉ）は、
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【化６０】

　であり、式中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選択さ
れ、Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基、及び無機基から選択され、
下付き文字ｄ及び下付き文字ｅは、それぞれ独立に、１又は２であり、各Ｒ３２は、独立
に、Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｐは、１又は２である；
　一般式（ｉｖ）は、
【化６１】

　であり、式中、Ｒ１１及びＲ１２は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選
択され、Ｒ２２及びＲ２３は、それぞれ独立に、Ｈ及び一価の有機基から選択され、下付
き文字ｆ及び下付き文字ｇは、それぞれ独立に、０又は１であり、各Ｒ３１は、独立に、
Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｑは、１又は２である；
　一般式（ｖ）は、

【化６２】

　であり、式中、Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選
択され、各Ｒ２４及び各Ｒ２５は、それぞれ独立に、一価の有機基及びＨから選択され、
下付き文字ｈ及び下付き文字ｉは、それぞれ独立に、０又は１であり、各Ｒ３３は、独立
に、一価の有機基及びＨから選択され、下付き文字ｋは、１又は２である；又は、
　一般式（ｖｉ）は、

【化６３】

　であり、式中、各Ｒ１５及び各Ｒ１６は、それぞれ独立に、Ｈ及び一価の有機基から選
択される。
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　第十二の実施形態において、条件（Ａ）～（Ｆ）のうちの１つが満たされ、ここで：
　条件（Ａ）は、前記配位子が、一般式（ｉ）を有し、かつ、
【化６４】
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　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｂ）は、前記配位子が、一般式（ｉｉ）を有し、かつ、
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【化６７】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｃ）は、前記配位子が、一般式（ｉｉｉ）を有し、かつ、
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【化６８】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｄ）は、前記配位子が、一般式（ｉｖ）を有し、かつ、
【化６９】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｅ）は、前記配位子が、一般式（ｖ）を有し、かつ、

【化７０】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｆ）は、前記配位子が、一般式（ｖｉ）を有し、かつ、
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　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである。
【０２２０】
　第十三の実施形態において、方法は、
次の成分（Ａ）を含む成分を反応させて、金属－配位子錯体を含む反応生成物を調製する
ことを含む：
　（Ａ）触媒的に有効な量の触媒的に活性な反応生成物であって、
　成分ｉ）一般式：Ｍ－Ａａの金属前駆体であって、式中、Ｍは、Ａｌ、Ｆｅ、Ｔｉ、Ｚ
ｒ、Ｈｆ、Ｂｉ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｅ、Ｎｄ、
Ｓｍ、Ｅｒ、及びＹｂからなる群から選択される、１つの金属原子であり、各Ａは、独立
に、置き換え可能な置換基であり、下付き文字ａは、１～Ｍについて選択される金属原子
の最大価数である、金属前駆体；と、
　成分ｉｉ）一般式（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、（ｉｖ）、（ｖ）、及びこれらの２つ又はそ
れ以上の組み合わせの配位子からなる群から選択される配位子であって、ここで、
　一般式（ｉｉ）は、

【化７２】

　であり、式中、各Ｒ５、各Ｒ６、及び各Ｒ３６は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基
、無機基、及びハロゲンから選択され、各Ｒ３５は、独立に、Ｈ又は一価の有機基であり
、下付き文字ｊは、１又は２であり、下付き文字ｋは、１又は２であり、下付き文字ｍは
、０又は１であり、下付き文字ｎは、０～４である；
　一般式（ｉｉｉ）は、
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【化７３】

　であり、式中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選択さ
れ、Ｒ９及びＲ１０は、それぞれ独立に、Ｈ、一価の有機基、及び無機基から選択され、
下付き文字ｄ及び下付き文字ｅは、それぞれ独立に、１又は２であり、各Ｒ３２は、独立
に、Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｐは、１又は２である；
　一般式（ｉｖ）は、
【化７４】

　であり、式中、Ｒ１１及びＲ１２は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選
択され、Ｒ２２及びＲ２３は、それぞれ独立に、Ｈ及び一価の有機基から選択され、下付
き文字ｆ及び下付き文字ｇは、それぞれ独立に、０又は１であり、各Ｒ３１は、独立に、
Ｈ又は一価の有機基であり、下付き文字ｑは、１又は２である；
　一般式（ｖ）は、
【化７５】

　であり、式中、Ｒ１３及びＲ１４は、それぞれ独立に、一価の有機基及び無機基から選
択され、各Ｒ２４及び各Ｒ２５は、それぞれ独立に、一価の有機基及びＨから選択され、
下付き文字ｈ及び下付き文字ｉは、それぞれ独立に、０又は１であり、各Ｒ３３は、独立
に、一価の有機基及びＨから選択され、下付き文字ｋは、１又は２である、配位子；と、
を反応させた、触媒的に有効な量の触媒的に活性な反応生成物。
【０２２１】
　第十四の実施形態において、条件（Ａ）～（Ｄ）のうちの１つが満たされ、ここで：
　条件（Ａ）は、前記配位子が、一般式（ｉｉ）を有し、かつ、
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【化７６】
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　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｂ）は、前記配位子が、一般式（ｉｉｉ）を有し、かつ、
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【化７８】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｃ）は、前記配位子が、一般式（ｉｖ）を有し、かつ、
【化７９】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである；又は
　条件（Ｄ）は、前記配位子が、一般式（ｖ）を有し、かつ、
【化８０】

　並びにそれらの異性体からなる群から選択されたものであるというものである。
【０２２２】
　第十五の実施形態において、Ｍが、Ｆｅであり、下付き文字ａが、２又は３である。
【０２２３】
　第十六の実施形態において、第十一～第十五の実施形態のいずれか１つの方法は、更に
、前記金属前駆体と前記配位子とを加熱することを、含む。
【０２２４】
　第十七の実施形態において、前記方法は、更に、前記反応生成物から副成物を除去して
、該副成物を含まない、前記金属－配位子錯体を得ることを、含む。
【０２２５】
　第十八の実施形態において、前記反応生成物は、前記方法によって調製される。
【０２２６】
　第十九の実施形態において、前記反応生成物は、
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　ａ）金属－配位子錯体と、
　ｂ）前記金属前駆体及び前記配位子の反応からの副成物、又は副反応からの、副成物と
、を含む。
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